






















































俺たちは空気が読めない




孤独ボツチな彼女の助け方




【電子特典付き】








鏡銀鉢





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　みんなは『ＫＹ』って単語に聞き覚えはあるか？

『ＫＹ』ってのは『空気が読めない』の略で、そういう人を指す言葉なんだ。

　まぁ、実際には色んな場面で使われるようになってるから、広い意味じゃあ『常識からはずれた価値観の人』ってことでいいと思う。

　基本的に、ＫＹは嫌われる。学校っていう空間では特にそうだった。教室じゃあ、みんなとは価値観が違うってだけで、イジメの対象になる。

　一見すると理不尽だけど、常識ってのは広く一般に浸透している価値観のことだ。

　どんなに邪念の欠片かけらもない聖人君子さまでも、周囲の人間にとって都合が悪けりゃ、そいつは常識のない『空気が読めない奴やつ』にされちまうんだ。かくいう俺おれもそうだった。

　俺は暴力も誹ひ謗ぼう中傷も盗みもしなかった。それでも、俺は幼い頃から常に嫌われ者で独りぼっちだった。孤独を愛する俺の価値観は、みんなには理解できなかったらしい。

　でもいまはＫＹで良かったと思っている。だって、俺はＫＹだったからこそ彼女たちに出会えたのだから。そう、高校二年生の春、俺は優しくて可愛かわいくて、でも周りに馴な染じめない不器用な、愛すべきボッチ少女たちに出会ったのだ。







　高校二年の春。五月病が生徒の眠りを誘うイヤらしい日のこと。今日も多くの生徒が授業中の居眠りという悪あく行ぎように手を染め、足を洗う様子はない。そりゃあ染めたのは手なんだから、足なんか洗ってどうすんのって話だ。

　本日最後の授業が終わると同時に全員起床。周りの切り替えの早さに、なんだか先生が哀れに思えてくる。そして帰りのＨＲホームルームも終わると、いつも通り担任のノロケがはじまった。

「それでね、彼ったら『君は僕の理想の人だよ』なぁんて言うんだからぁ♥　やんやん♥」

　先月彼氏のできたばかりのこの女教師は、ＨＲが終わるといつもこうだ。

　さっさと終わらせて欲しいのだが、恋バナになると、主に女子が興奮気味に騒ぎ出す。勉強以外の話だと本当に元気な連中だ。女子たちに恋を応援され、先生はもう有頂天だ。

「年内に結婚なんてことになったらどうしよう。産休や育休を取ったらみんなの卒業を見られないかも♥」

　恋は盲目というが、嫌そうに聞く男子生徒の顔は先生の目には入らないらしい。

　先生が冷静さを欠いているので、俺おれは親切心でちょいと一言。

「あ、でも先生。去年結婚した須す川がわ先生が『結婚はする前までが一番幸せだった』と言っていたんで、結婚は慎重にしたほうがいいですよ」

　先生は絶句した表情で硬直。静寂に包まれた教室中から、息を吞のむ音が聞こえた。

　なんだ？　変なこと言ったか？

「……はい、じゃあみんな気をつけて帰ってくださいね……」

　先生は肩と声のトーンを落とし、路頭に迷ったサラリーマンのような背中を見せ教室から去っていく。先生の姿が見えなくなると、女子たちが侮ぶ蔑べつを含んだものすごい形相で俺を睨にらみつけてくる。けれどそれ以上は何もしない。一部の女子は何か言おうとしたが、近くの奴やつに止められている。教室を見回すと、誰だれもが憎らしげな顔で俺の方を見てから、舌打ちをしたり、悪態をつきながら帰りの準備をしはじめた。

　雑談や、帰りはどこに寄るかの相談。そして今日一日の感想を語り合いながら席を立つクラスメイトたち。いつも通りの光景は、まるで俺のことを忘れようとしているようにも見える。当然、俺に話しかける奴などいるはずもない。俺が話しかける相手もいるはずがない。なぜなら俺に友達などいないからだ。

　どれぐらい友達がいないか説明しろと言われれば、俺の伝説に触れねばなるまい。あれは去年のこと、体育の授業で行われたバスケの２ＯＮ２テストで、俺は奇跡を起こした。

　二対二の四人グループで行われるそのテストは、ドリブルをしながら互いにパスをし合い、相手のディフェンスをかいくぐりシュートする、というものだ。

　ドリブル、パス、キャッチ、シュート、全すべてを測るテストだったが、俺おれは組んでくれる人どころか相手をしてくれる人すらいなかったため、全ての役をひとりでこなした。

　ドリブルしながら突然の反転、ディフェンスのパントマイムを披露してから虚こ空くうに向かってボールを投げダッシュ。ボールを追いぬかした先でキャッチしたあと、反転しながらディフェンスのパントマイムを行い、シュートをキメた。

　みんなが見守る体育館で、ひとり四役を華麗にこなす俺に先生は啞あ然ぜん。テスト終了後、先生は俺の肩を叩たたき一言『お前は……満点でいいよ』。

　しばらくのあいだ、俺のあだ名は一人軍隊ワンマン・アーミーならぬ一人四役ワンマン・フオースだった。英語間違ってね？

　回想終了。一緒に話す友達もいないし、部活にも入っていない俺は、流れるように鞄かばんを背負うと、颯さつ爽そうと立ち上がって教室の出口へ向かう。

「あ、小こ日向ひなた君、生徒会長が呼んでいるから、わたしと一緒に来てくれない？」

「悪いけど用事があるんだ、じゃ」

　相手を確認もしないで俺が先を急ぐと、誰だれかが俺の右手首をつかんだ。

「まま、待ってよぉ。お願いだから帰らないでぇ」

　慌てた女子の声に振り返ると、知らない女子が俺の右手首をつかんでいた。

　あぁ、さっきのはこいつが言っていたのか。

　後ろからの呼びかけだったので、誰の言葉かも確認していなかった。

　戸惑いに目を染めたその女子を、しげしげと観察した。

　栗くり色いろの髪をワンサイドアップにした、童顔で可愛かわいらしい顔立ちの小柄な女子だ。体つきは子供っぽいけど、顔とマッチしたスタイルと言えるだろう。一見すると幼女だが、ちゃんと我が銀ぎん鉢ぱち高校の制服を着ている。胸元に大きなリボンをつけ、学校指定のカーディガンはピンク色を選んでいて、幼いイメージの彼女にぴったりだ。やけに短い青のスカートも、幼女が頑張っておしゃれしたような、可愛らしい魅力がある。

　しかし、知らない顔だ。隣のクラスの奴やつか？

　俺が振り向いたことに安あん堵どした幼よう女じよ（仮）かつこかりが手を離すと、ひとつ尋ねる。

「で、お前誰？」

　幼女（仮）の表情が硬直。漫画なら、点と線だけのＳＤ顔になっていそうだ。

「な、なんでわたしの名前知らないの、わたし、席隣なんだからねっ」

　バンバンと机を叩いて主張する幼女（仮）。

　クラスメイトなの？　席隣なの？　席は男女交互だから俺の両隣は女子だけど、隣の女子の顔なんて確認したことないわ、いやマジで。

　語気を強める幼女（仮）に、俺はやれやれ、とため息をついて、

「そう怒るなよ。二年になってまだ一ヶ月ちょいだろ？　コースだって違うし」

　うちの学校は三つのコースに分かれている。就職希望の総合コース。大学受験希望の進学コース。難関大学受験希望の特進コースだ。

　クラスは同じだが、五教科と体育以外の授業は別々だ。たとえば進学コースの俺おれが数学Ｂを受ける時間になると、隣の幼よう女じよ（仮）かつこかりは美術の教科書を手にどこかへ行っていたと思う。きっと総合コースなのだろう。

　席が隣と言っても五教科と体育以外は別。それにまだ二年になって一ヶ月ちょい。ゴールデンウィークだって挟む。

　だから俺に罪はないのだ。なんて完かん璧ぺきな理論。

「もう一ヶ月だもん！　それに去年も同じクラスだったんだからね！」

　バカな。俺の理論が通じないだと？

　幼女（仮）は大声で、三秒ほどクラスの注目を集めてから、弱々しい声を出す。

「そりゃあ、わたし地味だし、小こ日向ひなた君とはあまり話したことないけどさ。でも、クラスメイトの名前を覚えていないとか、ちょっと酷ひどいと思うよ？」

「安心しろ。俺は去年のクラスメイトの顔と名前は半分しか覚えていない」

「こっ、小日向君……それ本気で言っているの？」

　子供みたいに驚いた顔で、一歩退ひかれた。だって人と話さねーもん、しょうがないだろ。

　……あれ？　もしかしていま逃げるチャンスじゃね？

　追手との距離が空いたチャンスを見逃さず、俺は背を向けるが、再び手首をつかまれた。

「だから逃げちゃダメッ」

「ちっ、チャンスだと思ったのに」

「チャンスじゃない！」

　顔を真っ赤にして、幼女（仮）はぷるぷると震える。なんて小動物的な動きだろう。

「小日向君、いますっごく失礼なこと考えたでしょ」

「んなわけないだろ？　お前さっきから怒ってばかりだな。血圧高いと早死にするぞ？」

「もう、小日向君のせいでしょ！」

　また大声を出して幼女（仮）は注目を集めた。もっとも本人は気づいていないようだが。

「わたしはちゃんと小日向君のこと覚えているのに……」

「クラスメイトの名前なんて覚えなくても困らないだろ？」

　だって、俺の生活でクラスメイトの名前を呼ぶことなんてないし。

「いま困っているじゃない！」

「困っているのはお前であって俺じゃないだろ？」

　幼女（仮）は黙った。それから両腕を組んで、頭を悩ませる。

「ん？　あれ？　えっと……いまはわたしが小日向君を連れて行きたくて、それで……」

　再びチャンス到来！　こいつがアホの子で助かった。

　俺は逃げようと、その場からそろりと離れる。幼女（仮）はハッとしてから俺の手首をつかみ、頰ほおをふくらませて怒る。

「だから逃げないの！　それに誤ご魔ま化かそうたってそうはいかないんだからね！　わたしの名前は小こ里り洲す莉り子こ！　覚えたよね？　小こ日向ひなた刀かたな彦ひこ君！」

　刀彦。名前に刀がつくとか、我ながら酷ひどいキラキラネームだと思う。

　ちなみに、ふたつ年上の兄貴は『勇』に『平』と書いてユウヘイと読む。

　兄貴が至極まっとうな名前を授かる一方で、どうして俺おれだけがこんな憂うき目めに遭うのか。

　母に尋ねたところ、名字がコヒナタなので、名前がカタナヒコだと上から読んでも下から読んでも『コヒナタカタナヒコ』になるとじいちゃんが発見したかららしい。息子の一生に関かかわる名前を、じいちゃんの限りなく寝言に近い戯たわ言ごとで決めるとか酷過ぎんだろ。

「とにかく、生徒会長が小日向君を呼んでいるの。一緒に来て」

「なんだ、お前も呼ばれているのか？」

「そうじゃなくて、わたしも生徒会なの。先月、生徒会長から庶務に指名されたんだから」

　自慢げに、えっへん、と平らな胸を張る莉子。

　うちの学校の生徒会長は選挙で決まるが、役員は生徒会長が自由に選べる。莉子の反応を見る限り、生徒会長から指名される、というのは栄誉なことらしい。

「お前みたいな『幼女かっこ仮かり』を指名するなんて、生徒会長はロリコンなのか？」

「むーっ、幼女じゃないもんっ」

　莉子は頰をふくらませながら、両手を精いっぱい伸ばして、俺のおでこをぺちぺちと叩たたいてくる。グーではなくパーなのが、莉子なりの優しさなんだろう。

　それはさておき、生徒会長の名を出されて、俺は呼び出しに応じるか一考する（顔をぺちぺちされながら）。そして、今日の予定の重要性と天てん秤びんにかけ、俺は返事をした。

「悪いな、今日用事あるんだよ。早く帰ってゲームやんなきゃだから。じゃ」

　莉子はため息をつきながら、肩を落とした。

「それは用事じゃないよ～……生徒会長が呼んでいるんだから、ね？　ね？」

「生徒会長ねぇ……それで？　どんな用事なんだ？」

　冷めた声で尋ねると、莉子は言葉に詰まってしまう。

「わかんないけど、とにかく小日向君をボランティア部の部室に連れて来るようにって」

「ボランティア部？　ますますわからん。用事の内容がわからないんじゃ重要度もわからないな。俺はポケヒロレッドバージョンを優先させてもらうぜ」

「レッドバージョン!?　なんでいまさらゲームボーイのソフトやっているの!?」

　ポケヒロとは、株式会社メディアファクトリアから発売している携帯用ゲーム『ポケットヒロイン』の略だ。ラノベの世界から一五一人のバトル系ヒロインが逃げ出した、という設定のもと、全すべてのヒロインを捕まえることが目的のゲームだ。

「叔お父じさんがくれたんだよ。おもしろいぞ。じゃあポケヒロが俺を待っているから」

　俺おれが一歩進むと、鞄かばんがぐいぐいと引っ張られる。

「うわーん、お願いだから待ってー！　じゃないとわたしが生徒会長にぃー！」

　莉り子こは、死に物狂いで俺を引きとめようとする。

「なんだよ、そんなに生徒会長が怖いのか？」

　目に涙を溜ためながら喰くい下がる莉子の姿を見て、俺はだんだん莉子が哀れに思えてきた。

「まったく、保身のために俺の都合を無視するだなんて自分勝手な奴やつだなぁ。まぁ人助けだと思って特別に行ってやるよ」

「うん、ありがとう。って！　なんでわたしが悪い感じになっているの!?」

　ようやく俺の鞄から手を離した莉子は、納得がいかない感じで声を張り上げた。

　童顔なので、いくら抗議しても駄だ々だをこねる幼稚園児のようで、少しも怖くなかった。

「ほら生徒会長のところに行くんだろ？　さっさと用事済ませようぜ」

　俺はボランティア部の部室を目指して、大おお股またにサクサクと足を運ぶ。莉子は切ない声で、

「ちょ、ちょっと待ってよ～！」

　と言いながら、小さな足音でちょこまかついてきた。

「小こ日向ひなた君以外にも連れていかないといけない人がいるから先に行っちゃダメぇ」

「他にも？」

　俺と一緒に呼び出されるほど、接点のある奴なんていたか？

　莉子へ振り返って、頭上に疑問符を浮かべた。


　　　◆



　目当ての生徒は、二組、三組、四組にひとりずついるらしい。

　莉子に連れられて、俺は隣の二組の教室へとやって来た。

　二組の教室はＨＲホームルームが終わったばかりのようだ。次々生徒たちが出ていき、流れが落ち着いたところで、俺らは教室に入った。するといきなり、

「みんなカラオケ行くの？　あたしもまぜてまぜてぇー♪」

　明るい声と一緒に、金髪の女子が、とある女子グループのひとりに抱きついていた。

　子犬のように甘え、他人に頰ほおずりするその女子は、驚くような美少女だった。

　頭の両端で縛った金髪や青い瞳ひとみは、染髪やカラコンではない。注意深く見れば、彼女の顔立ちには西洋人の特徴が混じっている。あの見事な金髪碧へき眼がんは天然ものだろう。

　整った顔立ちに可愛かわいらしい無邪気な笑顔。手足もスラリと長くて、身長が同じくらいの女子たちと比べても、お尻の高さが違う。読者モデルでもやれば、すぐに人気が出そうだ。

　こういう女子はクラスでも人気者なんだろうな、と思っていると、次の瞬間。

「うざいっ」

　金髪の美少女は、無下に振り払われた。え、あんな可愛いのになんで？　ブスの嫉しつ妬と？

「今日は男子も呼んでるの。あんた来るといつも変な空気になって相手帰っちゃうじゃん。バカ正直もいい加減にしなさいよね。いーい、絶対来ないでよ。さ、みんな行こ」

「そんなこと言わないで仲間にいれてよぉ。みんな彼氏なんて一度もできたことないじゃない。どうせ今回も失敗するよぉ」

　ビギッと、女子たちの顔が引きつった。

　振り払われた美少女は、女子たちに手を伸ばして、かまってアピールをするが、完全に無視されている。女子グループは舌打ちをしながら教室を出て行った。すれちがいざま『かまってちゃんウザッ』と言ったのが聞こえてきた。

　金髪碧へき眼がんの美少女は、飼主にエサを取り上げられた子犬のようにしょんぼりとしている。

　なんだろう。なんていうか、こういう子を見ると凄すごくかまいたくなるな。

　安い同情とかじゃなくて、しょんぼりする姿が可愛かわいくて、つい惹ひかれちまう。

　そんな金髪美少女に、莉り子こは困り顔で声をかける。

「入いり江えさん。放課後になったら一緒にボランティア部に行くって言ったのに、忘れたの？」

「あ、りこりんだ♪　やっぱりちっちゃくてかわいー♪」

　パッと表情を明るくした入江、と呼ばれた女子は莉子に抱きついた。そして頰ほおずり。

　莉子は手足をバタつかせて抵抗するが、ふたりのあいだにはいかんともしがたい体格差がある。入江の身長は平均的だけど、いかんせん莉子が小さい。

「ひゃうっ、入江さんっ、みんなの前で恥ずかしいよ、離してぇ」

　莉子の手は、入江の体をぺちぺち叩たたいたり宙をさまようばかりで、実質無抵抗だった。

　にしても、さっきといいやけにボディタッチが多いな。

「ふたりは友達なのか？」

「今日のお昼休みにはじめて話したよ。ちょっ、入江さん、もおっ。小こ日向ひなた君、先に三組に行って来らい泉せんさんを連れてきて」

「来泉ってどんな奴やつだ？　男子？」

「えへへー♪　りこりんの髪ふかふかぁ♪　やわらかぁい♪」

　好奇心いっぱいの子犬よろしく、入江は莉子の頭に顔にと頰ずりを続ける。

「行けばわかるよ、凄く目立つ女の子だから。入江さん、みんなに勘違いされちゃうよう」

　勘違い？　ああなるほど。女子ってふざけあってじゃれあうのが普通だもんな。

「安心しろ。誰だれもイジメの現場だなんて勘違いしないさ。じゃ、ふたりは楽しんでくれ」

「え？　小日向君、絶対何か勘違いしているよね？　小日向君、小日向くーん！」

　仲むつまじいふたりを残して、俺おれは隣のクラス、三組の教室へと向かった。

　来泉ってのが誰かは知らないけど、まぁ聞けばわかるだろ。

　そんな吞のん気きな気持ちで、俺は三組へとスタコラ向かった。

　開いたドアから三組の教室を覗のぞくと、どうやら帰りのＨＲホームルームをやっている途中らしい。

　来泉って誰だろ？　そう思いながら視線を巡らせて、俺はとある女子に目が止まった。

　西窓から差し込む陽光のなかに──彼女はいた。

　穏やかな表情で、ノートへ視線を落とし、机の上で上品にペンを走らせる少女。

　一陣の春風に、淡い赤を含んだ髪をなびかせる様子は、まるで炎が揺らめくようで、信じられないくらい絵になっていた。ＨＲホームルームを無視して自習していることなんて気にならない。あまりの美しさに息を吞のむとは言うが、俺おれは息を吞むどころか、完全に呼吸を忘れていた。

　どれくらいそうしていただろう。三組の担任が俺の横を通り過ぎたところで、我に返る。

　気がつけばＨＲは終わり、生徒たちは三々五々に散っていくところだった。

　そのなかに来らい泉せんがいたら困るのに、俺は赤髪の彼女から目が離せなかった。

　すると、彼女の背後で数人の女子がきゃいきゃい騒ぎ出す。

　よく聞こえないが、どうやら恋バナらしい。その話題には無関心なのか、赤髪の少女は鞄かばんを手に帰ろうとして……急に立ち止った。次の瞬間、彼女はくるりと回り、

「あら、その人ならワタシ知っているわよ。彼の好み、教えてあげましょうか？」

　高飛車かつ上から目線に、偉そうな口調でそう言った。

「え？　先輩の知り合いなの？」

　赤髪の少女に尋ねられた女子は、棚から降ってきたボタ餅の甘さにテンションを上げた。

「ええ知っているわよ。だって彼、先月ワタシに告白してきたもの」

　女子グループ全員の顔が凍りついた。さっきまで笑顔だった女子は頰ほおをひきつらせ、

「え？　……あの、それ……どういう……」

「だからね。貴女あなたが片思い中の彼、先月ワタシに告白してきたのよ。もちろんその場で断ったけど。だって彼、ワタシと話しているあいだ、ずっとワタシの胸を見ているんだもの」

　赤髪の少女が体を揺すると、圧倒的な存在感を誇る胸が大きくダイナミツクにはずんで度肝を抜かれた。

　デ、デカイ……高校生のサイズじゃないだろ……。

　女子にしては高い身長に、圧倒的な質量で制服をハチ切らんばかりの豊乳。なのにウエストは細く、学校指定のベストは凹凸がはげしい。ミニスカートは大きく押し上げられ、裾すそからは長くてみずみずしい足が伸びている。スカート越しでも、ボリュームたっぷりのセクシーなヒップラインを想像できてしまう、反則じみたプロポーションである。

「彼、そのとき自分のセールスポイントをこれでもかってくらいアピールしてきたから教えてあげるわ。ワタシの優しさに感謝なさいな」

　そう言ってほほ笑むが、赤髪の少女に感謝する奴やつはいなかった。逆に、笑顔だった女子は悲壮感漂う表情でうつむき、残りの女子は皆、親の仇かたきでも睨にらむような目になる。

　帰る途中の生徒たちは『来泉のやつ、相変わらずヒデェ』とか言っている。

　おっ、なんだ。あのなかの誰だれかが来泉なのか？　こりゃ探す手間が省けたな。

「なぁ、来泉ってのはどいつだ？　生徒会長が呼んでいるんだけど」

　近づきながら吞のん気きに尋ねると、女子たちは目を丸くして、一斉に俺へ振り返った。赤髪の少女だけは、怪け訝げんな瞳ひとみで見つめてくる。ん？　俺おれなんか変なことを言ったか？

「そんな奴やつ、知らないし。みんな行こ」

　赤髪の少女を残して、女子たちは不機嫌な顔でさっさと帰ってしまう。

　来らい泉せんてあいつらのなかの誰だれかじゃねーのか？

　と疑問に思うと、子犬に咥くわえられたハムスター、もとい莉り子こが三組の教室に入ってくる。

「来泉さん」

　入いり江えに抱きつかれたまま、莉子は俺らに歩み寄ると、赤髪の少女の前で立ち止まる。

「帰ってなくてよかった。来泉さん、一緒にボランティア部に行こ」

　へー、この超絶美少女が来泉だったのか。なんか奇遇だな。

　安あん堵どした表情で莉子が平らな胸をなでおろすと、来泉は胸にそそり立つ双子山をはずませながら、手の平を天井に向けて肩をすくめた。なんという胸囲の格差社会。

「その用事に、ワタシの時間を割くだけの価値があれば善処するわ」

「あぅ……今日のわたし、こんなんばっか……」

　泣きそうな顔で肩を落とす莉子。俺のときとは違い、抗議もしない。怒りを通り越して空むなしくなったようだ。表情がコロコロ変わるので、莉子を見ていると退屈せずに済む。

「それより貴方あなた、まさかとは思うけれど、このワタシを知らないの？」

　来泉に問われて、俺は頷うなずいた。自分のクラスメイトも覚えてないのに知るかっての。

　すると、来泉は呆あきれたようにため息を漏らす。

「ふぅ、しょうがないわね。なら、この慈愛に満ちた女神であるワタシが教えてあげるわ」

　俺の表情を一いち瞥べつしてから、来泉は白く繊細な手を腰に当てた。

「ワタシは二年三組来泉聖せい良ら。特進コースの学年主席で彼氏は常に募集中よ！」

　人生の勝者特有の、圧倒的自信と気品に溢あふれた瞳に俺が映る。聖良の美び貌ぼうには、一点の曇りもない。『筆舌に尽くしがたい美しさ』とは、聖良のことを言うのだろう。

　でも、そんな聖良だからこそ、あることが気になった。

「彼氏募集中？　お前彼氏いないのか？」

「ええそうよ」

「へぇ、お前なら引く手あまたって感じに見えるけどな」

　この容姿だ。男子なら、誰もが立候補するだろう。

「はんっ、貴方バカねぇ。いくら立候補されても、このワタシと釣り合う男でないと意味がないわ。もっとよく考えなさいな」

　聖良の返しに、莉り子こは不安そうな顔で、手をあたふたと振る。

「ら、来泉さん、それは小こ日向ひなた君に失礼なんじゃ……」

「なるほど、言われてみればそれもそうだな。悪い、俺の考えが足りなかった」

「納得しちゃうの!?」

　莉り子こは勢いよく俺おれを見上げて驚いた。俺も自分に驚きだ。他人の意見がここまで心に響いたのは初めてだ。俺だって、婆ばあさんに告白されても嬉うれしくないもんな。

　一方の聖せい良らは不思議そうにしげしげと俺を観察してくる。俺は昔から何な故ぜだかよく注目されるけど、こんな表情で見つめられたのは初めてだ。

「どうした？　お前を知らないのがそんなに珍しいのか？」

「あたしは知っているよ。だって聖良有名だもん♪」

　聖良よりも先に、入いり江えが両手を上げてそう言った。

「あら貴女あなたカワイイわね。その髪と瞳ひとみ、もしかして天然？」

「うん♪　あたしシェリー♪　アメリカ人とのクォーターだよ♪」

　シェリーと聖良が話しているあいだ、莉子に『こいつ有名なのか？』と尋ねてみた。

「小こ日向ひなた君知らないの？　来らい泉せんさんって言ったら去年の一学期だけで男子五〇人をフッたことで有名だよ。それに、家もすごいお金かね持ちだって」

「ふーん、やっぱりお前モテるんだな」

「フッ、ワタシを知らない貴方あなたがモグリなのよ」

　俺が視線を聖良に投げると、聖良は顔の輪郭に指を添える。

　いちいちポーズを取るやつだな。でも全部似合ってて様になっているから凄すごい。

「しょうがないだろ、クラス違うんだから。知ってほしかったらそれなりの努力をしろよ」

　俺が息をつきながら肩をすくめると、聖良は眉まゆ根ねを寄せてムッとする。それからポケットからガラケーを取り出した。俺もガラケーなので、親近感を覚える。

「ならメルアドを交換するわよ。貴方にはワタシの魅力をおはようからおやすみまでお届けしてあげるわ。ただし、貴方に価値がなければ着信拒否よ。ワタシの声を聞かないと生きていけない体になってから後悔しなさい」

「わかった。じゃあ俺もお前のこと嫌いになったら着信拒否にするよ」

「あーあたしもあたしもー。メルアド交換してー♪」

「あれ？　おかしいな。メルアドってこういう流れで交換するものだっけ……？」

　莉子は額に指を当てて、なぞなぞの答えを考える子供みたいな顔で悩みはじめた。

　そして俺、聖良、シェリーの三人がガラケーを取り出しかざすと、莉子は首を傾かしげる。

「なんで三人ともまだガラケー使っているの？　ＳＮＳとかしにくくない？」

　莉子の問いに、シェリーが声を渋らせる。

「ラインとかツイッターばかりでみんな喋しやべってくれなくなりそうだからヤッ」

「でも便利なアプリいろいろあるし」

「どれも魅力を感じないわ」

　上から目線で言い捨てる聖良に続いて、俺も、

「いまんとこ、俺の生活ってガラケーでも不便ないしなぁ。ん、赤外線の準備できたぞ」

　俺おれらは顔を突き合わせて連絡先を交換。シェリーも同じガラケー派で、俺は親近感と仲間を得た安心感を覚える。スマホ至上主義者は嫌いだ。ガラケー派の人のことを笑ったり、遅れているとか馬鹿にしてくる連中が多すぎる。人間の価値を持ち物で決めるなよ。

　莉り子こは独り、そんな俺らを茫ぼう然ぜんと眺めていた。

「へぇ、刀かたな彦ひこっていうんだ♪　カッコイイ♪」

　俺が送ったデータを見て、シェリーは無邪気に『みゃは♪』と笑う。それは、決して冷やかしや嫌いや味みではない、好意的な笑みだった。中学のときにニヤニヤしながら言われた『へっえ～、刀彦っていうんだ～。カッコイイですねぇ』とは、全然違った。

　そういや学校で女子とまともに話すのは久しぶりだな。いつも睨にらまれるかキモイとか言われるだけだし。なんだろう。シェリーたちと一緒にいると妙な肩すかしがある。いつもなら向けられるべき悪意がないっていうか。うまく説明できないけど、なんか引っかかる。

「んじゃ、さっさと四組の奴やつ連れて、ボランティア部に行こうぜ」

「シェリーが行くのなら、ワタシも行くわ」

　言って、上機嫌に一歩進み出た聖せい良らと一緒に、俺らは四組へ向かおうとする。

　そのとき、俺のガラケーが震えた。俺、莉子、シェリー、聖良が携帯の画面を見ると、一通のメールが届いていた。差出人は『二年四組　里り緒お式しき・詩し織おり』とある。

　本文には『先にボランティア部の部室で待っています』とあった。

　報告は結構だが、どうしてメルアドを知っているんだろう、と俺らは顔を見合わせた。


　　　◆



　お目当ての生徒はすでに部室にいるらしいので、四人でボランティア部の部室がある部室棟へ向かうことに。途中、莉子は重そうな肩を上げずに呟つぶやく。

「放課後一緒に行こうって、休み時間のときにちゃんと言ったのに、勝手なんだから……」

「そうかぁ？　別にこんぐらい勝手でもなんでもないだろ？」

　小動物的なサイズを誇る莉子の歩幅に合わせながら、俺はそう答える。聖良はシェリーのことが気に入ったようで、俺らの数メートル先で楽しそうに喋しやべっている。

「小こ日向ひなた君は大おお雑ざつ把ぱすぎるよ。もっと周りに関心を持たなきゃ」

　莉子は重たいため息をつき、俺のやや前を歩きながら先生口調で語る。

「小日向君て、よく空気が読めないって言われるでしょ？　もっと周りに気を配らないと」

　そしてはじまるお説教。でも莉子の声は少しも偉そうではなく、心配の色が強い。どうやら莉子は、おせっかいな子らしい。苦労が多そうだ。

　お、ゴミが落ちてるぞ。ほれ、ダストシュートへお行き。

「さっきも先生の恋バナで盛り上がっていたのに、あんなこと言っちゃダメなんだから」

　おいおい、俺を見上げないで前見て歩けよ。教室から誰だれかが飛び出してきたら危ないだろ。まぁいいや、俺が隣を歩いてガードしよう。そう考えながら、俺は莉子の右隣に移る。

「俺おれだってちゃんと周りに気を配っているぞ。こうして廊下を歩いているときも常にな」

　自慢げに俺が言うと、莉り子こは頭痛を抑えるように指をこめかみに当てた。

「それが本当ならどれだけいいか……」

「おいおい、そんな疲れた顔するなよ」

「小こ日向ひなた君のせいでしょ！　話聞いていた!?」

　両手の拳こぶしを振り上げ、頭から湯気を出しながら莉子は怒った。

　なんだろう、こいつの背後に怒ったハムスターの幻が見える。可愛かわいくて和むなぁ。

「お前怒ると小動物みたいで可愛いな」

「うっ……っ、っ」

　莉子はリンゴみたいに顔を真っ赤にして固まった後、うつむいて小刻みに震えだした。

「どうした？　俺何か変なこと言ったか？」

　顔を覗のぞき込こもうとすると、莉子は顔をぷいっと背ける。

「知らない」

「なんだよそれ。意地悪しないで教えろよ」

「だから知らないもん！」

　莉子は声を荒らげてうつむき、顔を隠して俺の視線から逃げてしまった。

　何だったんだいまのは？

　渡り廊下を抜け、部室棟に入ったので俺も追及をやめた。そろそろ目的地に着くはずだ。

「そういえば、ボランティア部って、確か廃部にならなかったか？」

　帰宅部であり、部活に一切興味のない俺だが、家のお隣さんからその話題は聞いていた。

　話が逸それたせいか、莉子は冷静を装い返事をしてくれる。

「……うん。最後の部員は去年卒業しちゃったの。今年は新入部員もいないしね」

　ボランティア部はその名の通り、学外でのボランティア活動に従事する部活らしい。

　とはいえこのご時世だ。時は金かねなりとは言うが、ダイヤモンドのように貴重な青春を使って社会の皆様に御奉仕しようという酔狂な人間は絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆだ。むしろ去年まで部員がいたことの方が驚きである。

　聖女のような美少女部員でもいれば、彼女との交流を目当てにした野郎が入部しそうなものだが、残念ながらうちの学校に聖女なんていない。

　まぁ、絶世の美少女なら、聖せい良ら以外にもひとりだけ心当たりがあるが……。

　脳内にとある少女の姿を浮かべていると、シェリーと聖良の待つドアの前に着く。

「もう、貴方あなたたち歩くのが遅いわよ」

　シェリーの頭をなでながら眉まゆ根ねを寄せる聖良に、軽く謝ってから頭上を見上げた。

　ドアの上、天井近くには、確かに『ボランティア部』の手作りプレートが飾られている。

　他の部室とは違い、ドアはピカピカで塗装がはげた跡もない。

　きっと、例の最後の部員が毎日掃除を欠かさず、部室の修しゆう繕ぜんも欠かさなかったに違いない。部室の外観を見ただけで、前部員の部活を想おもう気持ちが伝わってくるようだった。

「よいしょ、よいしょ」

　莉り子こが、廊下の奥から脚立を運んできた。小さな腕で脚立を抱え、よろよろと歩く様は、ペンギンのようで可愛かわいらしい。

　……でもなんで脚立なんか運んでいるんだ？

「えい」

　脚立の頂上にのぼった莉子が、ボランティア部のプレートをはずした。

「てい」

　そしてそのまま、廊下のゴミ箱に投げ捨てた。

「え、お前何してんの？」

「これ？　生徒会長が廃部したから処分するようにって」

　言いながら、粛しゆく々しゆくと脚立をたたんで壁にたてかける莉子。

　俺おれは、ちょっと寂しい気持ちになった。卒業生の気持ちを考えると、プレートをどこかに保管してやりたかった。ふたりで談笑していた聖せい良らとシェリーは『何かあったの？』という表情で俺に視線を向けるが、説明が面倒なので、なんでもないとばかりに手を振った。

「それじゃ……生徒会長、小こ里り洲すです」

　三回ノックしてから、莉子はドアを開けた。俺もハムスター、もとい莉子の背中に続く形で、元・ボランティア部の部室へと入る。

　白を基調とし綺き麗れいに整せい頓とんされた、清潔感のある部屋だった。

　でも、なかには誰だれもいない。

「先に来ているんじゃないのか？　もしかして生徒会室の方に行っちまったか？」

　四組の奴やつだけでなく、生徒会長もいない。俺は部室のなかを歩きながら周囲を見回した。

　そのとき、窓の方から可愛らしい声が耳じ朶だにふれる。

「フフフ、本日は新発明の性能テストにご協力いただき感謝します」

　次の瞬間。窓際の壁に、まるでテレビのチャンネルが変わるように、パッと白い日傘が現れた。まるでＳＦ映画の光景だ。傘は横向きで、表おもて面めんをこちらに見せている。

　その傘が閉じて、傘の陰からひとりの少女が姿を現す。真っ白な髪をツーサイドアップにまとめ、漫画のキャラみたいに真紅の瞳ひとみが綺麗な、黒衣の美少女だった。

　黒衣っていうか、いわゆる白衣の黒バージョンだ。

　どうやら、彼女がさっきのメールの送り主、詩し織おりらしい。

　詩織は無表情のまま、上機嫌な声で白い傘をなでる。

「誰も気づかないとは愉快痛快。ご説明しましょう。この傘は柄頭のカメラが撮影した映像を、傘の表面に貼はり付けた有機ＥＬに映せるのです。結果、このように横に構えると」

　詩し織おりは傘を水平に構えてしゃがみ、傘の陰に隠れる。

　その二秒後。傘の白い表おもて面めんに部室の壁が映った。確かに、詩織のいる場所は少し出っ張っている気がするが、言われないと気づかずスルーしてしまうだろう。

「隠れる君二号。お母さんとの共同開発で、現在特許出願中です」

　傘を閉じてテーブルに立て掛けると、詩織は無表情のままエヘンと背を逸そらした。

「さっきのメールはお前か？　なんで俺おれらのメルアド知ってんだよ」

「フフフ、これを見てください」

　言いながら、詩織は黒衣の裾すそをまくり、ＣＤケースくらい薄いノートパソコンを腰から引き抜いた。ノーパソをテーブルに置くと、椅い子すにお尻を下ろす。

　女子の場合、腰を下ろすより、お尻を下ろすって言ったほうがエロく聞こえるよな。

　詩織がノーパソの画面を開くと、メール画面には『一斉送信完了』の表示がされている。

「以前学校からぶっこ抜いておいたデータベースからメールを送らせてもらいました」

　そういえば、緊急連絡用にって、携帯の電話番号とメルアドは入学前、書類に書いて学校に提出したな。それをハッキングしたのか。凄すごい技術だな。

「いやそれ犯罪！」

　莉り子この悲鳴を無視して、聖せい良らが詩織に詰め寄る。

「貴女あなたそんなことができるの？　凄いじゃない。ねぇ、二年一組の清し水みず川かわ麻あさ美みって生徒のデータは見られる？」

「見られますよ。見ます？　ほら」

　詩織のノーパソ画面を見た聖良の顔が、魔女のように笑った。

　何な故ぜだろう。鬼が金棒を見つけたような、そんな危険な感じがする。

「って、だからそんなのダメだってば！」

　莉子が、聖良とは反対側から詩織に詰め寄る。けれど詩織は、無感動に冷めた声で語る。

「何を言っているんですか莉子さん。どんな悪事もバレなければ犯罪じゃないんですよ？」

「犯罪だよぉ！」

　叫ぶ莉子を気にも留めず、詩織は椅子にお尻を下ろしたまま、俺らに向き直る。

「あらためて自己紹介をさせて頂きます。私は二年四組、特進コースの里り緒お式しき詩織。親は五いつつ葉ば技研勤務。趣味はお母さんと一緒に便利グッズの開発をすることです」

　淡々と語る詩織に対して、聖良はややのけぞりながら自信たっぷりに口を開く。

「ワタシは日本企業資産序列第四位来らい泉せんグループ総帥の孫娘。二年三組特進コースの来泉聖せい良ら！　全国模試は常にベストテン以内で中学時代はミスコンで三年連続優勝したわ！」

　今度の自己紹介はやたら長いな。詩織のせいでテンションが上がっているからかな？

　などと俺が推察していると、俺の隣に立つ莉子が一歩下がった。

「噂うわさ、本当だったんだ。来泉さんって、あの来泉グループの……」

　言いい淀よどむ莉り子この表情をうかがうと、莉子は頰ほおを硬くして、聖せい良らをやや遠巻きに見ている。

「どうしたんだ？　もしかして聖良のこと苦手か？」

　俺おれの問いに、莉子は小声で答える。

「いや、苦手ってわけじゃないけど、来らい泉せんさんちょっと自慢しいだから……」

「自慢？　おい聖良、お前いまのって自慢だったのか？」

「ちょっ、小こ日向ひなた君！」

　慌てふためく莉子を差し置いて、俺は聖良と向かい合う。

「？　いいえ。自己紹介だから自分のスペックを説明しただけよ？」

　聖良は唇くちびるに人差し指を添え、不思議そうに首を傾かしげる。ただ首の角度を変えるだけなのに、どうしてこんなにも可愛かわいく見えるんだろう。

「うん、だよな？　金かね持もちとかミスコンで優勝とか、すげぇプラスのことは言っていたけど、別に『お前なんかとは違う』とか言っていないし……なぁ、もしもプラスのことを言っただけで自慢になるなら、長所は言っちゃダメってことか？　家業は自己紹介で言っても問題ないと思うし、逆に来泉家のお嬢様ってのを隠してて、あとでわかったら言われるんじゃないか？　なんで教えてくれなかったんだよって」

「それは極論すぎるよぉ。わたしが言っているのはそういうことじゃなくてね……」

　両腕を組んで、莉子は頭を悩ませる。やはり、他人の言葉は俺に伝わらないし、俺の言葉も他人に伝わらないらしい。昔から、ずっと俺はこんなだった。

　ふと、聖良の視線を感じて俺は顔を上げた。

　聖良はまるで、生き別れた想おもい人に期せず再会したような表情だった。言葉を忘れたように佇たたずみ、大きな瞳ひとみはしっかりと俺をとらえたまま、時間が止まっているようにも見えた。

　その反応を不思議に思いながら、俺は視線を莉子に戻す。莉子はまだ頭を悩ませていた。

「おい莉子、あんま悩んでいるとストレス溜たまるぞ」

「はわっ！」

　頰を紅こう潮ちようさせながら、莉子はややうつむいた。

「あぅ……小日向君そんな、急に下の名前はちょっと。わたしたち恋人じゃないんだから」

　莉子ははにかみながら、ちらちらと俺の顔を見上げてくる。

「え？　さっきからお前みんなから名前で呼ばれているじゃん？」

「女子から呼ばれるのと男子から呼ばれるのとは違うの！　とにかく名前呼び禁止！」

　…………まずったな。

　俺にとって、名前と言えば下の名前を指す。だって名字は家族共通の名前で、その人個人を指す名前は、下の名前だろ？　けれど、それは所詮結局、俺の理屈。

　小こ里り洲すが名前で呼ばれるのが嫌なら、それは小里洲を不快にさせてしまった俺の非だ。

『悪かったな。次からは名字で呼ぶよ』俺がそう言おうとすると、

「え？　アメリカだとみんなファーストネームで呼んでいたよ？」

「里り緒お式しきは家の名前なので、私は下の名前で呼んでほしいです」

「あーそー、わかったわ莉り子こ。ようするに貴女あなた、ワタシを来らい泉せん家の人間とカテゴライズしているのね。貴女がワタシをどう見ているかよくわかったわ」

「えぇっ!?　わたしが悪いの!?」

　小こ里り洲すが集中砲火を受けていた。俺おれじゃない奴やつが、非難を浴びていた。

　なんだかそれは、とても奇妙な光景だった。幼い頃から何を言っても空気が読めないと非難されるばかりで、誰だれからも賛同されたことのない俺と同じことを言っている。

　こんなことは初めてで、いまいち現実味がなかった。でも、その情景を前に奇妙な高揚感が胸に湧わき上がる。俺の発言を好意的に受け止めてくれたことには戸惑うけど、素直に嬉うれしかった。でも喜んでばかりもいられない。困っている莉子を見て、俺は口を開く。

「いや、待ってくれみんな」

　シェリー、聖せい良ら、詩し織おりが俺を振り返る。

「かばってくれてありがとうな。でも価値観は人それぞれだし、小里洲が名前で呼ばれるのが嫌ならやめようぜ」

　小里洲が、少し感動した表情で俺を見つめていた。

　小里洲からすると、きっと俺は常識がなくて、空気が読めない嫌な奴なんだと思う。

　でも、教えてくれれば俺だってわかる。人の嫌がることはしない。そう、だから。

「だからシェリー、聖良、詩織。俺らは名前で呼び合って、小里洲だけは名字で呼ぼう」

「ヴぇっ!?」

　握り拳こぶしを作り、俺が真しん摯しな眼まな差ざしで提案すると、小里洲は感極まった声を漏らす。

　聖良たちも雷に打たれたような顔で、グッと握り拳を作る。

「貴方あなたの言う通りだわ刀かたな彦ひこ。シェリー、詩織。貴女たちもそれでいいわね？」

「うん聖良♪　あたしも賛成だよ刀彦♪」

「わかりました聖良さん。名字で呼ぶことに不都合はありません。刀彦さんに同意します」

　俺ら四人は、一斉に小里洲へ口を開く。

「「「「名前呼びはやめるよ。小里洲」」」」

　小里洲はへの字に口になって、仲間になりたそうな目でこちらを見ているが気にしない。

　空気が読めない俺のプロファイリングが当たっているはずもない。

　しかしあれは、小里洲なりに喜びを表した表情に決まってる。その証拠に、小里洲は制服のスカートの端を握ってぷるぷると震え、感動にうちひしがれているじゃないか。

　そんななか、聖良が明るい声で俺に近づいた。

「刀彦。貴方、ワタシの好きな動物ランキングでニワトリに次ぐ十五位にしてあげるわ」

「俺は家畜未満かよ……」












「あら何を言っているのよ。ニワトリは美お味いしいのよ。卵だって産むし。そこらの有象無象よりずっと価値があるわ。ちなみに十六位はダチョウよ」

　聖せい良らはぱちっとウィンク。

　ダチョウとニワトリに挟まれる自分を想像すると苦笑いが浮かぶが、聖良の甘いウィンクは苦味なんてすぐに吹き飛ばしてくれた。

　外見で人間の好き嫌いを判断する気はないが、俺おれだって健全な男子だ。聖良みたいな美人に、可愛かわいくウィンクなんてされれば、反射的にドキリとしちまう。

　それでも、心臓が高鳴るだけで惚ほれないのは、ひとえに隣の家の姉ちゃんのおかげだ。

　あの人は反則だ。美人度合いが人間を超えている。心臓の鼓動を忘れるレベルだ。

　事実、俺は隣の姉ちゃんを見て失神した人を何人も見ている。一部の女子は彼女の美び貌ぼうを『世界を征服できる美しさ』と評した。

　俺は隣の姉ちゃんよりも、否いな、同じくらい美人な人すら見たことがない。

　だからこの場をもって、心のなかで断言させてもらおう。

『鼓動を忘れるような美人』という表現は、隣の姉ちゃんのためだけにある言葉だ。俺は今後、彼女以外の女性にこの表現を使うことは、絶対にない！

「よくぞ集まってくれた諸君」

　鼓動を忘れるような美人が入室した。

「はじめましてになるのかな。私はこの学校の生徒会長、三年の喜き咲さき紗さ希きだ」

　生徒会長は、腰まで伸びた濡ぬれ羽ば色いろの髪を手でかきあげ、王子様のようにほほ笑んだ。

　普通、黒髪は光を反射すると茶色や白に見える。でも夜空を切り取ったような漆黒と、常に濡ぬれて見える極限の艶つやが合わさると、光を反射した髪は青く光る。

　万葉集の時代からこの髪は賞賛の対象であり、日本女性における理想美と言われてきた。

　そんな、奇跡の髪を持つ美少女が我が校の生徒会長、喜咲紗希だ。

　家は裕福で美人で珠玉の爆乳ボディ。運動神経抜群、全国模試は常に一位。

　早い話が、漫画に出て来る完かん璧ぺき生徒会長が、そのまま抜けだしてきたような人だ。

『鼓動を忘れるような美人』という表現は、この人のためにある言葉だ。

　ところで俺おれは、さっきまで何を考えていたんだっけ？　最近物忘れが激しいな。

「うむ、全員来ているな。そして小こ里り洲す莉り子こ庶務、御お勤つとめ御苦労」

　爽さわやかな、貴公子然とした声で会長は入室一番、小里洲を労ねぎらうと、俺らを見渡せるよう、テーブルを挟んだ向こう側に立つ。その動作だけで、会長の豊満過ぎる胸が躍った。

　相変わらずデカイ胸だな。聖せい良らもだけど。それに比べて……。

　俺の首元までしかない、小里洲のワンサイドアップヘッドを見下ろして思う。

　小柄で童顔で胸の発育も奥ゆかしくて、神様は不平等だなぁ、と。

　この幼女にその恵みを分けてやれよ。心のなかで生徒会長に、そうお願いしてみた。すると突然、会長は含みのある笑顔を俺に向ける。不覚にもドキっとしちまった。

「それは無理だよ小こ日向ひなた刀かたな彦ひこ君。それにお願いするなら私ではなく神にするべきだろう」

　小里洲は人差し指を唇くちびるに添えて、首をかしげる。

「生徒会長。無理ってなにがですか？」

　ハッとして俺は口に手をあて、両目を見開いた。

「まさか、そのバストをこの幼女にも分けてやれよ。という俺の考えを読んだのですか？」

「はうっ！　べべ、べつに欲しくないもんっ！　それに幼女じゃないもんっ！」

　真っ赤な顔で、小里洲は恥じいるようにして自分の胸を抱き隠す。

　それに合わせて、生徒会長が勢いよく握り拳こぶしを突き出した。

「私はそんな君が好きだぞ小里洲莉子！　恥じいる君の可愛かわいさはいつだって私の大きな胸にグッとくる！」

　拳を突き出した勢いで、生徒会長の豊満過ぎる爆乳が大きく揺れた。俺はその動きをジッと観察する。うん、これは小里洲にはないものだ。素晴らしい！

「もう会長！　そんなことよりも早く本題に入ってください！」

　小里洲は涙目になりながら会長を……睨にらんでいるつもりなんだろうけど迫力がないな。

　小里洲のくりっとしたつぶらな瞳ひとみでは、睨んでも限界がある。ハムスターにメンチを切られるようなものだ。俺は頭のなかで、小里洲の背後にハムスターの姿を映して和む。

「それでは私の可愛かわいいハムス、庶務もこう言っているし、本題に入ろう」

　本音を誤ご魔ま化かす会長は、涼やかな笑顔を保つ。

　やっぱり会長もハムスターっぽいと思ってたんですね。

　あと、小こ里り洲すが庶務に選ばれた理由も、小里洲が会長を恐れていた理由もわかった。多分、小里洲は日常的に会長からひたすら愛めでられているんだろう。

　ちなみに小里洲はまだご機嫌斜めで、軽く頰ほおをふくらませている。

　そんなことをされると、ますますハムスターの幻が大きくなる。名前は小子里リ洲スなのに、愛玩ペットのハムスターの方がしっくりくるとはこれいかに。

　会長は、涼しげな笑顔で俺おれらを見回した。

「よし、では小こ日向ひなた刀かたな彦ひこ君。我が生徒会が目安箱を設置しているのは知っているかい？」

　会長はスポーツマンのように爽さわやかな、正直男の俺よりイケメンな表情を崩さずに問いかけてくる。会長の問いに、俺はなんとなしに答える。

「目安箱ってあれですよね？　生徒が悩みや要望を書いた紙を入れる」

「その通りだ。二年前、私が一年生の時はさほど使われていなかったのだが、去年の四月から投書の数が一気に増えたのだ。それも、全すべて苦情だ」

「紗さ希き先輩が会長になってからですか？　先輩の仕事ぶりは問題ないと思いますけど？」

　完かん璧ぺき生徒会長の紗希先輩は仕事も完璧だ。堅苦し過ぎる校則を程良く緩めたり、行事を盛り上がるよう工夫したり、生徒からの支持は厚い。

「いや、私や私の政策に対する苦情ではない。小日向刀彦、君への苦情だよ」

「俺の？　待ってくださいよ会長。この聖人君子の化身である俺が何をしたと？」

　肩をすくめながら、俺は得意げに笑った。

　友達はいないしよく睨にらまれるが、苦情の投書が来るほどではないだろう。

「例えばそうだな。喪も分ぶ、陰かげ薄うす、この両名に覚えは？」

「知っていますよ」

　そのふたりは去年のクラスメイトだ。俺が顔を覚えることができた、貴重な人物である。

「そうか、では聞くが喪分氏が彼女と一緒にラブラブぶりをみんなから冷やかされつつも嬉うれしそうにしていたときに君はなんて言ったんだい？」

「あーあのときのですか。確か」

　俺は、当時のことを振り返る。

『あれ？　じゃあ昨日一緒にいたのって妹か？』

　俺を見上げる小里洲の目が点になった。

「前の日に他の女子とキスしていたんで。アメリカじゃないんだから妹とキスはやりすぎだぞって注意したら、あいつ一人っ子らしいんですよ。どういうことでしょう？」

「では陰薄氏が幼稚園児の妹とケーキを買いに来たときは？」

「あーあれですか。俺おれがバイトでサンタの格好をしてケーキを売っていたら、あいつの妹が俺に『サンタさん今夜うちに来てくれる？』って聞いてきたから」

　俺は、かつての記憶に思いを馳はせる。

『いや、俺はバイトの高校生だから行けないんだ。でも大丈夫、今夜はサンタさんに変装した君のお父さんがちゃんとプレゼントを渡しに来るよ』

　俺を見上げる小こ里り洲すの視線が凍りついた。

「子供の夢を壊さないよう、お父さんサンタが来るから大丈夫って、フォローしました」

　俺は得意げに胸を張る。だが、どうしてか理由はまったくもって一ミリもわからないけれど、小里洲は何な故ぜか全身を震わせて俺から退ひいている。対して会長は淡々と告げる。

「そういった言動への苦情が全部で一九八通だ……」

　はい？　うちはマンモス校で生徒数は千人超えるけど、にしても多すぎじゃね？

「それと、先生方からの投書も何通か来ている」

「刀かたな彦ひこ君はみんなに何の恨みがあるの!?」

「なんだよ。俺は何も悪くねぇだろ？」

「悪いよ！」

　俺と小里洲はその場で睨にらみ合う。

　好きなだけ睨め。ハムスターにメンチ切られたって涼しいもんだぜ。

「それが四人分だ」

　四人分。桜色の唇くちびるが作った言葉の意味は、すぐに知ることとなった。

　会長はどこから取りだしたのか、ノーモーションで俺らに四部の新聞をパスした。どうやら新聞部発行の校内通信のようだ。とりあえず、見出しを読み上げてみる。

「えーっと、ＫＹ四天王の被害相次ぐ？」

「へぇ、うちの学校にそんな風に呼ばれている人たちがいるんだ♪　おもしろーい♪」

「ふっ、どこのバカよそいつら。どれだけ空気読めなかったらそんな風に言われるのよ？」

「他人に迷惑をかけるなんて人間の風上にもおけない連中ですね」

　確かにその通りだ。で、そんな馬鹿は一体どんなやつなんだ？

「ＫＹの星の下に生まれた男・キングオブＫＹ小こ日向ひなた刀彦によって断ち切られた愛と友情の輪。ついに二〇組突破。へぇ、俺と同姓同名なのか、奇遇だな」

「ふむふむなになにー。えーっと、トドメを刺す女・鈍感鬼き畜ちく正直娘入いり江えシェリーのせいで自信喪失になった人四〇人突破。こっちもあたしと同姓同名だよ♪」

　シェリーが、はじけるような笑顔で俺の顔を覗のぞき込こんでくる。

「現実主義の女王リアリスト・クイーン・ドリームブレイカー来らい泉せん聖せい良らのせいでうつ病患者が五〇人突破。あら、ワタシと同姓同名なのに迷惑な奴やつね。やはり、名前と本人の人格は関係ないのかしら？」

　聖良は艶あでやかな髪を手ですきながら、上品に笑った。

「知らない方が幸せな科学・暗黒サイエンティスト里り緒お式しき詩し織おりのせいで七なな星ほし商店街への経済効果マイナス七〇〇万円？　誰だれですかこの私と同姓同名のハタ迷惑な人は？　早く警察に捕まればいいのに」

　詩織は無関心に、新聞をテーブルにほうった。そして俺おれらは同時に感想を漏らす。

「「「「ほんと、迷惑な生徒がいるもんだな」」」」

「同姓同名ではなく、正真正銘紛まぎれもなく全すべて君たち自身のことなのだが？」

「「「「えっ？」」」」

　俺、シェリー、聖せい良ら、詩織が同時に顔を上げると、会長は勢いよく手をかざした。

「はっきりと言おう！　君たちは空気が読めなさ過ぎるんだ。去年入学してからこの一年、学校中でＫＹテロを繰り返し、苦情の束で山ができるほどに！」

　会長は両手を広げて高らかに叫ぶ。

「おかげで死語と化したＫＹという単語が校内ではリバイバル中だ。このままでは生徒への被害は増える一方。故に私は考えた。この廃部したボランティア部をリニューアルし、新・ボランティア部、その名も『今日も良いことをする部』略して『ＫＹ部』を創設する！」

「「「「は？」」」」

　俺ら四人が頭上に疑問符を浮かべるのも構わず、会長は演説口調で、

「君たち四人にはこの新生ボランティア部に所属してもらい、学校内外であらゆるボランティア活動や生徒の悩み相談、部活や委員会のヘルパーをしてもらう。世間のお役に立ちながらそこで空気を読むことを学び、協調性と社会性を身につけるのだ！　この部への入部は、すでに学校が君たちに下した処分だ。拒否権はない。そして！」

　会長が、一瞬で小こ里り洲すの背後に移動した。

「君たちの監督役である部長は我が生徒会のマスコット、庶務の小里洲君に担ってもらう」

「？　……？　えええええええええええええええええええええええええ!?」

　両肩を叩たたかれて三秒後、小里洲はようやく事態を吞のみこんだらしい。

　大声を張り上げまくった今日一番の、女子にあるまじき絶叫を披露したのだった。


　　　◆



「では後は任せたぞ小里洲君。明日から彼女らに社会性を教えてやってくれたまえ」

　そう言って会長が退室すると、絶叫顔のまま石化している小里洲が正気を取り戻した。

「え、えーっと……じゃあみんな！　これから一緒に頑張ろうね♪」

　小里洲が俺らに、握手の手を差し出す。だが、俺は眉まゆ根ねを寄せる。

「活動しない場合のペナルティって説明されていないよな？　よし、俺はサボる」

　聖良は見下した顔で席を立つ。

「ワタシに愚民の価値観なんてわかるわけないじゃない。無駄な努力頑張ってねー」

　詩織はドアに向かいながら無関心に、

「知識も経験もない小こ里り洲すさんには無理ですね。専門のカウンセラーを呼んでください」

　シェリーはテンション高くオーバーアクションで、

「何を言うんだみんな！　庶務の小里洲ちゃんは生徒会長の命令を断る勇気がないだけなのにそれを悟られまいとやる気満々の演技をしているんだよ！　ここは彼女の本音に気づかないフリをして協力してあげるべきじゃあないのかぁー！　ねっ、小里洲ちゃん♪」

　シェリーが満面の笑みで語りかけると、小里洲は顔面を引きつらせて震えた。

「……こ、これがＫＹ………………」

　みんなが出て行くなか、小里洲はその場に座り込んで、がっくりとうなだれてしまう。

　気苦労が多そうな奴やつだし、疲れているんだろう。そっとしておいてやるか。

　そう思って、俺おれは何も言わず部室を出て行こうとして、足が止まった。

　いざ帰ろうと思うと、なんか寂しかった。ただ帰るだけなのに、どうして祭りが終わったような喪失感があるんだろう。

　不思議な感覚に戸惑いながら、廊下に出ると、楽しげな声が聞こえてくる。

「ねぇねぇ、一緒に部活しようよう♪」

　シェリーが詩し織おりの背中に抱きついていた。しかも詩織のツーサイドアップの房をつかんで、上下にパタパタさせて遊んでいる。いじられる詩織は迷惑だろうと思ったが、詩織は無口無表情ながら、まんざらでもなさそうに見えるから意外だ。何この可愛かわいい生き物達は？

「ズルいわよシェリー、ワタシにもさわらせなさいな」

「だめぇ♪　あと一分♪」

　声をトキメかせる聖せい良らと、声をはずませながら詩織の後頭部に顔をうずめるシェリー。詩織の髪は純白で、蛍光灯の光を反射して神秘的な輝きを持っている。パタパタされている動きを見てもやわらかそうで、髪質もよさそうだ。俺もさわりたい。

「ならシェリー、代わりに貴女あなたの髪をさわらせなさいな」

　胸を張りながら、命令口調で要求する聖良に、シェリーは『いいよ』と軽く返答。

　聖良は背後からシェリーに抱きつくと、シェリーのツインテールの房を上下にパタパタと動かしはじめる。シェリーの流れるような金髪が宙に舞って、すごく綺き麗れいだった。

　法ほう悦えつ顔のシェリーと聖良を見て思う。なんて欲望に忠実な女達だろう……。

　この流れに乗って、俺は聖良の赤髪をなでまわしたいが我慢した。欲望の奴隷となり初対面の女子の髪にさわるなど、文明人の矜きよう持じが許さない。それはともかくとして、彼女達の自由ぶりを見ていると、明日部活に来る気配は微み塵じんも感じられない。俺もサボりたい。

　ただ他の奴ならともかく、生徒会長の頼みなら、サボるのは悪いかな、とも思った。

　仕方ない。部活に出る方向性で考えておくか。そう思いながらみんなに背を向けると、

「バイバイ刀かたな彦ひこ♪　また明日ねー♪」

　大きく手を振りながら、シェリーは眩まぶしいくらいに笑顔をはじけさせてくれる。そのあまりにも開放的な愛らしさに、俺おれは脊せき髄ずい反射で『おう』とか言っちまった。

　また明日……か。馴な染じみはないけど、なかなか気分のいい言葉じゃん。

　胸の喪失感は消えて、帰りの足取りはちょっぴり軽くなり、明日が楽しみになった。
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　その日の夜。自室でゲームボーイをプレイしていると、窓の外からノックの音がした。

　ゲームボーイを机に置いてベッドに上がると、東側の窓を覗のぞく。

　すると、一〇センチも離れていない先に開いた窓があって、隣の姉ちゃんがパジャマ姿で俺の部屋を覗き込んでいる。俺はいつものように窓を開けて、窓枠に肘ひじを乗せた。

　そして、長い濡れ羽色の髪を揺らす、鼓動を忘れるような美少女に尋ねる。

「なんだよ生徒会長。何か用か？」

　隣の姉ちゃん……そう、彼女こそは、我が校の生徒会長、喜き咲さき紗さ希きだ。

「こらこらかー君。誰だれもいないときはいつものように呼んでくれないとダメじゃないか」

　喜咲紗希生徒会長は爽さわやかな、余裕たっぷりの表情で俺に流し目を送ってきた。

　そんな視線を送られると、なんというか……我が幼おさな馴な染じみながら呆あきれる。

「まったく、血も繫つながっていないただの幼馴染をいつまで姉ちゃんて呼ばなきゃいけないんだよ……紗希姉ちゃん」

　俺が不承不承にそう呼ぶと、紗希姉の目に星が散りばめられた。

「何を言うのだかー君。かー君は死ぬまで一生私の弟君だ。姉を卒業する気も、弟を卒業させる気も寸すん毫ごうもないから覚えておきたまえ♪」

　嬉うれしそうに声をはずませる紗希姉。この人が犬なら千切れるほど尻尾しつぽを振っているぞ。

　見ての通り、俺と生徒会長の喜咲紗希は幼馴染である。

　家柄は向こうのほうが随分とお金かね持もちだけど、互いの父親が友達らしい。

　最初は普通にお隣さん同士で遊んでいたのだが、いつのまにか俺の部屋と向かい合わせの部屋を子供部屋にして、よくこの窓を伝って互いの部屋を出入りするようになった。

　ただし、俺と紗希姉の関係を知る人は、家族を含めて誰もいない。

「やれやれ、面倒な姉ちゃん、いや、幼馴染だぜ」

「ふふ、恥ずかしがるな。私のようにこんなにも美人で可愛かわいくてスレンダーでグラマーで世界三大美女の三枠をひとりで独占できる姉がいてこれ以上の幸せはないだろう？」

　紗希姉は俺の頭に腕をのばすと、そのまま自分の胸に抱き寄せる。

　いつものように紗希姉の爆乳に顔を埋うずめられて、俺はその感触に体が動かなくなる。

　このやわらかさは、紗希姉ノーブラだな……。

　一応は俺も男なわけで、顔いっぱいに広がるやわらかさと、顔から全身に伝わる温かさ、それに、どんな最新鋭の最高級枕も凌りよう駕がする、神の低反発力は大好きだ。

　はっきり言って、マジできもちいい。離れたくない。

「かー君は可愛かわいいなぁ。こうやってお姉ちゃんのおっぱいに甘えていると赤ちゃんみたいだぞ。大きなおっぱいは好きか？」

「はい、大好きです」

　俺おれは視線を上げて、真顔で言った。

「うむ、正直でよろしい♪」

　紗さ希き姉はようやく、俺を抱き寄せる腕を離してくれて、俺は自由の身になった。

　でも紗希姉の温和な笑みに、あらためて胸がドキドキしてきて顔を背けた。これが、会長の頼みなら、部活をサボるのは悪いかな、と俺が思った理由だ。紗希姉は、幼い頃から独りぼっちの俺にとって大切な、唯一の存在だ。その頼みを無下にはできない。

「ところで、ＫＹ部の面々とは仲良くできそうかな？」

　言われて、俺は思い出す。聖せい良らたちとの奇妙なシンクロ感。そして、胸の奥でくすぶる、もっと別の何か。

「……知り合ったばかりだし、まだわかんねぇよ。つか、俺と仲良くできる奴やつなんて……」

「安心したまえ、君たちなら、きっと最高の友達になれるさ」

「……いや……友達になる必要はないだろ……」

　俺に友達ができないことは、紗希姉が一番よく知っているだろうに。

　ただ、願望ではなく確信しているような紗希姉の口ぶりに、俺は妙な違和感を覚えた。







　俺がＫＹ部なる胡う散さん臭くさい組織へとドナドナ強制送還された次の日の朝。俺が家を出ると、鞄かばんのなかでガラケーがにわかに震え出した。

　こんな時間に一体だれだろうかと思いながら着信相手を確認すると、画面には『メール一件　入いり江えシェリー』と表示されている。

　俺のような小市民に、シェリーなどという国際的な名前との縁があるわけもない。

　これは迷惑メールだ。出会い系だ。開いたが最後、覚えのない利用料金を請求する電話が連日連夜俺の安眠を妨げ、道を歩けば怪しい壺つぼを売りつけられ、身も心もボロ雑ぞう巾きんになること請け合いだ。

　そんな妄想をたくましくさせながら二つ折りのガラケーを閉じようとすると、俺は金髪のツインテール美少女を思い出した。

　そういえば昨日、ＫＹ部でシェリーとメルアドを交換したんだったな。

　昨日が初対面なのに、わざわざメールを送ってくるなんて律儀な子だな。

　メールには次のようにあった。

『ちゃっほーい刀かたな彦ひこもう起きてるあたしは高血圧だから今朝もハイテンションな目覚めだったよ今日から部活だねよろしく』

　シェリーにとっての顔文字はビックリマークやハテナマークみたいなものなんだろうか？　ていうか低血圧は朝に弱いとは聞くけど、高血圧だからってハイテンションにはならんだろう。もしもそうなら老人ホームは毎朝がカーニバルだ。

　俺おれは親切心から『塩分の摂とり過ぎに気をつけろ』とメールを打った。その五秒後、再びガラケーが震えた。しかもメールではなく電話だ。

　シェリーの名前を表示する携帯を耳に押し当て、俺は駅に向かって歩きはじめた。

「どうしたシェリー？」

『おー、刀かたな彦ひこの声だぁ。心配してくれてありがと♪　でも大丈夫♪　いまのはお茶ちや目めなアメリカンジョークだから♪　本気にしたらダメだぞ♪』

　こうしていると、まるでシェリーが耳元で俺に囁ささやいているようでこそばゆい。

　シェリーの人なつっこい声を聞いていると、俺もちょっとテンションが上がった。

　と、同時に思い出すのは、昔の記憶だ。

　携帯を買ってもらったばかりの頃、俺はクラスメイトからのメールを返信するとき、口で喋しやべったほうが早いと思い、電話をかけた。相手は酷ひどく驚いていて、あとで兄貴に相談すると『メールで来たならメールで返せよ。だからお前、小学校のときコイツには勝てる奴やつランキング一位になるんだよ』と、ゴミを見るような目で言われた。

『勝てるって何なにで!?　ていうかそんなランキングあったの!?』

　という俺の問いに兄貴は『だからお前、将来性がない奴ランキングでも一位になるんだよ』と汚物を見るような目で返してきた。謎なぞが謎を呼ぶ負のスパイラルだった。

　とにかく、世間的にはメールはメールで返すものらしい。

「健康で結構。でもそんぐらいメールでよくないか？」

『ぁう。刀彦は電話されるのウザかった？』

　シュンとした、ややさびしそうな声。

　俺の脳内に、犬耳を生やしたシェリーの姿が浮かんだ。耳はしょんぼりと垂れていて、つぶらな瞳ひとみをうるうるさせている。とてもかわいい。心が和んだ。

「ウザくはねぇよ。ただなんで電話なのかなって」

『むー、だって短い時間でいっぱい喋れるし相手の声が聞こえないと味気ないじゃん』

　頭のなかで何かが嚙かみ合あって、なるほど、と心のなかで手を叩たたく。

「そういや前テレビで、声のトーンがない分、メールは冷たい印象を与えるとか言っていたな。なら、味気ないメールより電話のほうがいいな」

『うんうん♪』

「シェリーって頭いいな。俺いま駅に向かって歩いている最中だから、このまま喋るか？」

『わーい♪　刀彦やさしぃ♪　あのねあのね、昨日おもしろいテレビやっていたんだよ♪』

　無邪気な声。俺おれの脳内シェリーに、柴しば犬いぬ風の尻尾しつぽが生える。尻尾をピコピコ、お耳をピンピン。シェリーは俺の脳内で、かわいく元気に踊りはじめる。

　そんな妄想が広がるほど、シェリーの声にはあざとさがなく、本当に無む垢くだった。

　こんなに無邪気で無垢な高校生がいていいのだろうか？　シェリーが何かの犯罪に巻き込まれそうで、俺はちょっと不安になる。

　俺は駅に向かいながら、シェリーと雑談に興じる。シェリーは、おもしろそうなテレビ番組、サイト、漫画に詳しく、ずいぶんと楽しませてもらった。

　でも最寄り駅の改札を通り、ホームへ入ると、おっさんのダミ声が、もとい、構内アナウンスがシェリーの子犬ボイスを遮さえぎる。

　せっかくいい感じに笑えるクイズ番組の話をしてもらっていたのに、アナウンスはオチの部分に重なる形で車両の進行状況を伝えてくる。なんて空気の読めない駅員だろう。

　それに、周囲にはずいぶんと客が増えてきた。ホームはざわざわと騒がしい。

「悪いシェリー、駅がうるさくなってきた。そろそろ切るぞ」

『え～、もっとかまってくんなきゃヤダ～。二十四時間かまってぇ～』

「それもうお前の家に住まないと無理だろ。それに心配しなくてもあとでいくらでも話せるって。今日の放課後、部活に来るんだろ？」

　紗さ希き姉の話では、悩み相談の依頼はもうきているらしい。それを今日の放課後、部活として片付けるのだ。

　ボランティア部改め、今日も良いことをする部、略してＫＹ部は無理やり入部させられたグループだ。それでも、さっきのメールを見る限り、シェリーはサボらず来るつもりらしい。ならシェリーとは、部活中にいくらでも話せるだろう。

『もちろん♪　じゃあ刀かたな彦ひこ、放課後はいっぱいかまってね♪』

『おう』と言って電話を切った。シェリーにおねだりされると、俺は無性に嬉うれしくなる。

　でももし俺が部活をサボれば、シェリーは捨てられた子犬のようにしょんぼりするのだろうか？　昨日会ったばかりで、友達でもないし、シェリーは明るいから、気にせず笑い飛ばしてくれる可能性のほうが高いと思う。

　でも、まぁ『あとでいくらでも話せる』って俺のほうから言っちゃったしな。部活はめんどくさいけど、今日はシェリーと遊ぶつもりで部活に参加しよう。

　シェリーに会うことを想像すると、新作ゲームの発売当日のように胸がウキウキとした。
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　放課後。俺は、学校から一駅という近さの閑静な住宅街にいた。目の前には、周囲と同じ規模の、中流家庭を思わせる一軒家が建っている。ここで部活動をするらしいのだが……まさか学外で活動をするとは。

「と、いうわけで、早速これから我がＫＹ部の第一ミッションをはじめるよ！」

「おー……」

「おー♪」

　元気なのは小こ里り洲すとシェリーだけ。俺おれのテンションは通勤途中の窓際族並に極めて低い。

　放課後、部室に来たのは俺とシェリーだけだった。このとき、シェリーを俺の家に呼んで一緒に遊べば、部活をサボりつつシェリーと遊べると気づいたのだが、小里洲がそれを許さなかった。くそ、もっと早く気づいていれば部活をサボりつつシェリーと遊べたのに。

　善良な市民である俺は、拉ら致ち容疑で小里洲を警察に突き出してしかるべきだろう。だがそれはできない。なぜなら小里洲は己おのが保身のためならばクラスメイトを人ひと身み御ご供くうへ落とすこともいとわない女だが、見た目はハムスターのごとき少女である。

　警察官という名の青い制服姿の方々は、女性やお年寄りなどにはこびへつらい、男子には鞭むち打うつ非道な輩やからだ。俺が通報したならば、一目で俺と小里洲を引き離し、警察官の皆様は俺を塀のなかへとドナドナ連行するだろう。

　国家権力の前に、俺のような無む辜この民は抗あらがえないのだ。ここは諦あきらめて働こう。

　小里洲は一軒家を見上げる。

「依頼内容は学校で確認した通り、一年の三学期から不登校の二年八組、山やま田だ作さく子こさんを学校に行かせることだよ」

「おー……」

「おー♪」

　子犬のように元気いっぱいのシェリーに続いて、小里洲は謎なぞの熱血ぶりを発揮している。

「依頼人の担任の先生や山田さんのお母さんも心配しているし、わたしたちの手で、なんとしても山田さんの不登校を改善しようね！」

「おー……」

「おー♪」

「そこでみんなに確認したいことがあります！」

「なんだ？　俺のポケヒロならいまセシリーがレベル三〇になったぞ？」

「あたしはエリスが好きだよ♪　猫耳が可愛かわいいから♪」

　両手をこめかみに添え、シェリーは猫耳を作った、つもりだろうが犬にしか見えないぞ。

「むぅ、相変わらず空気読めないんだからぁ。いまわたしが話しているんだからね！」

　頰ほおをふくらませる小里洲。その姿がまたハムスターっぽくて、俺は和んだ。

「小里洲は可愛いから、見ていると和むなぁ」

　赤面しながら、頰を硬くする小里洲。でも歯を食いしばり、びしぃっと俺らを指で差す。

「だからぁ、なんで小こ日向ひなた君と入いり江えさんの二人しかいないの!?」

「こら！　人を指差しするな！　お前は空気以前にマナーも守れないのか!?」

「え、あ、うん、ごめん」

　小こ里り洲すはシュンとして目じりを垂らしてしまう。まるで雨に打たれる小動物だ。

「謝ったからよし。で、何で俺おれとシェリーしかいないのかって話だったな？」

「あ、うん、そうですはい……え？　わたしが悪いの？　わたしが間違っているの？」

　悩む小里洲をしり目に、俺はガラケーを取り出すと、開いてメール画面を見せる。

「聖せい良らは気が乗らないから、詩し織おりはビジョンが見えなかったから。以上」

「ああもう、本当にＫＹって協調性がないんだからぁ！」

　小里洲の発言に、俺はやや大げさにため息をついた。

「やれやれ、いるんだよなぁ。自分に従わない人のことを協調性がないって罵ば倒とうする奴やつ」

「相手が誘いに乗ってくれるかは相手の自由なのにね」

「むー！」

　シェリーに賛同されると嬉うれしいな。でも小里洲は威嚇する小動物のように唸うなってくる。

　だから怖くないっての。なでまわしちゃうぞ、この小動物め。

「そうだ。あたし山やま田ださんちにお土産があるんだよ♪」

　言って、シェリーは制服のポケットを漁あさる。小里洲も表情をやわらげた、が。

「はい、アメリカのグランマが送ってくれたシュールストレミング（発酵したニシン）♪」

　シェリーが取りだした、小さな平べったい缶詰──日本では最近見かけなくなった、缶切りで開けるタイプ──を前に、小里洲の顔色が変わった。

「っっ、それって……確か臭気測定器がエラーを起こすぐらい臭いんだよね？」

「うん♪　日本の人には珍しくていいかなって思って」

「お土産を持参するなんて、シェリーは気がきくなぁ」

　それもこんな珍品を。俺はつい感心してしまう。

「えへへー♪　ほめられちゃった♪」

　シェリーが俺の腕に抱きつくと、小里洲はシェリーの手から缶詰を取り上げた。

「……これは、お土産には向かないからしまっておこうね」

　小里洲は青い顔で、淡々とシェリーのポケットに缶詰を戻した。

　世間の感覚はよくわからないけど、缶詰はダメなのだろうか？

　ウォッカで洗えば臭くないし、おいしく食べられるのに残念だ。

「つうか、なんでシェリーは俺にじゃれているんだ？」

「人肌恋しいかまってちゃんだからだよ♪　かまってかまってぇ♪」

　シェリーは無邪気な笑顔で、子犬のように俺に甘えてくる。石せつ鹼けんでもシャンプーでもない、シェリー自身のとてもよい匂においが俺の鼻び腔こうをくすぐってきて、ついクラっときた。

「いやお前、自分からかまってちゃん宣言するのはどうなんだ？」

　慌てて正気を取り戻してから問いかける。俺はシェリーと遊ぶぐらいの気持ちで部活に来たが、まさか抱きつかれるとは思っていなかった。胸の感触が結構うれしい。

「だってみんなそう言うんだもん。アメリカに住んでいた頃は平気だったのに、こっちにきたら『媚こび売ってる』って嫌がられちゃった。それでも続けていたら『かまってちゃんウザい』って。というわけで、ただいまかまってくれる人大募集中なんだけど刀かたな彦ひこも嫌？」

「嫌じゃないぞ。シェリーは可愛かわいいからな」

　人間見た目が九割とはよく言ったもので、人間の第一印象は見た目で決まる。

　これが男や普通の女子ならば、謹つつしんでお断りしてしかるべきだろう。美少女でもトラブルの匂いがするから、交番へ駆けこんでしかるべきだ。しかし相手は美人だが表情が幼くて愛くるしく、邪念の欠片かけらも匂におわせないシェリーだ。彼女の無邪気さはその一挙手一投足にまで及び、その癒いやしパワーはアイドルの営業スマイルとは比べるべくもない。論理的に考えて、ペットの子犬が甘えてくるのと同列に扱ってしかるべきだろう。

　と、俺おれがシェリーに説明すると、シェリーはしまりのない顔で俺の胸板に甘えてくる。シェリーの香りに包まれて、俺は心のなかで悶もだえた。シェリーが可愛すぎる！

「えへへー♪　スキンシップスキンシップー♪」

「つかシェリーって、男子にもこんなことしてんの？　勘違いされちゃうぞ」

　するとシェリーは、むむっと眉まゆ根ねを寄せた。

「グランパとパパ以外だと刀彦がはじめてだよ。あたし可愛いから、みんな性欲ギンギンで身の危険を感じちゃうんだよね。でも刀彦はグランパやパパと同じ匂いがするの♪」

　上半身に伝わる胸の感触を楽しんでいた俺は、ややうしろめたい気分になる。

「ま、まぁ俺はシェリーに恋愛感情ないしな。可愛いだけで内面もわからない女子に欲情するとか、文明人失格だろ」

　本当は、かなりドキドキしているのだが、シェリーの期待を裏切るわけにはいかない。決してこの感触をもっと楽しんでいたいからとかそういうんじゃないぞ。

「やっぱり刀彦って変わっているよね、いい意味で♪」

　いい意味で？　それってどういう──。

「イチャついていないで仕事！」

　俺の思考を遮さえぎるように小こ里り洲すは怒髪天を衝ついた。このままだと小動物からメガ進化する勢いだ。

「へいへいほー。それにしても小里洲、お前ずいぶん気合入っているなぁ」

　一応部長の小里洲は腰に手を当てて、やる気満々に声を出す。

「当然でしょ！　これでも生徒会役員なんだから。学校活動に一生懸命なのが普通だよ！」

『普通』にアクセントを置いて、小里洲は平らな胸に、小さな拳こぶしをポンと当てる。続けて、俺の胸板に甘えていたシェリーがくるっと反転。

「そうだよ刀彦。小里洲ちゃんはどんどん仕事をこなしてあたしたちに社会性を身につけさせて一刻も早く自由の身になりたいんだから協力してあげないと！　大丈夫だよ小里洲ちゃん。あたしは小こ里り洲すちゃんの為ためにめいっぱい空気を読むからね♪」

　シェリーは両手でスリーピースを作り、小里洲に可愛かわいくウィンクをした。

「おー、頼もしいなぁ。良かったじゃないか小里洲。きっと今日の仕事は上う手まくいくぞ」

　小里洲は体を小刻みに震わせ、両目から涙をにじませていた。

「見てみろよシェリー。小里洲の奴やつ、嬉うれし涙なみだをにじませながら震えているぜ」

「もう小里洲ちゃんてば、そんなに感動しなくてもいいじゃない♪」

「安心しろよ小里洲。及ばずながら、この俺おれも全力でサポートするぜ」

　小里洲は両手で顔を覆って頭を振った。

「うぅうぅっ、明日が見えない！」

「シェリー。明日が見えないってどういう意味だ？」

「きっと眩まぶしすぎるんだよ♪」

「希望にあふれまくってていいなそれ」

　俺は手を叩たたいて納得した。小里洲の泣き声がひときわ大きくなった。


　　　◆



　感動で泣きじゃくる小里洲を、シェリーが幸せそうになでなでよしよしいいこいいこして泣きやませてから、俺らは山やま田だ家のチャイムを押した。

　でも口だけじゃなくて、本当に今日は空気を読めるよう頑張らないとな。正直俺もさっさとこんな部活は辞めて遊びたいし。

　俺は十分空気を読めるつもりだが、周りが俺にＫＹだという以上、まだ足りないんだろう。そう考えていると、なかから少し疲れた感じのおばさんが出てきた。

「あ、ボランティア部の皆さんですか？」

　あれ？　ＫＹ部じゃないのか？　と俺は思ったが、きっと対外的にはボランティア部のままにしているのだろう。その方が何をする部かわかりやすいしな。

「はい、ボランティア部部長の小里洲莉り子こです。こっちは部の仲間です」

　小里洲に促されて、俺は頭を下げる。

「どうも、二年の小こ日向ひなた刀かたな彦ひこです」

「ちゃっほーい♪　入いり江えシェリーだよー♪」

「入江さん、大人の人に失礼だよ」

　小里洲がシェリーのスカートをつかむ。けれどおばさんは、顔の前で小さく手を振った。

「いえいいんです。うちの子も入江さんぐらい元気があればいいんですけど」

「小里洲は気を遣い過ぎなんだよ。おばさん、作さく子この部屋に案内してもらえますか？」

　俺が前に進み出ると、小里洲は不満そうに小さく唸うなった。

「はい、じゃあ皆さん、どうぞ上がってください」

　靴を脱いで家に上がった俺らは、廊下の奥へ通された。

　リビングの手前の階段を上がると二階の廊下があって、右手の壁に一枚のドアがある。

「ここが娘の、作さく子この部屋です」

　おばさんは部屋を二回ノックした。

「作子、学校の人たちが来てくれたわよ、ドアを開けて」

　応答なし。おばさんは心配そうにため息をついた。小こ里り洲すが口を開く。

「あの、作子さんはどうして学校に来なくなってしまったのですか？」

　おばさんは首を振る。

「わかりません。急に『行く意味がない』と言いだして。学校で何かあったのかしら」

「体調が悪いとか」

「いえ、そういうわけでは」

　シェリーが、腕をぱたぱたさせながら尋ねる。

「ねーねー、ヒッキー君てことはさー、ご飯とかトイレとかお風呂はどうしているのー？」

「ご飯はドアの前に置いておけば食べます。お風呂やトイレには行っているみたいですけど、済ませるとすぐに部屋にもどってしまいます」

「じゃあさー、お風呂に行っている間にドアを開かないように塞ふさいじゃおうよ♪　そうすればもう引きこもれないよね？　そこを捕まえて説得しようよ♪」

「シェリーナイス！」

「ナイスじゃない！」

　小里洲のツッコミに、俺おれは唇くちびるを尖とがらせる。

「じゃあなんだよ小里洲。お前はドアをはずせってのか？　まぁドアをなくして吹きっ晒さらしにすれば引きこもれないけどよ」

「刀かたな彦ひこナイス♪」

「だからナイスじゃない！」

　大声で怒る小里洲に、俺は唇の前で人差し指を立てる。

「小里洲、お前人の家では静かにしろよな」

「小里洲ちゃん、人の家ではお行儀よくしないとダメなんだよ」

「え？　わたしが悪いの？　わたしが間違っているの？」

　頭を抱えながら自問する小里洲を無視して、俺はおばさんに向き直る。

「じゃああとは俺らでやるんで。作子も親がいると話せないことがあるかもしれないし」

　おばさんはハッとして恐縮した。

「そ、それもそうね。私に何も話してくれないなんて、きっと私には話せない理由なんだわ。じゃあ、あとは皆さんにお願いしますね」

　おばさんは少し悲しそうな顔をして、階段を下りて行った。

　それにしても親を悲しませるほど引きこもるなんて作子ってのはどんだけ親不幸ものなんだよ。こういう奴やつにはびしっと言ってやんなきゃな。俺おれら子供は、親に食わせて頂いている身分であることを忘れてはいけない。親の偉大さを、作さく子こに教えてやる。

　俺がやる気を出していると、先にシェリーが説得にかかった。

「おーい、作子ちゃーん、でておいでー♪」

　誰だれもが笑顔になれそうなほど明るく、楽しげなシェリーの声。しかし反応はない。

「おいおいシェリー、そんなんじゃ出てこないだろ。もしかしたら寝ているとかヘッドホンで音楽を聞いているとかで聞こえないのかもしれないし」

　俺にたしなめられたシェリーは、唇くちびるを尖とがらせてふくれた。

「ぶー、じゃあどうすればいいのさー？」

「そうだな。シェリー『押して駄目なら引いてみな』って言葉知っているか？」

「えーっと、いままでとは違う方法でやれってことでしょ？」

「そうだ。あの優しそうなおばさんのことだ。きっといままでもドア越しに優しく語りかけていたに決まっている。だから」

「だから？」

「名案でもあるの？」

　可愛かわいく首を傾かしげるシェリー。小こ里り洲すも抱えていた頭を上げる。

「つまり、引いて駄目なら……っ、押してみろぉおおおおおおお！」

　俺は渾こん身しんの力でドアをブン殴った。

「オラオラ作子ぉ！　てめぇいつまで引きこもっている気だゴルァ！　いますぐ出てこないとドアの隙すき間まからバルサンぶち込むぞ！」

「ちょっ、小こ日向ひなた君!?」

「いつまでも周りがてめぇに優しいと思うんじゃねェぞボンクラヒッキーが！　シカトしていれば事態が好転すると思ったら大間違いだぞ！　テメェなんか親が水道止めて家の食料品持って出て行けば三日で死ぬんだよ！　自分が生かされていることを忘れんな！」

「小日向君！　さっきは自分で静かにしろって言っていたのにどうしちゃったの!?」

「時と場合によるんだよ！　ＴＰＯをわきまえろＴＰＯを！」

　駄目押しの一撃とばかりにドアをぶっ叩たたいた。すると部屋のなかからガタっと音がする。

「よっしゃもう一発！」

「小日向君ストップ！」

　横から小里洲が飛びかかって来た。

　わき腹にアメフトタックルを受けて、俺は滑って転び、小里洲のミニマムボディの下敷きにされる。ラブコメ漫画みたいな体勢で、俺に抱きつくようにして覆いかぶさる小里洲。

「何すんだよ急に」

「そんなんじゃ出て来るわけないでしょ！」

「でもいま、部屋のなかから音がしたぞ。反応あったぞ？」

「反応があればいいってもんじゃないんだからね！」

　俺おれと鼻先同士がくっつきそうなほどの至近距離で小こ里り洲すは怒鳴る。

　こうして近くで見ると、ますます童顔だなぁ。

「あれぇ、ふたりとも何しているのぉ？　そういう関係？」

「ふえっ!?」

　俺が顔を上げると、階段からシェリーの金髪ツインテ頭が上がって来るところだった。

　いつのまにどこに行っていたんだ？

「ちち、違うよ入いり江えさん。別にわたしたちはそんなんじゃあ……」

「小里洲が急に抱きついて来て俺を押し倒したんだよ」

「おおおおお押したおって、わたしそんなっ、わたしが小こ日向ひなた君をそんなぁあああ！」

　小里洲は目を白黒させて悲鳴を上げた。

「へぇ、小里洲ちゃんてば積極的なんだね♪　イヤン♪」

「違うのぉ！　これは違うのぉ！　お願いだからわたしの話をきいてぇ！」

「おいシェリー。小里洲をどかしてくれよ、小里洲のアバラがごりごりして痛い」

「それどういう意味ぃ!?」

　小里洲は上体を起こすと、両腕で胸部を抱き隠した。

「なんだそのポーズ？」

　俺が眉まゆ根ねを寄せると、小里洲は顔を真っ赤にして怒る。

「小日向君がエッチなこと言うから胸隠しているの！」

「ありもしないものをどうやって隠すんだよ？」

「すすす、少しはあるもん！」

　小里洲は俺の腹にまたがったまま、頭から蒸気を噴き出す。

「もう、刀かたな彦ひこってば思春期なんだからぁ♪」

　シェリーが、推定Ｃカップくらいの胸を両腕で抱き隠した。

「あ、そうそうそんな感じが正しい」

「ムキー！」

　小里洲が足をバタバタさせながら頭を振って、ワンサイドアップの房が暴れ回った。

「おいおい、骨盤が腹に当たって痛いから早くどけろよ」

「小里洲ちゃんのお尻可愛かわいいから♪」

「人の体をどれだけ貧相に扱えば気が済むのぉ！」

　小里洲が涙目になって叫ぶと、シェリーはぐっと握り拳こぶしを固めた。

「小里洲ちゃんの気持ちはわかったよ。胸もお尻も小さい幼児体型扱いされて悲しいんだね。でも大丈夫、世のなかにはそういうのが好きなロリコンっていう人種もいるから。将来はロリコンと結婚すれば万事ＯＫ♪」

「そんな未来はいやぁあああ！」

　小こ里り洲すが頭を抱え、俺おれは本当に騒がしい奴やつだなぁ、と呆あきれて視線を上げた。すると、シェリーの仕草が目に止まる。

　シェリーは両手の指をからませ、もじもじしながら俺をみつめている。ご主人様に甘えたいのに『待て』と言われている子犬にも似たいじらしさが、ひしひしと伝わってくる。

　ハムスターのように軽い小里洲を床に下ろすと、俺は床に寝たままシェリーに尋ねる。

「えーっと、じゃれる？」

「うん♪」

　シェリーが大きくジャンプ。俺の上に乗ろうとしてきた。

「ちょっ、人の家で何しようとしているの!?」

　小里洲が、俺の足を思い切り引っ張った。

「「え？」」

　俺とシェリーの声が重なる。

　俺が下がったことで、シェリーの丸いお尻は、あろうことか俺の喉のど元もとに落ちてきた。布地の少ない、青いヒモパンに視界を奪われた直後、一瞬気道が潰つぶれて呼吸が遮断。しかも俺の顔がスカートのなかに吞のみこまれて視界も利かない。けれど、シェリーのお尻は抜群の低反発力で衝撃を吸収してくれるので、痛くはない。それどころか、ムッチリとした感触がとてもきもちいい。












　だが、お尻とは別に、何か熱くやわらかいものが、ショーツ越しに俺おれの顔を覆ってきて息ができない。俺がもがくと、頭上からシェリーの、妙に甘い声が耳に響く。

「ッッ、刀かたな彦ひこっ。スカートのなかで暴れちゃダメェ！　そ、そこは……ッ、ぃやぁん♥」

　続けて、小こ里り洲すの恥ずかしそうな声も聞こえる。

「女の子のスカートのなかに顔突っ込んで何しているの！　ハレンチさんだよ！」

　いや、俺に言われても。ていうかマズイ。このままでは、文明人の俺が蝕むしばまれてしまう。スタイル抜群の金髪美少女のヒップに欲情するなど、文明人の矜きよう持じが許さない。

　シェリーが横にずれて、俺はようやくスカートのなかから解放された。死ぬかと思った……が、あんなにも素敵な感触のなかで死ぬのは悪くない。惜しいことをしたな……。

　などと後ろ髪を引かれつつ、呼吸と文明人の矜持を取り戻した、はずの俺は上半身を起こす。すると、とある人物と視線がかちあった。

「「あっ」」

　開きかけたドアから、女子の上半身がニュルリと這はい出でている。こいつが作さく子こだろう。

　互いに目が合って三秒後。

「召し捕ったりぃいいいいいいいいいいいいい！」

「にぎゃあああああああああああああああああ！」

　俺は弾丸のように飛び出し、作子の上半身をがっちりホールド。

「いっけぇ刀彦ぉー♪　そのまま引きぬいちゃえー♪」

「任せろ！」

「任されないでよ！」

　また小里洲が俺に飛びかかってきて、作子と思われる女子から腕を離させようとする。

「おい邪魔するなよ小里洲。いまからこいつを部屋から引きずり出してやるんだ！」

「いぎゃあああああああああああ！」

　作子は奇声を発しながら、俺の頭をガンガン殴り続ける。ただでさえ尋常じゃない暴れっぷりなのに小里洲の妨害もあって、とうとう作子は俺の腕から逃げてしまった。

　作子はきぃきぃ呻うめきながらドアを閉め、なかからカギをかけた。

「しまった。どうしてくれるんだよ小里洲。ようやくあいつの方から出て来てくれたのに」

「そうだよ。せっかく外からあたしと刀彦のラブコメ音声を聞かせて気になった作子ちゃんが出て来るというコンビプレーが上う手まくいってたのに」

「ただの偶然でしょ！」

　頰ほおを膨らませてブーイングを送るシェリー。

　なんだと、全部シェリーの作戦だったのか？　それに気づけないなんて、やっぱり俺は空気の読めない男なんだな……。

　シェリーに対して申し訳ない気持ちでいっぱいになる。いまからでも遅くない、俺おれは罪滅ぼしのため、全力で空気を読もうと努める。

「そうだぞ小こ里り洲す、せっかく俺とシェリーのチームワークで作さく子こを外におびき出せたのに」

「いつ話し合ったのさ!?」

　俺は声を荒らげる。

「馬鹿野郎！　言葉を交わさなくてもわかり合う！　それが空気を読むってもんだろうが！　小里洲、お前はそんなこともわからないのか！」

「まったく、小里洲ちゃん。ちゃんと空気読んでよね！」

「うわぁああん！　もう何もかもが信じられないよぉおおおお！」

　ワンサイドアップの房を振り乱し、涙を散らしながら階段を駆け下り去っていく小里洲。

　まったく、すぐに泣く奴やつだなぁ。俺はやれやれ、とばかりにため息をついた。

「それよりシェリー。お前どこに行っていたんだよ？」

「あーうん。刀かたな彦ひこが『バルサンぶち込むぞ』とか言っていたから、おばさんにバルサンもらいに行っていたの。バルサンはなかったけど、缶切りもらってきたよ。これでシュールストレミングの缶詰を開けたらバルサンの代わりになるよね？」

　部屋のドアに、何かが激突した音がした。作子がドアにへばりついてんのか？

　それは置いといてと。本来は洗ってから食べるシュールストレミングは、洗う前に至近距離で匂においを嗅かぐと失神する臭さらしい。缶詰を開けて部屋の中に入れれば、匂いに耐えきれなくなった作子が出てくるかもしれない。なんて素晴らしいアイディアなんだ！

　シェリーは機転が利くな、と感心する。でもそれ以上に、俺の話を聞いてくれて、それで気を回してくれたのが嬉うれしい。部活を休んでたらこんな素敵な思いはできなかったろう。

「シェリーは気が利くなぁ。もう十分空気読めるんじゃないか？　これなら将来は良りよう妻さい賢けん母ぼ確実だぞ」

「わーい、ほめられたー♪」

　両手を上げてにっこり笑うシェリー。顔立ちは美人なのに、子供のように無邪気な表情を見せられると、その魅力はもう底なしだ。一言目には『ウザい』二言目には『キモい』が出て、気に入らない奴にはすぐ『死ね』とか言うクラスの女子とは雲泥の差がある。

「シェリーは可愛かわいいけど、にぎやかで性格も可愛いな」

「気づくのが遅いぞ♪」

　シェリーは右手の人差指で、俺の頰ほおをぷにっと突っついてきた。何をしてもあざとさを感じないのは、シェリーの無邪気さがなせる技だ。さっきから俺のテンションが高めなのも、にぎやかなシェリーの影響だろう。やっぱり、シェリーと一緒にいると楽しいな。

「はは、何せ空気が読めない男らしいからな、鈍いんだよきっと。じゃあさっそく……そういや、どうやって部屋に入れるんだ？」

　カギのかかったドアには、缶詰が入るほどの隙間はない。俺おれとシェリーは頭を悩ませる。

「中身をドアの下の隙すき間まから押し込むのは？」

「床を汚すのは家の人に悪いなぁ。蝶ちよう番つがいを分解してドアを外すか？」

「ならそのまま作さく子こちゃんを引きずりだせるんじゃない？　外から窓にぶつけるのは？」

「いや窓ガラスを割るのはダメだろう。それより開けた缶詰をドアの前に放置すればトイレに出てきた瞬間、気絶させられるんじゃないか？」

「いいねそれ。じゃあ缶詰開けちゃうね♪」

　缶切りが缶詰に触れた刹せつ那な、ガチャリと音がした。開いたドアの隙間では、青ざめた作子が生まれたてのバンビのように震えていた。

「わわ、我が永久とこしえの眠りを妨げる者共よ！　聖域サンクチユアリへの侵入を許そう！」

　こいつ何言ってんの？　それどこの方言？

「あれ？　どして出てきてくれたの？」

「そんなの決まっているだろ。きっとシェリーの真しん摯しな思いが通じたんだよ」

「えへへー♪　そうかなぁ♪」

　シェリーは嬉うれしそうに身をよじる。そこへ、小こ里り洲すが一階から戻ってきた。

「うぅ、ちょっと泣いちゃった……」

「これがちょっとなのか？」

　俺が床に垂れた水滴群を指差すと、小里洲はハムスターのように四よつん這ばいになり、制服の袖そでで床を拭ぬぐいはじめた。

「ううう、うるさいなぁもう！　あれ!?　なんで山やま田ださん出てきているの!?」

　俺はキメ顔で、

「シェリーの真摯な思いが、作子の心を動かしたんだよ」

　シェリーは顔の輪郭に両手を添えて身み悶もだえながら、

「えっとね、刀かたな彦ひこがあたしのこと、将来は良りよう妻さい賢けん母ぼだってほめてくれたんだよ♪」

「ああもう言葉が通じる気がしない！」

　頭を抱えて、小里洲はその場にうずくまった。作子は、ビクビクと震え続けていた。


　　　◆



　作子の部屋は汚かった。汚れ的な意味ではなく、片付いていない的な意味で。

　雑然と漫画や雑誌、ゲーム機やパソコンのコード類、使っていない透明のブックカバーや、アニメの絵が印刷されたフリーペーパーなんかが散らばっている。

　また、窓の前には漫画雑誌がこれでもかと前後二列に積まれている。何年も前のものから、最近のものまで年代は幅広い。いままで買ったものを、全すべて保管しているのだろうか？

　雑誌をどけて、窓を開けて換気。淀よどんだ引きこもり部屋の空気を入れ替えた。

　作さく子こは、俺おれらを避けるように窓際の壁に背中をつけて座り込んでいた。

「それで、お前なんで学校に来ないんだよ？」

　俺の問いに、作子は気持ち悪い笑みを口元に浮かべた。

「ふふ、何を言う。貴様らは思考の出発点が間違っているぞ。問題は何な故ぜ学校に行かないか、ではなく、何故学校に行かねばならないか、だ」

「そりゃ国民の三大義務が『労働』『納税』『教育』だからな」

　作子の目が死んだ。

「……い、いや、そういう話ではなく」

「ちょっと小こ日向ひなた君空気読もうよ。いまはそういう話じゃなくて学校に行く意義を話しているんだよ。そんな論理的なことは求めていないの！　それに高校は義務教育じゃないし」

「はいはいわかっていますよ、空気ね空気、えーっと」

　あらためて作子を観察する。

　作子は、部屋でも黒い革製のジャケットを着て、腕に銀色のブレスレットをするという、珍しいファッションをしていた。あと、何故か両手に指部分がない手袋をしている。

「まてよ、おい、お前その手袋……」

　俺があることを思い出し指摘すると、作子の目が復活。キラリと輝く瞳ひとみで語り出した。

「これか？　これはヘルフィンガー。指先から魔力を放つ際、邪魔になら──」

「その手袋、集金のおばちゃんがつけている集金手袋じゃねぇか！」

　思わず力を入れて叫ぶと、全員の顔に衝撃が走る。作子の口も制止した。

「そうか作子、お前、親に隠れてこっそり集金のバイトをしていたんだな。家のなかでも集金手袋をつけっぱなしなんて、身も心も集金一色ってわけだな。なんて労働意欲溢あふれる女子なんだ。でも母親に隠れてバイトなんて、何か理由が、あれ？」

　いつのまにか、作子は手袋を脱いでしまっていた。

「おい作子、集金手袋はどうしたんだよ？」

　よく見ると、作子は小刻みに震えている。

「なな、なんの話だ？　我は手袋などしておらん。それは貴様の心が生んだ幻影であろう」

「なんだ？　随分慌てているな？」

　作子はダラダラと汗をかきはじめる。

「あああ、慌ててなどおらん！　それに我は作子などではない！　それは人間界で正体を隠すための仮かり初そめの名。我が真名は裏切りの使徒、ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダス。ふっ、せっかく我が砦とりでを訪ねたのだ。真名で呼ぶことを許してやろうぞ」

「いやそんな気い遣わなくていいよ。作子って呼ぶから。その方が呼びやすいし。下の名前がいやなら山やま田だって呼ぶけど、おばさんも山田だろ？　紛らわしいじゃん」

　説得する相手に気を遣わせるのもなんだと思って俺がそう言うと、作子は表情をあらためて鼻で笑う。

「おばさん？　あー、あの我を胎内にて錬成せし極東の魔女か」

「お前母親のことをそんな長い名前で呼んでいるのか？」

　作さく子こがまた表情を強こわ張ばらせる。すると小こ里り洲すの小さな指が、俺おれのズボンの裾すそを引っ張る。

「どうした小里洲？」

　小里洲は小声で俺に耳打ちをしてくる。

「あのね小こ日向ひなた君、作子さんは──」

「もう、刀かたな彦ひこってばもっと空気を読まなきゃダメだぞ♪」

　小里洲の言葉を切り、急にシェリーがちゃめっけたっぷりの笑顔で作子を手で指した。

「作子ちゃんのこれは『中二病』って言うの。身の丈に合わない自己顕示欲が大きくなって、自分は他の人とは違う特別な存在だと思いこむためにありもしない空想の世界に浸っているんだよ♪　こういう人は真面目まじめに魔法が実在するとか言っちゃえるんだよ♪」

「それは深刻な妄もう想そう癖へきだ！　早く精神科に連れて行かないと！」

　俺は立ち膝になって、険しい声を出してしまう。

　けれどシェリーは笑顔で、両手をひらひらさせる。

「だいじょぶだいじょぶ♪　中二病の人って本当はそんなものは存在しないってわかっているけど認めたくないだけだから。まぁカッコつけるためのファッションだね♪」

「ようするにアイドルがナントカ星からきたとか言っているのと同じなのか？」

　シェリーは力いっぱい頷うなずいた。

「うん、そうだよ♪　だから刀彦、ここは作子ちゃんの設定に付き合ってあげようよ♪」

　シェリーの太陽のように明るくて可愛かわいい笑顔を見て、俺は自分の行いを猛省した。

「そうか、俺の行為はドルオタたちの夢を壊すような行為だったんだな。ありがとうシェリー、お前のおかげで、また一歩ＫＹから脱却できた気がするぞ」

「そうやって自分の行いを反省できる刀彦はカッコイイよ」

　シェリーが俺に握手の手を差し伸べる。俺はその手をがっちりと握り、爽さわやかに言った。

「裏切りの使徒ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダス。ここは人間界だからこの世界の法律に従ったほうが正体を隠しやすいぞ。さぁ、明日から学校へ行こう」

　俺に続けてシェリーも、

「もしも偽名で呼ばれるのが嫌ならあたしが学校にかけあって出席を取るときも卒業証書も卒業アルバムもちゃんと、裏切りの使徒ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダスって書くようにしてもらうよ。裏切りの使徒ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダスが学校で快適に過ごせるよう、小里洲ちゃんたち生徒会もきっと協力してくれるよ」

　小里洲が、青ざめた顔で俺の肩をつかんできた。

「小日向君……それ以上は作子さんが……」

「馬鹿野郎！　こいつは作さく子こなんつうしょっぺぇ名前じゃないんだよ！　裏切りの使徒ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダスっていう親がくれた立派な名前があるんだ！　しっかり正式名称で呼んであげないと駄目じゃないか！」

　見れば、裏切りの使徒ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダスは首筋から顔が真っ赤に染まり、クールぶった表情のままぷるぷると震え、目に涙まで溜ためていた。

「どうしたんだ裏切りの使徒ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダス、顔が赤いぞ？　暑いのか？　俺おれも喉のどかわいたしおばさんから飲み物でも貰もらってくるよ」

　俺はシェリーの手を離して立ち上がると、ドアの開いた鴨かも居いをくぐって廊下へ出る。

「おっと悪いな、忘れていたよ」

『おばさん』と言った俺は、大事なことを思い出す。

「えーっと確か……すいませーん。裏切りの使徒ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダスを胎内にて錬成せし極東の魔女さーん。何か冷たい飲み物を頂けますかー？　裏切りの使徒ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダスの顔がなんか赤いんですよ」

「やめろぉおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　裏切りの使徒ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダスが、俺の足下に飛び付いてきた。

「急にどうしたんたよ裏切りの使徒ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダス？」

　裏切りの使徒ルシファード・Ｄ・ブラッド・ジューダスは死に物狂いで俺の足にしがみつき、懇願するように見上げてくる。

「わわわ、我は何でもない、飲み物は必要ないのだ。それと名前が長くて呼びにくいであろう。ここは人間界、仮かり初そめの名である作子と呼べ」

「そうか？　それじゃあ本題だけどよ──」

「小こ日向ひなた君！　今日はもうおいとましようよ！」

　俺の言葉を遮さえぎるように、狼ろう狽ばいした表情で小こ里り洲すが立ち上がって、俺の腕をつかむ。

「なんでだよ？　まだ裏切りの使徒……じゃなくて作子が学校に来ない本当の理由も訊きいていないじゃないか」

「えーっと、ほら、実はわたし、今日これからバイトなんだよね。監督役で生徒会のわたしがいないのに活動はダメだよ。それにこういう問題は長い目で見ないと、ね？　ね？」

　小里洲の口調があまりにも必死で、俺は仕方なく頷うなずいた。

「まぁ、小里洲がそこまで言うなら、シェリーはどうする？」

「あたしもそれでいいよ。今日一日でミッションをクリアできなかったのは残念だけど、小里洲ちゃんの言う通りこういうのは時間がかかるもんなんだよ」

「ＯＫ。じゃあ作子、今日のところは俺ら帰るよ。またな」

　俺の足下で腹ばいになる作子は、戸惑いながら返答する。

「あ、ああ……え、また？」

　俺おれらは作さく子こに別れを告げて、部屋から出て行った。


　　　◆



　作子を胎内にて錬成せし極東の魔女にも別れを告げ、俺ら三人は家の前で向かい合う。

「今回の活動だけど、引きこもりの部屋のなかに入れたんだから成功でいいんだよな？」

　小こ里り洲すが目を点にして俺を見上げる。

「そうだよね♪　きっと作子ちゃんがあたしたちに心を開いてくれる日も近いよ。ていうか今日すでに半分ぐらい開いてくれたし♪」

　小里洲が目を点にしたままシェリーを見上げる。

「シェリー、なんだか俺、自信がついてきたぜ。明日も放課後はここ、作子の家に集合だ！」

「うん、これから作子ちゃんが学校に来てくれるまで毎日来ようよ刀かたな彦ひこ！」

　なんだか気分が盛り上がってきて、俺は拳こぶしを天に突き上げる。

「よっしゃー、これから毎日通うぞー！」

「あたしたちの手で学校に連れて行くぞー！」

　シェリーと一緒に、笑顔で両手を赤い空に伸ばした。

　小里洲はひとり、啞あ然ぜんとして俺らを眺めていた。


　　　◆



　次の日の昼休み。昨日、山やま田だ家で八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍した俺とシェリーは、廊下でポケヒロ談義をしていた。俺が弁当を食べていると、突然シェリーが俺の教室を訪ねて来たのだ。

　でも教室の連中がヒソヒソとうるさかったので、廊下に移動して現在に至る。

「客船ステージって、取り忘れのアイテムがないかチェックするのが大変でよぉ」

「そうなんだ。そだ、あたしも親しん戚せきの人からゲームボーイと初代ポケヒロ貰もらえることになったからさ。捕まえたヒロイン、通信で交換しあお♪」

「まじで？　グリーンバージョン？」

「もちろん♪」

　相変わらずなんて明るい笑顔だ。シェリーのお母様、この子を産んでくれてありがとうございます。俺はひとり遊びが得意だし、独りでも寂しいとかは思わない。だけど、シェリーと一緒にいると、自然と心が満たされる。持ち帰ってもいいですか？

　楽しく言葉を交わしている間、シェリーは俺の手を握り肩を触れ合わせてくる。他の女子には、こういうのがウザかったんだろう。まぁ、どう思うかは人それぞれだし、誰だれが悪いとは言えんよなぁ、と俺が考えていると、シェリーが俺の腕に抱きついてくる。

「えへへ♪　刀彦やさしいから好きぃ♪」

　シェ、シェリーのおっぱいが……マズイ、気持ち良すぎて、イケナイ記憶がぁ。

　作子の家で見てしまったシェリーの青いヒモパンとか、お尻の感触が頭から離れない。

　人の顔と名前はまったく覚えられないのに、下着のデザインは克明に記憶できるとか、俺おれはどんだけ野生児なんだ。すいません、全すべて若さのせいなんです。若さが悪いんです。

「えっと、シェリー。悪いけど、俺にも身の危険を感じた方がいいと思う……ぞ……」

　申し訳なくて俺が顔を背けると、シェリーは幸せそうに笑って、俺を抱き寄せた。

「わかってないなぁ、刀かたな彦ひこは。そういうところがみんなと違って、良いいんだよ♪」

『どういう意味だ？』と聞こうとすると、突然、小こ里り洲すが小さな足で駆け寄ってきた。

「ねぇねぇ、ふたりとも」

「どうしたの小里洲ちゃん？」

「それがね、山やま田ださん、今朝学校に来たんだって」

「そうなのか？　早いな」

「うん、色々あったけど、なにはともあれ、不登校の生徒が減って良かったよ」

　生徒会役員としての責任感からか、小里洲はホッとして胸をなでおろす。

　するとシェリーはキメ顔で、

「ふっ、これも昨日のあたしたちのおかげだね」

　俺はドヤ顔で、

「きっと俺たちの誠意ある態度に胸を打たれたんだろう」

「昨日のあたしたちは空気読みまくりだったからね」

「ああ、作さく子この内なる心に一〇〇パーセント答え切ったからな」

　小里洲は辟へき易えきとした息を漏らして一言。

「絶対に違うと思う……」

　ＫＹ脱却の日は近い。その確信を得て、俺は満足した。


　　　◆



　その日の夜。歯を磨き終わった俺は、もう寝ようと自室のドアを開けた。すると、なぜか部屋の電気が点ついていて……ベッドには、半裸の紗さ希き姉がスタンバイしていた。パジャマを着ているのは上半身のみで、裾すそからは扇情的なショーツが見えている。

「な、なんつー格好してんだよ！」

「こらこら、そう恥ずかしがるな、かー君。ほら」

　俺が顔を背けると、首の周りに温かい感触が巻き付いて、俺はベッドに引き寄せられた。次の瞬間には、もっと温かくて、底なしにやわらかい、けれど包容力のある弾力を持ったモノに顔が支えられた。優しい香りが、鼻び腔こうから頭のなかに広がり、興奮が頭を満たす。

　ぐっ、紗希姉、またノーブラだな。ナイトブラとかつけろよ……ああでもきもちいい。

　恋愛感情のない相手の爆乳に欲情するとは、俺は文明人失格だなぁ、とちょっとへこむ。

　しばらくすると満足したのか、紗希姉は腕を離して、胸から俺の顔を解放してくれる。

　とは言っても、まだ紗希姉と並んで寝ている、いろいろと危険な状況だ。

「それではかー君。初任務成功の感想が聞きたいな。不登校児、山田作子を見事、登校させたのだろう？」

「おうよ」

　俺おれは得意げになって、親指で自分を指した。

「俺は空気の読める男だからな。俺の抜群のコミュ力で作さく子こを登校させたぜ。って言っても、半分はシェリーのおかげだけどな」

　シェリーは頭が良くて気が利くし、俺の考えを良くわかってくれる。明るく愉快な子で一緒にいて楽しかった。シェリーとは、もっと早くに知り合いたかったと思う。

　ブラコンの紗さ希き姉以外に、俺とあんなに話せる子がいることにはただ驚くばかりだ。

　俺の話を聞いて紗希姉は、慈愛のこもった温かい笑みを浮かべる。

「そうか、それは良かったな。これからも期待しているぞ、かー君♪」

　俺としては困った姉ちゃんだけど、この笑顔は好きだ。なんて俺が思っていると、

「では御褒美として、今日はここのベッドで寝てあげようじゃないか」

　紗希姉は自然な動きでかけ布団をかけようとしてくる。俺はベッドの上から跳とび退のいた。

「今日もだろ！　何が御褒美だ！　じゃあ俺はどこで寝ればいいんだよ!?」

「一緒に寝ればいいではないか」

　姉ちゃんは唇くちびるに人差し指を当てて、ニコリと笑う。

「このブラコン野郎……」

　俺が顔をしかめると、紗希姉は布団のなかに潜りこむ。そして、かけ布団をめくりベッドを手で叩たたいた。

「ほらほらカムヒアだかー君。おいでおいで」

　子犬を呼ぶように手招きをする紗希姉。

　ムカつく。何がムカつくって、自信たっぷりの顔がだ。あの顔は、俺が来る、と確信しきっている顔だ。まぁ、行くんだけどさ。

　俺は部屋の電気を消し、紗希姉の待つベッドに潜り込んだ。

「ふふ、かー君の匂においだ」

「き、気持ち悪いことを言うなよ」

　紗希姉の声に心臓が高鳴って、俺は顔が熱くなるのを感じた。

　電気を消したあとで良かった。

　もしも電気が点ついていたら、俺は赤くなった顔を紗希姉に見られていただろう。そんなことになれば、なんてからかわれるか、わかったものではない。

　紗希姉の両手が、俺の頰ほおを包んだ。

「顔が熱いぞ、かー君」

「っっ」

　その日、俺はあらためて紗希姉の力を思い知らされるのだった。







　山やま田だ作さく子こが登校してきてから二日経たった放課後。

　俺おれはＫＹ部の部室を目指して、部室棟の廊下を歩いていた。

　小こ里り洲すの話だと、今日は仕事の依頼があるから放課後は部室に集合とのことらしい。

　とうの小里洲は生徒会室に寄ってから部室に来るので、俺はひとりだ。本当は帰りたいが、紗さ希き姉に『これからも期待しているぞ、かー君♪』と言われてはサボるにサボれない。

　部室の扉を開けると、先客が二名。聖せい良らが子犬、もといシェリーに餌付けをしていた。

　ふたりは、部室のパイプ椅い子すに座り、向かい合っている。長テーブルには高級そうなクッキーが広げられており、聖良はそれをひとつつまんでは、シェリーの小さな口に入れている。男なら誰だれもが振り返るであろうシェリーの美少女顔は、高校生とは思えないほど幼い笑顔でゆるみっぱなしだ。

「はいシェリー、あーん」

「あーん♪」

　シェリーは本当に人間なのだろうか？

　魔法使いが生後半年の子犬にアブラカタブラして人間に変えたと言われても、俺は信じてしまいそうだ。












「シェリーってば食べる姿も可愛かわいいわねぇ。クッキーもっと食べるぅ？」

「えへへぇ、せいらんやさしいから好きぃ♪」

　聖せい良らは甘い声で感動し、人なつっこいシェリーは可愛い声で喜んでいる。なんてほほ笑ましい光景だろう。俺おれは対面側の椅い子すに座って、テーブルの上に鞄かばんを下ろした。

「またずいぶんと仲良くなったな」

「だってシェリーってば本当に可愛いんだもの。ただの金髪美少女なら欧米にいるし興味ないけど、この無邪気さと子犬オーラ。お持ち帰りしたいくらいよ」

　一瞬、聖良の瞳ひとみの奥から犯罪的な光が放たれたが、クールな俺は見なかったことにした。大人は他人の趣味にケチをつけないものなのだ。

「貴女あなたが嫌われる理由がわからないわ。こんな可愛いのに『鈍感鬼き畜ちく正直娘』だなんて、新聞部もみんなも酷ひどいわね」

「みんなあたしがウザいんだって。だからかまってくれる友達いないんだよね」

　クッキーで頰ほおをふくらませるシェリーが唇くちびるを尖とがらせると、聖良の頰に赤みが差した。

「もうシェリーってば何をさせても可愛いんだから。心配しなくても大丈夫、友達なんてシャーペンの消しゴムぐらいなくてもいいものなんだから」

　あー、シャーペンの消しゴムって、あると安心するけどほとんど使わないし、なくても困らないよな。あれば便利はなくていいってな。

「それに愚民共には貴女の魅力がわからないのよ。安心して、貴女のことはワタシが独占してあげるわ」

　犯罪臭のする口調で、聖良はシェリーへと迫る。

　シェリーは無防備無警戒な笑顔で一言。

「あ、でも最近は刀かたな彦ひこがいっぱいかまってくれるんだよ♪」

　聖良の動きがピタリと止まる。

「刀彦が？」

「うん♪　刀彦やさしいんだよ♪」

　聖良は、きょとんとした顔で俺を見つめると、唇に人差し指を添えた。

「ふーん……そういえば刀彦、貴方あなた、確か『キングオブＫＹ』とか呼ばれて、ワタシたちと同じＫＹ四天王扱いされているのよね？」

「ん？　そうらしいな」

　俺がなんとなしに答えると、聖良は俺とシェリーの顔を見比べる。

「……貴方、どうしてシェリーを可愛がってくれるの？」

「なに不思議がってんだよ。シェリーは喋しやべり好きでスキンシップ好き。それを俺は人なつっこくて可愛いって思ったけど、みんなは違った。それだけだ。聖良もそうなんだろ？」

　哲学者のニーチェは『事実など存在しない。存在するのは解釈だけだ』と言ったらしい。

　俺おれはシェリーを肯定的に解釈し、みんなは否定的に解釈した。価値観は人それぞれだから、否定的に捉とらえるのを悪いとは言わない。でも、

「ソリが合わないから付き合わない、はいいけど、悪口を言うのはおかしいだろ？」

　俺の問いかけに、聖せい良らの目が、すっと細まった。

「ふふ。今日はシェリーを愛めでてから一緒に帰ろうと思ったのだけれど、予定変更かしら」

　高校生とは思えない、艶えん然ぜんとした微笑を浮かべ、聖良はそう呟つぶやいた。

　そして、俺がその真意を問い詰める間もなく、部室の扉が開いた。

「ふーよかった。今日は三人もいる」

　そこには、大きく息をついて胸をなでおろす小こ里り洲すの姿があった。

「まぁ、この人たちが作さく子こちゃんを立ち直らせた方々なのね。会えてうれしいです」

　続いて姿を見せた女子が、なんだかほんわかした雰囲気でそう口にした。誰だれこいつ？

　その女子は柔和な笑みで俺らに会釈をする。

「はじめまして。わたし、二年八組特進コースの水みず隙すき鈴すず美みと申します。今日は作子ちゃんの紹介で相談に来ました」

　作子って、あの不登校児だよな。なんであいつの名前が？　すると、鈴美の背後で震える存在に気づく。鈴美の制服にしがみつくそいつが、そろーっと顔を出し、目が合った。

「「あっ」」

　それは、右目に眼帯をして、学校指定の制服を着た作子だった。視線がかちあい三秒後。

「ヒィッ!?　ぐえっ！」

　作子は全力でうしろに跳とび退のいて、部室の壁に激突。痛みに呻うめいている。

「あらあら、作子ちゃんてば本当に元気になって、うれしいわ」

　鈴美は右手を頰ほおに当て、幸せをかみしめるようにしてほほ笑む。

「わたし、作子ちゃんとは小学生の頃からのお友達なんです。けど最近は全然学校にこなくなってしまって寂しかったんです。でもまた学校に来てくれて、理由を聞いたら」

『あ、あんな連中に毎日来られるわけには……ぐっ、思い出したら我が腹部が……』

　両手を頰に当て、鈴美は感極まった声で、

「涙を流して喜びに打ち震えながらそう言うんですっ♪　わたしが何度電話しても出てくれなかった作子ちゃんを、たった一日で登校させるなんてすごいです！　みなさんならきっとわたしの悩みも解決してくれます！」

　その背後では、作子がＫＯ寸前のボクサーのように足を笑わせながら血の気を失う。

「ち、違うんだベル。そいつらは……」

「あっ、さくちん三日ぶりー♪　元気してたー？」

「はぐぁっ!?」

　シェリーが、作さく子このすぐ隣に立っていた。作子の目から光が消えて硬直。三秒後、死に物狂いのスライディングでテーブルの下に隠れてしまう。

「ふふ。作子ちゃんたら、みんなに会えて喜んでいるのね、こんなにハシャいじゃって」

　鈴すず美みが優しく笑うと、小こ里り洲すがややおびえた表情で鈴美を見上げた。

「水みず隙すきさんてもしかして……まさか水隙さんも？　水隙さんもなの？」

　水隙さんも？　鈴美がいったいどうしたんだろう？　まぁいいや、それよりも。

「おい作子。なんで鈴美のことをベルって呼んでいるんだ？」

　俺おれがしゃがんでテーブルの下を覗のぞき込こむと、作子は悲鳴を上げて、全力でテーブルの下から飛び出し、スカートをテーブルの足に引っ掛けてすっ転んだ。

　ずるべたーん、と派手に作子が床に倒れると、小里洲が悲鳴を上げる。

「ややややや、山やま田ださん！」

　続けて聖せい良らも、

「あら、意外といいお尻しているわね」

「ふえ？　……!?」

　床に、膝と胸をついた作子は、首をまわして絶句した。

　テーブルにひっかかったスカートは、作子のお尻からパンツもろとも脱げ去っていた。いままで引きこもっていたせいだろう。作子の腕は筋肉が薄くほっそりしているのに、お尻は肉付きがよくて、ムチっとしたふとももにからみつく白いショーツが妙にエロかった。

　俺は紗さ希き姉で慣れているけど、それでも肉感的で丸いお尻は、結構いい眺めと言えた。

　作子は魂が抜けたような表情になり、床に突っ伏し動かなくなった。

　五分後。部屋の隅で膝を抱え『見られた……大事な場所……男子にぜんぶ……』とうわごとを繰り返す作子の横で、俺らはベル──作子がつけたあだ名らしい──から話を聞く。

「わたしには光こう一いちっていう、小学六年生の弟がいるんです。弟は病気で入院していて、三日後に手術を控えているのですが……」

「もしかして、手術を嫌がっているとか」

　小里洲の問いに、ベルは困った顔になる。

「ええ、実はそうなの。手術は八割方成功するものなのだけど、失敗したときに残る後遺症が怖いみたいで。クラスの子たちもよくお見舞いに来てくれるのだけど……」

　元気をなくすベルの話を聞いた小里洲は背すじを伸ばして、平らな胸を張った。

「任せて。そういう話なら、わたしたちボランティア部で説得してみせるよ」

「ありがとう。流石さすがは作子ちゃんを一日で立ち直らせた人たちね」

　ベルの言葉に、小里洲の表情が凍りついた。何か不安なことでもあるのだろうか？

　俺や聖良のことを鑑かんがみても、不安要素なんて何ひとつ見つからないのに。

「じゃ、じゃあ行こっか、みんな」

　小こ里り洲すに促されて、俺おれらはぞろぞろと部室を出て行く。そして去り際、俺は作さく子こに、

「じゃあな作子、お大事に」

　膝を抱えて座り込む作子は顔をあげると、わずかに首をかしげた。

「その眼帯、結膜炎かなんかなんだろ？　早く治るといいな」

　作子は顔を真っ赤にして、声にならない悲鳴をあげた。


　　　◆



　学校をあとにした俺らは、どうしても外せない用事があるというベルと別れ、銀ぎん鉢ぱち高校の近くに建つ、とある病院の前に集まっていた。

　結構大きな、いわゆる大学病院と呼ばれる病院だと思う。門から玄関にかけて、緑豊かな庭園が広がっている。いっぱいの西日を浴びる葉が輝いているのが印象的だ。

「で、ここがその病院なんだけど……なんで小こ日向ひなた君と来らい泉せんさんしかいないの？」

　小里洲が、ジトーっとした目で俺らを捉とらえる。俺は面倒臭そうに頭をかきながら答えた。

「シェリーは俺とゲームで対戦できるようレベル上げたいからって帰ったぞ。詩し織おりは組みたいプログラムがあるから休むってメールが来た」

　小里洲は深いため息をついて、額に手を当てる。

「は～、予想はしていたけど、本当に協調性ないなぁ……」

「元から学校が無む理り矢や理りいれた部活だろ？　ふたり来ただけでも感謝してもらいたいぜ」

　正直、俺も紗さ希き姉が作った部活でなければ一日も来なかっただろう。でも、紗希姉が俺のためにわざわざ作ってくれた部活だし、俺が協調性を身に着けることで生徒会、強いては紗希姉への苦情が減るなら、付き合ってやらなくもない。

「そうね。正直、ワタシもただ刀かたな彦ひこがどれだけＫＹなのか見たくて来た部分があるわ」

「俺は動物園の客寄せコアラじゃねぇぞ？」

　俺のツッコミをもろともせず、聖せい良らは大きな胸を張ってのけぞる。

「ワタシが好きなのはコアラではなくウォンバットよ。ウォンバットに訂正しなさい」

「わかった。俺は動物園の客寄せウォンバットじゃねぇぞ？」

「ナイス。貴方あなたナイスよ刀彦♪」

　美人過ぎる美少女である聖良がイイ笑顔を浮かべると、それだけで周囲の空気が華やいだ。小里洲が口をへの字にする。

「またどうでもいいことを……」

　ちなみに、聖良は自分の魅力を俺にわからせたいと言い、最近よくメールのやり取りをしている。加えて、ちょいちょいメールで『動画』が送られてくる。内容は聖良がウォンバットなどの小動物たちを可愛かわいがりながら、自身の魅力、武勇伝を滔とう々とうと語り続けるというものだ。ぶっちゃけ、小動物たちを出す意図がまったくわからん。

　あと、本人は気づいていないようだが、ミスコン優勝など過去の武勇伝よりも、小動物とたわむれる聖せい良らの姿のほうが可愛かわいくて惹ひかれてしまう。

「もういいよ。じゃあ気を取り直して」

　小こ里り洲すは病院の玄関を背に、手を腰に当て、俺おれらに注意確認をする。

「いーいふたりとも。病院には重病の患者さんもいるんだから、変なこと言わないでね！」

　怖い顔をする小里洲に対して、赤みがかった髪が特徴的な豊乳美少女、聖良が高笑う。

「勿もち論ろんよハムスター園児。今日はこのワタシが凡民共の生活ぶりをしっかりと観賞してあげるわ。感謝しなさい！」

　綺き麗れいな髪を手でなであげると、聖良の腰までのびたロングヘアーは一本一本がサラサラとなびいて、スローモーションのようにして定位置へと戻った。

　放課後と言っても、まだ日の沈まない五月。太陽光を反射させて、聖良の赤みを帯びた黒髪は、黒から赤へのグラデーションを作り、芸術品のように輝いていた。

　そんな髪に飾られた顔は、どんな表情や言動でも品を損なわないほどの黄金比を誇っていて、去年の一学期だけで五〇人の男子に告白されたという話も頷うなずける。

「って、どうした小里洲。ＫＯ寸前のボクサーみたいに足が震えているぞ？」

　小里洲は両手でお腹なかを抱えて、前かがみになっていた。

「う、うぐぅ……来らい泉せんさんを見ていると胃袋がぁ……」

「あら、凡民はお腹が弱いのね。ワタシなんか生まれてこのかた、腹痛なんて一度もなったことがないわ！　さすがワタシ！　でも肩は凝るのよね、毎日メイドに揉もませているのにどうしてかしら？」

　聖良が眉まゆ根ねを寄せながら、自分の手で肩を揉みはじめる。そうすると、自然と聖良の豊乳が腕に押し潰つぶされたり、本人の動きに合わせてやわらかく、豊かに震えて眺めがいい。

「聖良の肩が凝りやすいのは胸がデカイからじゃないのか？」

「やっぱり刀かたな彦ひこもそう思う？」

「ああ、だって小里洲は肩凝らないんだろ？」

「はうっ、かか、勝手に決めつけないでよぉ」

　恨めしそうに睨にらんでくる小里洲の背後に、またハムスターの幻が見える。迫力ないなー。

「じゃあ凝るのか？」

「……自慢じゃないけど生まれてこのかた一度も凝ったことがないよ」

「ほらな？」

「なるほど」

「勝手に納得しないで！」

　両目に怒りの炎をたくわえる小里洲。でも、増すのは迫力ではなくいじらしさだった。

「よしよし、安心しろ小里洲、いつかお前にもいいことがあるからな」

「こ、小こ日向ひなた君……あたま、なで……はうぅ……」

　頭を優しくなでると、小こ里り洲すは赤面し、口のなかで唇くちびるを嚙かんで、うつむいてしまう。

　すると聖せい良らが歩み寄り、俺おれと一緒に小里洲のワンサイドアップ頭をなではじめる。

「そうよハムスター園児。貧乳でもいいじゃない。その方がやせて見えるし、肩は凝らないし、ブラは買い替えなくていいし、痴漢に遭わないし、若く見えるし」

　おぉ、聖良が小里洲を気づかって励ましているぞ。

「って、うちの貧乳メイドが血の涙を流しながら叫んでいたわよ。満月の夜に」

　俺は、聖良に親指を立ててウィンクをする。

「経験者は語るだな、聖良」

「その通りよ、刀かたな彦ひこ」

　聖良の完かん璧ぺきなフォロー。おかげで小里洲も平静さを取り戻したはずだ。

「キ」

「「き？」」

　小里洲は小刻みに振動して、うつむかせた顔を急に上げた。

「キエェエエエエエイ！」

　爆発したように謎なぞの奇声を発して、小里洲は涙ながらに聖良へ跳とび蹴げりをかました。

　が、聖良は小里洲の体をすりぬけ、小里洲の脚と額に手を当てる。

　そのまま聖良は、小里洲の体を空中で後ろにくるりと一回転させる。

　小里洲は聖良に操られながら、アスファルトの上に着地させられた。

「──え？」

　小里洲はワープでもさせられたような顔で辺りを見回す。何が起きたのか理解できていないらしい。聖良はうしろ髪をなであげ、勝者特有の落ち着き払った声で息をつく。

「まったく、ワタシが来らい泉せん家に伝わる来泉流護身術の免許皆伝の腕前だったから良かったものを。貴女あなた、病院でけが人を出す気かしら？」

　見下ろしてくる聖良に顔を近づけられて、小里洲は恥ずかしそうに視線を逸そらす。

「いや、その、ごめんなさい……」

　消え入りそうな声だった。漫画なら、ハムスターのように縮むほどの落ち込み方だ。

「わかればいいの。謝れる子は好きよ」

　満足げに頷うなずいてから、聖良は、落ち込む小里洲の頭をなでまわした。

「よし、じゃあ行こうぜ小里洲」

「さぁ行くわよハムスター園児」

　俺らが病院の玄関を目指すと、ぽつねんと独り取り残された小里洲は少ししてから、

「あ、ま、待って～」

　と情けない鳴き声で追いかけて来た。本当に、どこまでもハムスター園児である。
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　受付を済ませると、リノリウムの廊下を歩きながら、小こ里り洲すは俺おれと聖せい良らに念を押す。

「ふたりとも、絶対の絶対に変なこと言わないでね。手術が成功するはずがないとか二割方失敗するとか言っちゃダメだからね」

　ちなみに、小里洲は歩幅が小さく歩くのが遅いため、俺らに数メートル遅れるたびに小走りをしている。にしても小里洲から信用されていないなぁ俺ら。やれやれだ。

「そんなことを言う訳ないだろ？　なぁ聖良？」

「当然よ。だってワタシたちの仕事はその少年に手術を受けさせることなのだから」

　自信たっぷりの聖良。でも小里洲は、むむむっ、と疑惑の眼まな差ざしで聖良を射抜き続ける。

　小里洲がまた三メートルほど差をつけられて、また小走りになる。

「えっほえっほ。あとふたりとも、歩くの速いよ。わたしちっちゃいんだから」

「ワタシ重たいんだから」

　聖良は振り返り、ワンテンポ遅れて身体からだについてくる豊乳の下で腕を組み、持ちあげた。

　小里洲がビクリと、何かに恐怖するように肩を跳ねあげて固まった。俺も足を止める。

「ハムスター園児。貴女あなたそんなに身軽ななりなのだからもっと速く歩けるはずよ。人に求めるばかりではなくて、自分でもっと努力しなさいな」

「……でも、わたしのほうが背が低くて足の長さが違うんだから歩幅が違うの。だから遅いの。ふたりは足長いんだから、もう少しゆっくり歩いてくれてもいいでしょ」

　ぷくっと頰ほおをふくらませて小里洲が抗議をすると、聖良は冷静な顔で語りはじめる。

「歩くのが速い人と遅い人がいて、どちらが相手に合わせるかという話ね。それで、どうして速い人が遅い人に合わせるのかしら？」

「え？　えーっと、それはだって小走り大変だし」

「ええそうね！」

　聖良は言質を取ったとばかりに言葉で詰め寄る。

「つまり貴女は自分が楽をしたいからという理由でワタシに命令をしているのよ。『わたし疲れるの嫌だからあんたわたしに合わせなさい』とね。これがどういう意味かわかる？」

「えぇ!?」

　小里洲はフリーズ。何かを呟つぶやきながら、耳から煙が出そうなほど苦悩しはじめた。まさか否定されるとは思ってなかったんだろうな。小里洲の処理能力を超えたらしい。

「おい聖良。小里洲が動かなくなっちまった……ぞ……？」

　俺は目を丸くした。なんと、あの聖良が唇くちびるに指を添え、眉まゆ尻じりを垂らして悩んでいた。

「イジメすぎちゃったわ。小里洲も可愛かわいくて好きなのに、こまったわ……!?」

　俺の視線に気づくと、聖良は慌てて表情を正した。だがもう遅い。要よう塞さいのように隙すきのない美少女が見せる困り顔は、要塞あらため、宮殿のように魅力的だった。

　教室での様子を見る限り、聖良は敵の多そうな子だが、こんな可愛いところもあるんだな。思いがけない発見に、俺おれのハートはぐらついた。

「ま、まったく、世話のかかる小動物ね。しょうがないからワタシが運んであげるわ」

　言って、聖せい良らは右腕一本で小こ里り洲すを小脇に抱え、スタスタと歩きはじめた。あの細い腕のどこにそんな力があるのだろうか。

「ほら、行きましょう刀かたな彦ひこ……何よその顔は？」

　元の進行方向へ振り返り、聖良は肩越しに俺へ流し目を送ってくる。その視線は魅力的だが、もうさっきのような隙すきはない。それでも、男として見逃せないものがひとつあった。

「その前に小里洲を貸せよ。俺が持つ」

　思ったよりは力があるみたいだけど、あの細腕で長時間はキツイだろう。

　俺が腕を差し出すと、聖良は嘆息をついた。

「まったく、男ってどうしてすぐに女の荷物を持ちたがるのかしら。そうすれば女がなびくとでも思っているの？」

　人を馬鹿にしたような口調で呆あきれ、聖良は大仰にため息をついた。

「勘違いするなって。別にお前のためじゃねえよ。女のお前が人ひとり抱えているのに男の俺が手ぶらじゃ見栄えが悪いだろ？　俺自身のためだよ」

　俺がそう言うと、聖良はやや驚いた顔になる。続けて、まじまじと俺の顔を覗のぞき込こんでから……イタズラっぽく、くすりと笑った。その笑顔は、さっきの困り顔のような鋭い破壊力はないものの、俺の心をふんわりと包み込み、一瞬、鼓動を忘れそうな魅力があった。

「ふうん。そうなのね」

　急に機嫌をよくする聖良。その様子は俺に『みんなと違って、良いい』と口にしたシェリーに似ていた。それが気になって、一瞬呆ほうけていた俺は、なんとか尋ねる。

「ど、どうしたんだ？」

「別に何でもないわ。それにこのハムスター園児も渡せないわ。この子、これで結構抱き心地がいいのよ。ふふ、可愛かわいい♪」

　小脇に抱えた小里洲の頰ほおを指でつつきながら、聖良は愛くるしい笑顔を浮かべた。聖良の送ってくる動画では何度も見た笑顔だけど、こうして生で見ると、結構ドキドキするな。

「うわっ、なんでわたし来らい泉せんさんに抱えられているの!?　下ろして！」

　いまさら気がつく小里洲。聖良は軽く舌打ちをして、腕に力を込める。

「うるさいわねぇ。どうせすぐ遅れるのだからこのまま行くわよ。刀彦、ついてきなさい」

「へいへいほー、っと」

「うわぁんやめて下ろして！　恥ずかしいよう！」

　手足をバタつかせる小里洲は、周囲の注目をたっぷり集めながら運ばれるのだった。
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「あ、ここみたい。来泉さん早く下ろして」

　目的の部屋につくと、聖せい良らは名な残ごり惜しそうに小こ里り洲すを下ろした。部屋番号を確認する小里洲をジッと見つめたり、抱えていた右腕を物足りなさそうに動かしている。

　なんだろう。また、聖良が凄すごく可愛かわいらしく見えてきた。可愛い美人って、反則だろソレ。

　小里洲は病室をノックしてから、ドアを開けた。

「こんにちは、銀ぎん鉢ぱち高校の者です」

　病室は広い個室で、なかには多くの人がいた。患者着姿でベッドに寝て上半身だけを起こす少年。そしてその周りに同じくらいの子供と、もっと小さな子供がふたりずついた。そして一番多いのは、医者だった。

　何人もの医者を侍はべらせた、偉そうな顔をしたおばさんが、ベッドの前でカルテを眺めている。ただひとり、ベッドを挟んだ反対側に立つ童顔の女医さんはおびえた表情だ。

　これはもしや、院長回診、という奴やつに当たってしまったのでは？

　院長と思われるおばさんは俺おれらを一いち瞥べつして、

「君らも光こう一いち君のお見舞いの人？　私の診察が終わるまで、少し待っててくれる？」

　部外者を追い出さないことに驚きつつ、俺らは黙ってその場に立ち尽くした。

「ふぅ、君はカルテを書くのが下手ねぇ。説明不足で院長である私でないと、意味不明よ」

　やはり、このおばさんは院長らしい。けだるそうに息を吐きだすと、童顔の女医さんは頭を下げ、恐縮してしまう。

　おいおい、患者の前で担当医の悪口言って何のつもりだよ。患者を不安にさせるだけだろ。そんなに偉ぶりたいのか？　院長の態度に、俺は腹が立ってきた。それからも院長は二言三言、遠まわしに女医さんを注意してから、カルテを下ろす。

「うん、いまのところは問題ないね。三日後の手術さえ受ければ、君の病気は治るよ」

「ありがとうございました。僕なんかのために、院長先生がわざわざ」

　ベッドの少年、たぶん光一が頭を下げると、院長はふんぞり返りながら目元を緩める。

「お礼を言うほどのことじゃないよ。これが私の、院長の仕事だからね」

「そうよ光一。院長回診なんて、院長の自己満足なのだから、お礼なんていらないわ」

　聖良の一言で病室は凍りついた。院長の目じりが口角と一緒に上がり、固まっている。

「君ぃ、それは医療ドラマの見過ぎだよ。院長回診は権力の誇示ではなくセカンドオピニオンの一環。第三者の目から見て治療に問題がないか、より良い方法はないか探るんだよ」

　なんて無理のある笑顔だろう。それにひきかえ、聖良は高貴な雰囲気をまといながら、クズ院長に上から目線で問いかける。

「ふ～ん、じゃあ、院長先生の専門は？」

「の、脳外科だが何か？」

「それで？　脳外科の先生は、例えば消化器を患う患者にどんな治療を提案するの？」

「そ、それはだな……」

　おお！　院長が言葉に詰まっている。いいぞ聖せい良ら。

「光こう一いち、貴方あなたは脳の病気なの？」

「いえ、僕が悪いのは肝臓です」

「だ、そうだけど、脳外科医の貴女あなたが専門医以上の、どんな治療をする気だったのかしら？」

　院長は何も言えず、悔しげに歯を食いしばると『そういうことは君も医者になってから言いたまえ』と捨すて台詞ぜりふを残して立ち去った。他の医者も、大名行列のように続く。でも最後に、あの童顔の女医さんは穏やかな顔で聖良に頭を下げた。

　聖良は何も言わないけれど、その表情はちょっと満足げだった。俺おれも、聖良のおかげで胸がスッとした。聖良は、俺と一緒にＫＹ四天王なんて呼ばれて嫌われているようだけど、実際はすごくいい子なんだと思う。

　聖良の優しい一面を垣かい間ま見みて、また聖良に少し惹ひかれてしまった。

　一方、小こ里り洲すは息をついて胸をなでおろすと、俺らに耳打ちしてくる。

「やっぱりふたりじゃ不安だから、光一君の説得はわたしに任せて。考えがあるの」

　どんな考えかは知らないが、自信があるようなので俺は黙って頷うなずいた。
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　水みず隙すき鈴すず美みの弟、水隙光一は、小学生とは思えないぐらい礼儀正しい子供だった。

　俺らが事情を説明すると『僕なんかのためにすみません』と謝りつつ『でも来てくれてありがとうございます』と頭を下げてきた。最近の小学生ってみんなこんな感じなのか？

　そして小里洲は、他の子供たちとも気軽に言葉を交わしていた。本物の小学生たちに混ざっても違和感がないとは……小里洲が持つロリ力に、俺はつい感心してしまう。もっとも、光一の同級生が見せるのは、営業スマイルのような表情だけど……。

「へぇ、じゃあみんなあの有名な私立小学校なんだ」

「うん、まあね」

「すごいだろ？」

　小里洲と彼らの会話でわかったことだが、どうやらこの子供たちは全員、お受験して入るエリートな私立小学校に通っているらしい。

　光一が礼儀正しかったのは、それなりに良い教育を受けているからだろう。

　みんなは同級生で、チビっ子たちはその弟らしく、一緒にお見舞いに来たらしい。

「お兄ちゃんやお姉ちゃんのお友達のためにみんな偉いね。そういえばみんなは将来何になりたいのかな？」

　将来の夢。きっと、子供たちに夢を語らせ、未来への希望を示して光一に手術を受けさせようと、小里洲はそういう魂胆なのだろう。すると、聖良が小里洲の肩に手を置いた。

「待ちなさいハムスター園児。この年でもう進路を決めるのは早いんじゃないかしら？」

「いや、そこまで深刻なものじゃないよ……」

　残念なものを見る目で、小こ里り洲すはがっくりと肩を落とした。

「ねーねー、お姉ちゃん聞いてー」

　小学校低学年ぐらいのチビっ子が、小里洲の制服のスカートをつかんだ。

　ひとりの少年が、目が輝かせながら喋しやべる。

「ぼくねー、将来野球選手になりたいのー」

　話を盛り上げるためだろう、小里洲は温かい眼まな差ざしで、笑顔を浮かべて肯定する。

「へぇ、そうなんだー、じゃあ頑張って練習しようね」

「はんっ、それは無理だから諦あきらめなさい」

　現実主義の女王リアリスト・クイーンも笑った。ただし……鼻で笑ったわけだが……。

　少年が不思議そうな顔になり、小里洲は慌てはじめる。

「ら、来らい泉せんさん？」

　聖せい良らは感情のこもらない、淡々とした声で説明する。

「ドラフト指名の候補者は年六万三千人。でもドラフト指名数は約七〇人。つまり野球選手になれるのは九〇〇人に一人だけ。貴方あなたのクラスは何人？」

「う、うーんと、三〇人」

「じゃあ貴方のクラス三〇個分の野球少年が集まったなかで一番野球が上う手まくないとプロにはなれないのよ。わかる？　ところで貴方のクラスに貴方より野球の上手な子はいる？」

「えっと、た、たいち君」

「三〇クラス分の人間のなかでも一番じゃないといけないのに、貴方はたった一クラスのなかの一番にもなっていないのよ」

　ひとりの少年は、夢を失った瞳ひとみで壁の方を向き、動かなくなった。

「酷ひどいよ来泉さん！　希望の芽を摘みとって何が楽しいの!?」

　小里洲に詰め寄られると、来泉は下唇くちびるに人差し指を当てて、首をかしげた。

「酷い？　ワタシは高級国民として凡民を救い導いているだけよ。だからこうして人生を棒に振ろうとしている凡民を助けようとしているんじゃない」

『感謝なさい』と言わんばかりの笑顔に、俺おれは胸を熱くする。

「そうだぞ小里洲。道を踏み外そうとしていたら相手が子供でも容赦しない。それが聖良の素敵なところなんじゃないか」

「どこに魅力を感じているの!?」

　聖良の崇高な考えを理解できない小里洲を無視して、聖良は他の迷える子羊を見つめる。

「それで、貴方は何になりたいの」

　もうひとりの少年は目に希望を持って語る。

「ぼくはね、ＮＡＳＡに入って宇宙飛行士になりたいの！　それで仲間たちと一緒に月で地球を背景に写真を撮るんだよ！」

「無理よ。アポロ計画当時は国力アピールのために月を目指したけど、現代では人間の月面着陸にかかるコストに釣り合う見返りがないもの。いまさらアメリカが、月に人間を送ろうとするとは思えないわ」

　とある少年はモノ言わぬ人形となり、窓から遠い空へと意識を放り捨てた。

　廃人となった幼い少年ふたり。青ざめた顔で凍りつく水みず隙すき光こう一いちとそのクラスメイトたち。

　そして両目を吊つり上あげる小こ里り洲す。

「子供の夢を壊さないで！　大丈夫だよみんな。信じていれば夢はきっと叶かなうよ」

「馬鹿言うなよ小里洲。信じるだけで夢が叶うなら日本中の男の子がスポーツ選手と宇宙飛行士になっちまうだろ。お前は日本からサラリーマンを滅亡させる気か？」

　俺おれを援護するように、聖せい良らは子供たちに告げる。

「その通りよ貴方たち。貴方は本気で野球選手を目指すなら己の全すべてを野球に捧ささげなさい。そっちの貴方は月に行きたかったら宇宙飛行士になるより宇宙エレベーターという、宇宙まで伸びたエレベーターを作る方が低コストで現実的よ」

「エレベーターで宇宙に行くなんてかっこわるいよー！」

「なら諦あきらめるしかないわね」

「「うわぁあああああああん！　ママァー！」」

　幼い少年たちはそろって泣きながら逃走。

　その兄や姉であろう、光一の同級生たちも跡を追って出て行った。

　聖良は儚はかなげな表情で子供たちの背中を見送り、隣に立つ俺へと語りかける。

「刀かたな彦ひこ、現実とはいつも悲しく、そして残酷なものね」

「ああ、だが今日という日が彼らの糧かてとなり、貴重な財産になるんだろう」

「綺き麗れいにまとめないで！」

　俺と聖良が振り返ると、小里洲が精一杯の怒り顔で自分の存在をアピールしていた。

　迫力ないなぁ……。
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　見舞いに来てくれた子供たちがいなくなったので、ようやく今回の目的が果たせる。

　俺らは水隙光一を説得し、手術を受けさせなければならないのだ。しかし本題に入ったというのに、小里洲がさっきから胃袋あたりをさすり続けているのはどうしてだろう？

「うぅ、会長から庶務に指名されたときは喜んだけど、こんなことになるなんて……」

　小里洲が苦しそうな表情を嚙かみ殺ころす。

「さっきはごめんね光一君。このふたり、空気が読めなくて」

　光一は苦笑いを浮かべた。

「き、気にしないで下さい。それより今日は僕のために来てくれてありがとうございます」

　光一の印象は、気弱な少年Ａのままだ。

　体格は細身、少し童顔で気が弱そうな雰囲気を持っている。さて、どうしたものか。

　正直悩む。光こう一いちは八割方成功するという手術が、失敗することを恐れている。なら方法はおのずと限られてくるだろう。

　失敗しないと思わせるか、失敗しても大丈夫と思わせるかだ。

　何にせよ、あまり直接的に言うと光一も意固地になってしまうかもしれない。俺おれの脳内でも天使の格好をした紗さ希き姉が『慎重にだぞ』って言っているし、ここは慎重に……。

「貴方あなた、手術が怖いらしいけどどうして？　受けないと治らないのだから受けなさいな」

　言ったぁあああああああ！

　聖せい良らは慎重にどころか、直接ド直球に切り込んだ。なんてストレートな女だ。でも遠まわしな言い方が嫌いな俺としては、聖良のそういう部分は好きだ。凄すごく好感が持てる。

　俺が聖良の魅力に惹ひかれていると、光一は視線をベッドの上に落とす。

「それはわかっています。先生にも手術は八五パーセント成功するって言われました。でも不安なんです。僕の手術は肝臓の、菌に侵された部位を摘出するんですけど、肝臓は半分までなら摘出しても再生する確率が高いそうです。でも再生がうまくいかなかったら、常に体がだるくなって、運動のできない体になるんです。サッカー部も、やめないといけないって。だから、失敗したらと思うと怖くて……」

　光一がうつむく。小こ里り洲すはなんと声をかけていいのか悩んでいるんだろう。おどおどとして、言葉に困っている様子だ。

　俺も困る。一五パーセント。俺は医者じゃないから、この数字を変えることはできない。

　なんとか印象を操作して、手術の成功率を高く見せないと。

　すると、また聖良が口火を切った。

「ふっ、つまらないことで悩むのね貴方。たかが一五パーセントじゃない。これがどれほど小さな数字がわかっているの？」

　おお、いいぞ聖良。

　どうやら聖良も俺と同じ考えらしい。一五パーセントという数字の印象をできるだけ小さく見せる。そうすれば、きっと光一は手術を受けてくれるだろう。

「一五パーセント、それを日本の面積に例えると」

　聖良は、真しん摯しな眼まな差ざしで光一を見つめる。

「四国と九州と東京都を合わせたぐらいの面積よ」

「結構あるよ！」

　小里洲の鋭いツッコミだった。光一の顔色が悪くなる。

「じゃあ人口で例えるわ。北海道、東北、四国、鳥取県の全人口を足したぐらいよ」

　光一の顔色がさらに悪くなる。

「それも結構多いよ！　もっとこう割合じゃなくて起きる確率とかで例えてよ。何々が起きる確率と同じとかさ！」

　聖せい良らの頭上に電球が光る。

「それならいいのがあるわよ」

「それを言って！」

「サイコロで二が出る確率とほぼ同じよ。裏面との重量差で二は出にくいの」

　光こう一いちはベッドに倒れ伏した。

「サイコロ……」

「リアリティあり過ぎるよ！」

「貴女あなたが言えって言ったんじゃないの」

　小こ里り洲すに詰め寄られても、聖良は悪びれる様子もない。

　光一は窓の方を向きながら、布団をかぶってしまっている。

　小里洲は慌てて光一に呼びかけた。

「そうだ光一君。さっきの子たち、学校のお友達なんでしょ？　きっとみんなも早く光一君と学校で会いたがっているよっ」

「みんな？」

　光一が小声で反応して、小里洲は畳みかける。

「そうだよ、お友達みんなが待ってくれているよ！」

「……さっきの子たちとは、一度も遊んだことがないんです」

「え？」

「そもそも、僕には友達なんていないんです……学校のみんなは勉強が、いい中学に進学することが大事だから……」

　小里洲は、地雷を踏んだかと思ったらしく固まった。

　けれど、それから光一は上体を起こして、布団から姿を見せてくれた。

「でも、僕が入院したら、クラスのみんながお見舞いに来てくれたんです。みんな中学受験に向けて試験勉強があるはずなのに……」

　弱々しい声に、希望が芽吹いていく。

「僕には友達なんていないと思っていました……でも僕は、僕が思っている以上にみんなから愛されていたんですね。それがわかっただけでも、入院してよかったと思います」

　光一の話に、小里洲も温かい表情になる。

「そっか。いいお友達だね。きっとみんな、光一君と仲良くなりたかったんだよ。ただ、きっかけがつかめなかっただけ。学校に戻ったらきっと、みんなで仲良く遊べるよ」

　小里洲は光一の手を、両手で優しく握る。

「だから光一君。ちゃんと手術を受けて、病気を治そ」

「小里洲さん……」

　光こう一いちは小こ里り洲すと視線を交えて、感極まったような声を絞り出した。

「ねぇ刀かたな彦ひこ。あの子たちがお見舞いに来たのって、内申点を上げるためよね？」

「だろうな。でないと勉強時間削ってまで友達でもない奴やつの見舞いに来るかよ」

「ふたりとも！」

「ど、どういうことですか？　だってみんなは──」

　小里洲がバタバタと手を振りながら、光一と俺おれのあいだに割って入る。

「光一君、あのふたりは無視しようね！」

　が、聖せい良らは小里洲を無視して続けた。

「名門中学校の面接試験では『友達がいるか』『小学校時代の思い出は何か』って聞かれることが多いもの。そのとき、病気で入院したクラスメイトのお見舞いにわざわざ行ってあげたことを言えばかなりのプラス評価になるでしょうね」

「他の生徒がありきたりな思い出を話すなか、ひとりだけそんな話をすれば目立つしな」

　俺のときもだけど、高校の面接試験てなんで『貴方あなたは友達が多い方ですか？』とか聞くの？　友達がいない奴はダメ人間なのか？　ひとり遊びが好きな奴に謝れ。大人は子供に友情を求め過ぎなんだよ。小学校のとき、家庭訪問で担任は、俺がいつも独りで遊んでいることを問題視してきた。なんで遊び方を学校が指定すんのって話だ。

　聖良は呆あきれた顔で肩をすくめる。

「みんなは貴方が心配なのではなく、ただ入院中のお友達のお見舞いに行ったという事実が欲しいのよ。入院した途端、急にっていうのがその証拠ね」

　光一は不安に怯おびえながら、聖良に問いかける。

「じゃ、じゃあ僕は、退院したら、また学校で独りなんですか？」

「そうよ」

　冷たく突き放す聖良。小里洲はどうしていいかわからないのだろう。ひとりで慌てて、でも出る言葉がないようだ。

「じゃあ手術なんて受けません！　ずっと入院していればみんな──」

「貴方、友達がいないと学校へ行けないの？」

　言葉を吞のみこんだ光一は答えず、うつむいたまま、僅わずかに頷うなずいた。きっと、光一はずっと独りぼっちで寂しかったのだろう。だから、たとえ偽物でも優しさが欲しいのだと思う。

　そんな光一に、聖良という名の女神が神託を下す。

「ふん、貴方も近代洗脳教育の犠牲者というわけね」

「え？」

　顔を上げた光一の目には、涙が溜たまっていた。そんな光一に、聖良は饒じよう舌ぜつに語る。

「大人たちは小学校入学前の幼稚園児に、友達百人できるかな、という歌を歌わせるわ。小学生には友達のために命を懸ける友情物語『走れメロス』を読ませて、毎日お友達と楽しく遊びましょうと教えるわ。そして中学生には高校受験で、信頼できる友達はいますか？　お友達との思い出はなんですか？　と聞くの」

　聖せい良らの口元に、妖あやしい笑みが浮かんだ。そして、まるで演説でもするように力強く語る。

「その結果、日本人は『学校は友達を作る場所』『友達のいない奴やつは学校に居場所がない』『友達いない奴は駄目な奴、魅力のない奴』『独りでいるのはダサいこと』と覚えアドレス帳の登録数、ツイッターのフォロワー数、フェイスブックのイイネ数を自慢して、ブログには大勢の人と一緒にいる写真を自慢げに晒さらして『ボクちゃんこんなに人気者でお友達のいる魅力的な人間なんです』をアピールするようになったわ、けどね」

　聖良の瞳ひとみに、勇ましい目力が宿る。

「断言するわ。学校生活に友達なんて必要ない。友達なんてただの一コンテンツだもの。この世はもっと楽で面白くて安価なコンテンツに溢あふれているわ。友達に依存するのはアルコール中毒と同じと心得なさい！」

　最後まで言い切った聖良。気がつけば、俺おれは聖良の手を握っていた。

「お前マジかっけぇな、そこまで言い切るなんてすげぇよ」

「ふふん、もっと褒ほめなさい」

　聖良は嬉うれしそうに目で笑う。

「カッコよすぎてマジ惚ほれるぜ。お前みたいな奴がもっと増えればいいのに」

　聖良が俺にキメ顔を作る。

「当然よ。だってワタシ、いままで友達なんていなかったけれど、問題なかったもの」

「ボッチ宣言!?」

　小こ里り洲すがドン引きした。

「いや、俺も友達いなかったけど問題なかったぞ。むしろ放課後は全部俺の時間だったおかげで好きなだけゲームできて楽しかったなぁ。聖良の言う通り友達なんてお菓子やジュースと同じ、ただの嗜し好こう品ひんだ。なくても困りはしないし代わりのモノはある」

　俺の言葉を聞いた聖良は口に手を当て、大きな目を丸くして感心する。

「刀かたな彦ひこ、貴方あなたほんとうにいいこと言うわねぇ」

　聖良に肯定されると気分がいいな。今日も部活に来て良かった。

「ふたりともＫＹ以前にボッチだったの!?　そりゃそうだよね！　ＫＹじゃ友達なんてできるわけないよね！」

　壁に背中を張り付けるほど俺らから距離を取り、小里洲は全身を震わせている。

「おい小里洲、お前何ひとりで興奮しているんだよ？」

「ふたりがさっきから非常識すぎるからでしょ！」

「まぁハムスター園児のことは置いといて、水みず隙すき光こう一いち」

「は、はい！」

　光こう一いちはやや怯おびえた表情で、布団の端をにぎりしめた。

「交友関係の形成は人脈を必要とする社会人になってからで十分だわ。それまでは友達なんてただの嗜し好こう品ひんのひとつに過ぎないと思いなさい。そもそも学校は勉強をしに行く場所なのだから、休み時間も勉強なさい。そして将来、人生の勝者になったとき、貴方あなたを利用しようとした連中を思い切り見下しなさい」

「いや、別に僕、いじめられているわけじゃないから、みんなを見下すとかは……」

「貴方、まだわかっていないの？　あいつらは貴方を利用しようとしたのよ」

　聖せい良らは椅い子すからゆっくり立ち上がると、光一に歩み寄り、妖あやしい手つきで両手を上げた。

「刀かたな彦ひこ、ハムスター園児。貴方たちはもう帰っていいわよ。ワタシはこれから」

　その瞬間、俺おれの目は、聖良の背中から何か邪悪なモノが溢あふれだすのを見た、気がする。

「この子に社会の全すべてを叩たたきこむわ！」

「はわわわわわっ！」

　聖良が全身にまとう覇気に、小こ里り洲すは圧倒されて尻もちをついた。

「そっか、じゃあ後は頼んだぞ聖良」

「任せなさい刀彦……ついでに、さっき逃げたドリームボーイふたりもあとで……ふふ」

　俺は小里洲の手をつかんで立たせると、すぐに出口へ向かった。

「ちょっと小こ日向ひなた君、何をするの？」

「うわーん、このお姉さん怖いよー！」

　背後から光一の泣き声が聞こえてくるが、俺は無視した。

　聖良が任せろって言っているんだから、任せていいのだろう。俺は能天気に考えながら、病院を後にした。

　でも聖良って、まるで俺みたいなことを言う女子だったなぁ。

　あまり経験したことのない出来事に、商店街の福引で二回連続二等賞を当てたときのようなレア感を味わった。三年前、商店街のおじさんたちは泣いていた。
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　その日の夜。風ふ呂ろから上がった俺は、脱衣所に置いていた携帯の着信音に気づいた。

　寝まきを着てから画面を開くと、差出人は聖良だった。

『光一が手術を受けることになったわ。ワタシを褒ほめ称たたえなさい』

　絵文字も顔文字もない、簡素なメールだった。

　俺は、聖良を褒めちぎりまくったメールを送る。すると今度は、

『もっと褒めてもいいのよ』

　と返って来た。もっと褒められたいらしい。じゃあもっと褒めよう。俺はそう思って、もっと褒めちぎったメールを送ってみた。するとまたメールが来た。

『そういえば貴方、友達ができたことないのよね？』

『そうだよ』

『じゃあワタシが貴方あなたの最初のメル友ね。このワタシが貴方の初めての人で、このワタシの初めてのメル友になれたことを〝光栄〟に思いなさい』

　メル友とは、正確にはメール上だけの友達のことを言うのだが、たぶん聖せい良らは、メールのやり取りをする間柄、という意味で使っているのだろう。

　そのとき、不意に脱衣所のドアが開いた。タオルを持った母さんが入ってきて、洗面台の上の戸棚にしまいながら、俺おれの携帯画面を覗のぞき込こんでくる。

「あんた携帯いじっていたの？　そういうことは部屋でやりなさい……何この偉そうなメール。そんな子と一緒にいてもあんたのためにならないよ」

　そのまま、母さんは不機嫌そうに脱衣所から出て行った。

　俺は淡々と電話帳から聖良の携帯番号を選択。電話をかけた。ワンコール以内で聖良が出る。イタズラ目的のワン切り野郎も、聖良の前では形なしだな。

『何よ刀かたな彦ひこ。感謝の言葉を直接伝えたくなったの？』

　電話越しに聞こえる高飛車な声。

　俺は聖良に、素直な気持ちを伝えた。

「俺とお前は同学年で対等だから、光栄、なんて大げさな気持ちはないよ」

　電話の向こうから、沈黙が聞こえた。

　さっきまで俺の言葉を待っていた聖良は、俺の言葉で沈黙した。

「でも、お前のメル友になれて嬉うれしいぞ」

『ど、どういう意味よ……』

　聖良には珍しい、躊躇ためらいを含んだ声音だった。

「『このワタシのメル友』ってことは、聖良は俺をメル友だって認識しているんだよな？」

『そうよ』

「でも聖良、病院で言っていたじゃないか。友達は一コンテンツに過ぎないって。てことは世の中にはもっと楽で面白くて安価なコンテンツがあるのに、わざわざ俺っていうコンテンツを嗜し好こう品ひんに選んだってことだろ？　俺は男だから、聖良みたいに美人でスタイルが良くて素直でカッコイイ子に好意を向けられたら普通に嬉しいぞ」

『っ』

　電話の向こうから、何か強い感情が伝わってくる。無言だけど、小こ里り洲すのハムスターアバターにも通じる、何か可愛かわいい気配を感じる。

『貴方の携帯、テレビ電話機能ついている？』

「ん？　ついているはずだぞ。使ったことないけど」

『じゃあ、すぐに切り替えなさい』

「？　おう」

　何をしたいのかわからないけど、聖せい良らが望んでいる以上、要求には応こたえてあげるべきだろう。

　俺おれは機能からテレビ電話を選択。でも携帯の反応が悪くて、俺は決定ボタンを連打した。

　すると、画面がめまぐるしく変わった。

　──テレビ電話機能起動。

　──この通話を録画しますか。

　──はい。

　──録画を開始しました。

「あっ」

　耳まで赤くした、聖良の赤面が映るなり、いきなり聖良は舌を出した。

『調子に乗るんじゃないわよ、ばーか』

　ぶつっ　と、電話が途切れた。

　──録画を終了します。

　そう表示された後、録画を再生すると俺の携帯画面のなかで、また聖良が恥ずかしそうにアカンベーをしてくれた。聖良みたいに大人っぽい美人のアカンベーはギャップで凄すごく可愛かわいくて、俺は二度、三度と再生してしまった。くぅっ、ハートがぐらつくぜ。
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　携帯片手に部屋に戻ると、俺おれは目の前の光景に一瞬固まって、でもすぐにまたいつも通りに呆あきれた顔をする。

　だって、そこには……。

「お帰りかー君。かー君のためにベッドを温めておいたぞ」

　紗さ希き姉が、ベッドにて笑顔で待っていた。

「さぁ」

　と言いながらかけ布団を開く紗希姉。しかも、俺が中学時代に着ていた古いワイシャツ一枚の姿だ。しまらないボタンは全開で、爆乳の谷間が下乳まで丸見えだ。裾すそからはふとももと、きわどいデザインのショーツの食い込んだ、セクシーなヒップラインが拝めた。

「さぁじゃないだろ」

　困った姉ちゃんだ、と俺は携帯を机の上に置いて、椅い子すに座った。

「よいではないかよいではないか。さぁかー君、早くベッドのなかでお姉ちゃんに今日の成果を報告するのだ」

　紗希姉は少し息を荒くして、ほめられるのを待つワンコみたいな表情で俺を待ち始める。

　そんな風におねだりされては断れない。俺は、仕方なく話すことにした。

「今日は聖せい良らの奴やつが大活躍だったな。そういや聖良って俺みたいなことを言う奴でさ、て言っても俺よりずっとカッコイイんだけどな」

　俺に同意してくれたり、俺も賛同できることを言ったり、聖良には驚かされてばかりだ。

「なんだか親近感が湧わいて……おい紗希姉……」

　俺が椅子に座ったまま説明していると、紗希姉はベッドを手で叩たたき、俺のベッドインを強く要求してくる。

　まったく、呆れた姉ちゃんだぜ。

　俺は部屋の電気を消すと、紗希姉の眠るベッドに入った。

「姉ちゃんは、いつまで俺と一緒に寝る気だ？」

「ずっとだよ。ずーっと」

　姉ちゃんの部屋と向かい合っていない、もうひとつの窓からの月明かりだけが頼りの薄暗い部屋。そのなかで、姉ちゃんは子供っぽい笑顔を浮かべて俺の胸に額をこすりつける。

「私は嫁の上位互換である姉だからな。かー君に彼女ができたら川の字になって寝たいな」

「なんだそりゃ」

　こうして俺は、また姉ちゃんと一緒に眠るのだった。


　　　◆



　刀かたな彦ひことはまったく関係ない、別の話だが、一ヶ月後のとある小学校の教室にて。

「あ、光こう一いち、退院したのか？」

　手術が終わり、退院した光一。彼が教室に入ると、クラスメイトたちは面接で語るドラマのしめくくりを、と光こう一いちの元へと集まり、

「囀さえずるな、愚民共よ！」

　地の底からすすりあがるような重低音。クラスの誰だれもが顔を強こわ張ばらせて硬直した。

　光一の双そう眸ぼうが、紅ぐ蓮れんのマグマのように滾たぎっている。地獄の炎のような空気と、深海のように重く冷たい声を兼ね備えた光一と他の生徒とでは覚悟が違う。志が違う。決意が違う。

　いまの光一は、もはや現生人類のソレとはなにもかもが違っていた。

　王者の足取りで歩む彼の前に、誰もが道を開けた。

　それから光一の成績は右肩上がりを続け、体育は鬼気迫る決死の心身にて全すべての生徒を圧倒。賞賛する者を『懐なつくな愚民』と吐き捨て、妬ねたむ者は『弱者の囀り』と切り捨てた。

　後に、水みず隙すき光一は一流中学、一流高校を卒業後、マサチューセッツ大学を一年で首席卒業。誰に雇われることもなく、己の会社を設立。世界的な企業体、ＫＯＵＩＣＨＩコンツェルンの初代代表取締役を務める。

　そして光一は還暦を迎えた次の日、テレビの取材でこう語る。

「我を導いたのは、遠い日に出会ったとある女性だった。彼女がいなければ今の我は存在せぬよ。我は全世界の子らに伝えたい。友達など、ただの一コンテンツに過ぎないとな！」

　この言葉は、そのまま偉人伝に載った。また、似たような言葉を、世界一のホームラン王と、宇宙エレベーター開発の総責任者も語ったという。







　俺おれが完かん璧ぺき超人生徒会長こと、幼おさな馴な染じみのブラコン姉ちゃんに『今日も良いことをする部』略してＫＹ部に強制入部させられてから、一週間が経たったある日の昼休み。

　弁当を食べた俺は、一階を目指して階段を下りていた。目的は購買部前の自販機だ。

　みんなは昼食時と帰宅時で、一日二回は利用するらしいが、俺は一度もない。

　子供のうちから大金を持つのはイカンという母の思想のもと、我が家は一部の例外を除き、バイト禁止で俺の小遣いは月五千円だ（兄貴は一万）。働かず何も生み出さず五千円も貰もらえるのだから、俺は母に土下座をしてしかるべきだろう。

　小遣いは勉強道具とときどきゲームに使うものだ。

　額を床にこすりつけ、感謝の言葉と引き換えに母から施される貴重なお金かねを砂糖水と交換するなど、不等価交換と言うしかない。

　だが、クラスの奴やつが、学校の自販機は十円安いから得だ、と言っているのを聞いたのだ。

　もし本当なら、利用しない手はない。ふたつ年上の兄貴が好んで飲む自販機限定の『正午の紅茶』があれば教えてやろう。兄貴が望むなら、買って帰ってもいい。

　そんなわけでジュースの値段を確認しに廊下を歩いていると、購買部が見えてきた。廊下の右手に広がる教室大の空間。そこには長いベンチが並んでいて、掃き出し窓がついた外側の壁には自販機が並び、対角の壁にはＬ字型の商品棚とレジカウンターがある。

　昼休み後半なので、もう人だかりはなく、数人の生徒が菓子パンを選んでいる程度だ。

　ベンチは菓子パンを食べたり、友達とダベったり、スマホをいじる生徒で大半が埋まっている。そんな中、ひときわ異彩を放っている美少女を見つけた。

　雪のように輝く白いツーサイドアップの髪に、ゲームの吸血鬼キャラみたいな真紅の瞳ひとみ。

　それが黒衣をまとっているものだから、ぱっと見なにかのコスプレにしか見えない。

　里り緒お式しき詩し織おり。俺おれと同じＫＹ部の部員だ。と言っても、未いまだ部活には無出席だが。

　いくらクラスが違うとはいえ、これだけ目立つ存在に一年間気づかなかったのだから、小こ里り洲すの言う通り、俺はそうとう周囲に関心がなかったのだろう。

　詩織はお人形のような無表情で、ベンチにお尻を下ろしてゲームボーイで遊んでいる。

　俺らが生まれる前に生誕したこの遺物で遊ぶのは俺とシェリーぐらいのものかと思っていたが、どうやらそうではないらしい。

　俺は、詩織が何のソフトで遊んでいるのかが気になった。

　頭のなかでポケヒロの話題を巡らせ、俺は軽い足取りで詩織の方へと向かう。

　すると、一年生の女子が三人、詩織を取り囲んだ。

　うちの学校は学年によって胸元のリボンの色が違うので、学年は一目瞭然だ。ちなみに、学年を確認するという名目で、初対面の女子の胸元を見る連中を、俺は数人知っている。

「ねー、先輩ちょいそこどいてよ」

　真ん中に立っていた女子が、頭の緩そうな口調で詩織に話しかける。

　詩織はゲーム画面から顔を上げずに一言。

「お断りします」

　まさか断られるとは思わなかったのだろう。三人組の顔に、わずかなイラ立ちが浮かぶ。

「別にいいじゃん。三人で座れるとこないんだよ」

「窓際のほうならポツポツ空いてんじゃん。あっち行ってよ」

　詩織は相手を一いち瞥べつもせず、

「私は見ての通りアルビノなので、紫外線の強いところは肌に悪いのです」

　次の瞬間。三人組の眉み間けんにしわが寄り、詩織へ一斉にまくしたてる。

「は？　アルビノって何？　わけわかんないんだけど」

「てか、あんたのそれ脱色ー？　カラコン派手すぎない？」

「これなんかのコスプレ？　あんたオタク？　きっしょー」

　自身の百倍優れた容姿を持つ美少女を相手に、容姿を蔑さげすむという愚行を犯す有象無象三人組。とはいえ、どれほど間違っていようが『数こそ正義』なのが学校社会というもの。たとえこちらが正しくとも、声の大きいほうが勝ってしまうのだ。

　だが、ここで詩し織おりが漫画の内気系ヒロインのようにうつむいて涙ぐめば、きっと詩織はＫＹ四天王などとは呼ばれていまい。

「ご説明しましょう」

　詩織は有象無象を見上げ、無表情のまま声のトーンを上げる。

「私の髪が白く目が赤いのは先天性色素欠乏症だからです。遺伝子の欠損によりチロシナーゼを生成できないのでチロシンをメラニンに変換できないのです」

　詩織は無傷だった。三人のいじめなどまるで効いていない。

　逆に有象無象の三人組が動揺している。

「は？　なに言ってんの？」

「急に説明とか、ちょっ、キモいんだけど」

「チロシナーゼとかわけわかんないし、バカじゃないの？」

　詩織は無表情のまま、びしっと人差し指を立てて先生口調になる。

「そうですねぇ。わかりやすく説明するとドーパキノンとはメラニンの前駆物質で──」

「そういう話じゃないんだけどぉ！」

　とうとう有象無象の女子がキレて、詩織の解説を遮断する。それでも詩織は、眉まゆひとつ動かさずに首を傾かしげる。たおやかに揺れる純白の髪が広がって、神秘的な美しさをともなった。詩織が首を傾けると、本当にお人形さんのようだ。部屋に飾っておきたい。

「ていうかうちの高校黒髪以外禁止だよね？　染めれば？」

　苦し紛まぎれに矛先を変えるとは、なんと愚ぐ昧まいな女子だろう。対する詩織は聡そう明めいだった。

「お言葉ながら、それは染髪禁止という意味かと。黒髪以外禁止というのは日本人の平均的な髪の色が黒色であることから便宜上制定された校則であり──」

「うっさいッ!!」

　有象無象のひとりがカカトで床を蹴けり、詩織の弁論を遮さえぎった。三人組はいらだたしげに顔をゆがめながら、詩織を睨にらみつけている。

　一方、詩織はゲームボーイを再開した。

「って無視すんなし！」

「私はゲームをしたいのです。これ以上の会話を強要する場合は刑法二二三条の強要罪が適用される可能性があるので注意してください。おっ、レベルが上がりました」

　詩織の姿に、俺おれは心のなかで『いいぞ』と熱いエールを送る。

　矮わい小しような連中の手の平で転がされるわけでも、感情剝むき出だしで喚わめいて同レベルに落ちるわけでもない。まして、いきり立って暴力に訴えるという下げ衆すなこともしない。

　詩織は悟りを開いたオシャカ様のように冷静に、理知的に、ただただひたすら淡々と論理的に対応していた。

　その手際のよさには流石さすがの俺も脱帽する。

　一方、蹴散らされた三人組は憎らしげに汚く舌打ちをすると、体の向きを変えた。

「行こ。こんなキモボッチ相手にしていても時間の無駄だし」

　負け惜しみを言うことで、逃げるのではなくあえて見逃す感じを出そうとしているのだろう。そういうところがダサいのだ。人間、自分の間違いを認めてこそ成長できるのに。

　俺おれは的確に空気を読み、細かな機微を察知することで俺の成すべき最適解を導き出した。

　ありていに言えば、俺は有象無象たちの悔しがる顔を見たくなり、理性を捨て去り欲望のままに走り出した。

「ごっめーん♪　詩し織おりちゃん待ったぁー？」

　軽い足取りで手を振りながら、俺は爽さわやかにスマイル。

　詩織は無表情の顔を上げ、

「待っていませんよ？（待ち合わせしていませんし）」

　俺は有象無象たちを無視して横を通りぬけ、詩織の隣に座ると肩を寄せる。

「そんな怒らないで機嫌直してくれよー。この埋め合わせはするからさー」

「なんの話ですか？　埋め合わせなんていりません」

　詩織は相変わらずの無表情だが、事情を知らない人にはそうは見えないだろう。

　いまの詩織は、自分にメロメロの彼氏にツンとした態度を取る、イイ女なのだ。

　俺の計画通り、有象無象の女子三人組は頭から湯気を出して歯を食いしばり、女子にあるまじきシワを眉み間けんに集めて去っていく。

　俺は爽そう快かいな気分だった。これで彼女たちが有象無象から脱却することを願っておこう。

「刀かたな彦ひこさん。いまのはなんだったのですか？」

「なんだろうね。それより詩織、お前は迷うことなく自分の道をひた走れ」

「よくわかりませんが、そうします」

　詩織はこくんと頷うなずいた。

「ていうかそれポケヒロのブルーバージョンじゃん。詩織も初代ポケヒロやってんのか？」

「はい。シェリーさんから一緒にやろうと電話をもらいまして。最初の三人の中から刀彦さんはセシリー、シェリーさんはエリスを選んだと聞いたので、私は椿つばきを選びました。時間の取れる日に通信をしましょう」

「オーケー」

　ポケヒロ仲間が増えたことが嬉うれしくて、俺は歯を見せて笑った。

　詩織とは初めてまともに話すが、話しやすい、いい子だと思う。向こうから遊びに誘ってきたし、コミュニケーション能力は高そうだ。ＫＹとか言われる理由がわからない。

「そういえば詩織、なんで上着なんて着ているんだ？　もう五月後半だぞ？　冷え性？」

　夏はまだ先だが、五月の暖かい季節だ。上着を足す必要はない。

　すると詩織は相変わらずの無表情のまま、シャープなアゴを上げて誇らしげに語る。

「ふっふーん。この黒衣は内側を通っている管に冷却材が入っていて着ているととっても涼しいのです。学校にはアルビノ用ＵＶカットアウターとして着用許可を貰もらっています。あと私は腰から自作のノーパソをブラさげているので、端末を保護する意味もあるのです」

　詩し織おりがチラっと黒衣をめくると、右腰には黒色に光るノーパソが装着されている。

「へぇ、そんなものまで作るなんて詩織は凄すごいな。いまは何を作っているんだ？」

「世界最小のドローンを鋭意制作中ですよ。当然、長時間飛行と動画撮影機能は必須です」

　便利グッズ作りが趣味の詩織は、得意げに胸を張った。

　無表情なのに、仕草と声のはずみ具合で嬉うれしそうだとわかる。器用な子だなぁ、と思う。

「何それ凄過ぎだろ。俺おれにはどう作ったらいいか想像もできない世界だな」

「ふっふーん。もっと褒ほめてくれてもいいのですよ」

　小鼻をふくらませ、詩織は息を吐いた。

「詩織は本当に器用で頭がいいんだなぁ。羨うらやましい限りだよ」

「もっともっと褒めてくれてもいいのですよ」

「詩織は美人でスタイル良くって髪と目は綺き麗れいな色で本当にオンリーワンな女の子だな」

　詩織の表情が、ちょっと硬くなる。

「才色兼備って詩織のことだよな。美少女なうえに頭までいいなんて、敵かなう女子いるの？」

　無表情のまま頰ほおを紅こう潮ちようさせ目をつむってから、詩織は唇くちびるをきゅっと真一文字に引き結ぶ。

「詩織みたいなタイプの女子は初めてだよ。特にさっきの、冷静な大人の対応っていうの？　ああいうの、俺憧あこがれるわ。将来詩織と付き合う男は幸せだなぁ」

「…………きゅぅ」

　なにこの可愛かわいい生き物。

　詩織は両手で顔を隠し、背中を丸めて震えていた。隠し切れていない耳の赤あか味み具合から、相当な恥じらいが見て取れる。

　褒めろと言っておきながら、褒められ慣れていないのかな？　ていうか、褒められることが少ないからこそ、褒められたかったんだろうな。

　詩織は可愛いなぁ。と俺が心躍らせていると、購買のカウンターから鋭い声が聞こえた。

「高たか橋はしさん。学校でスマホゲームをしてはいけませんッ。スマホは連絡用ですよ」

　俺と可愛い詩織が顔を上げると、若い女の先生が茶髪の女子を叱しかっていた。

　茶髪の高橋とかいう女子は、スマホを横にして、画面上で指を滑らせている。銀ぎん鉢ぱち高校は携帯の持ち込みが自由なので、残念ながらこの学校ではよく見る光景だ。

　多くの生徒は注意されてもゲームをするので、ほとんどの先生は諦あきらめている。

　でもやる気溢あふれる若い先生のなかには、まだ諦め切っていない人もいるらしく、時折こんなことが起きる。俺は詩織に、ゲームボーイを隠すよう促した。

　高橋と呼ばれる女子は、面倒臭そうに首をかく。












「校則で禁止されていませんよね？　先生になんの権限があるんですか？」

「……校則の最後には『他、学生生活に不適切な行為をしてはいけない』とあります」

「じゃあゲームが不適切な行為に当てはまる理由を説明してください」

　高たか橋はしはしれっとした態度を崩さない。若い女の先生も、負けじと反論する。

「学生の本分は勉強。勉強に関係ないものごとは不適切に決まっています！」

「ふーん、じゃあ体育館やグラウンドで運動して遊ぶのはなんでＯＫなんですか？　ドッジボールって勉強に関係あります？」

「か、体を動かすのは健全な行為です」

「健全かどうかじゃなくて勉強に関係あるかどうかじゃないんですか？　論破された途端主張を変えるなんて卑ひ怯きようですよ？」

　イラ立ちを抑えるようにして、若い女の先生はぎゅっと拳こぶしを握る。

「なんですかその口の利き方は！　あなたは教師をバカにしているんですか。それにその髪の色は校則違反ですよ。染髪を禁止しているのは校内の風紀を乱さないためです。服装の乱れは心の乱れ。反論できますか？」

　まぁ、染髪禁止の校則なんて、総合コースの生徒にはあってないようなもんだけどな。

「大人のくせに勝てないとわかるや論点をズラさないでくださいよ。あと反論は簡単です。染髪と風紀の乱れを繫つなげる根拠はありません。黒髪の犯罪者がいないとでも？　『服装の乱れは心の乱れ』は論理じゃなくてただの決まり文句ですよ？　あと『学生』は大学生のことで高校生は『生徒』って言うんです。先生、日本語わかります？」

「ッッ、なら勝手にしなさい！」

　若い女の先生は声を荒らげ、足早に立ち去った。

　一方、高たか橋はしは勝ち誇った顔で笑う。上機嫌にゲームの続きをしながら、購買部のお姉さんに菓子パンを注文しはじめた。

「先生相手によく喋しやべるなぁ」

「そうですねぇ。けれど彼女の主張に間違いはありません。実に論理的です」

　詩し織おりの言う通りだ。でもなんでだろう。なんか、敵の多そうな子だと思った。

　高橋の主張は確かに間違ってはいない。

　でも、口うるさい先生を論破して追い返して、それを誇っても敵を作るだけだと思う。

　事実、周りの生徒たちの反応は冷ややかだ。

　反論はあるが、世間的にはＫＹらしい俺おれには高橋の気持ちはわからないけど、あいつあんなんで生きにくくないのか？

　他の生徒に道を譲られ、高橋は購買部から姿を消した。

　高橋がいなくなると、またみんなは菓子パンを買いはじめる。

「つうか詩織、みんな菓子パン食い過ぎじゃね？　デザートだからかもしれんけど、それにしたってチョコパンだのクリームパンだの糖分多過ぎだろ。テスト前じゃあるまいし」

「？　ん～、脳への糖分補給という意味なら、それ意味ありませんよ？」

　詩織は俺の言いたいことを読み取り、朴ぼく訥とつと告げた。

「え、マジで？　だって脳は糖分で動いているんだろ？」

　だから勉強前や勉強中にお菓子を食べるし『脳への糖分補給』というフレーズのお菓子まで存在するんだろ？

「脳のう味み噌そは糖分で動く。それは本当です。しかしいくら脳を使っても必要な糖分は肝臓からいくらでも供給されます。人間は肝臓に溜ためこんでいる糖分を使っているだけで、いま食べたものが脳に回るわけではありません。また、米や小麦製品に含まれる炭水化物は消化すると糖分に変換されるので、現代人の肝臓が糖分不足になることはありません。だから、勉強するからとわざわざ甘いものを摂取する必要性はないのです」

　淡々と、そして理路整然とした説明に、俺は思わず口を丸くして感心した。

「んなことよく知ってんなぁ。じゃあ、もうテスト前に砂糖いれまくった甘いコーヒー飲むのやめるわ。ありがとな詩織、お前が教えてくれなかったら、俺ずっと無駄なことし続けるところだったわ」

「ふっふーん。私は物知りなのです。もっと感謝してくれても──」

　詩織は急に唇くちびるを閉じてから、ちょっとうつむいた。

「や、やっぱりいいです……」

　子猫が鳴くような声だった。か、かわいい。

　詩し織おりの頰ほおが、ちょっと朱色になっている。どうやら、さっき俺おれに褒ほめ殺されたのを思い出したらしい。俺のなかで、次のような図式が成り立った。

　詩織→褒め殺す→可愛かわいいものが見られる。

　俺の脳内に、聖せい良らが降臨する。

　──刀かたな彦ひこ、やるならいまよ。

　──アイッマム！

　だが、詩織をもっと褒めようとすると、後ろのベンチに座る女子たちの会話に遮さえぎられる。

「もう美み樹きってば本当に綺き麗れいだよねー。なにしてんのふだん」

　いかにも軽そうな女子が、こちらにまで響く声で隣の女子をヨイショしていた。

　相手の女子は、自分の髪を指でいじりながら、鼻にかかった声で笑う。

「えー、やっぱりー、いま流は行やりのスムージーってやつかなぁ。野菜や果物を皮や種ごとミキサーでシェイクするでしょ？　植物の体にいい成分をぜーんぶ吸収できるんだから」

「スムージーは口臭と老化促進のもとですし栄養の吸収効率悪いですよ」

　ふたりの女子は凍りついた。

　詩織先生は、眉まゆひとつ動かさずに講釈をはじめる。

「スムージーは嚙かまないので唾液が分泌されず、口臭の元になります。また、唾液中に含まれるパロテンという若返り物質も摂取できないので老化も早まります。ついでにミキサーで細かく砕いて空気が混ざるため、果物や野菜のビタミンが酸素に触れて壊れます」

　美樹という名の女子は詩織を無視して、頰を引きつらせながら無理に喋しやべる。

「あ、あとはそうねぇ。三ヶ月前からはまっているんだけど、やっぱ半身浴？　基礎代謝をあげてカロリーどんどん燃やすのがスリムの秘ひ訣けつなんだから」

「半身浴の効果は六週間で終わりですよ？　実験の結果、六週間以上続けるとむしろ基礎代謝は下がりました。体が温熱作用に慣れちゃうんですよ」

「「うっさい！」」

　ふたりの女子は立ち上がって息まいた。

「いっつもいっつも空気読まずぐちゃぐちゃグチャグチャ！　こっちはそれで実際綺麗になってんだからいいでしょ！　あんたみたいなネクラ科学女が口挟まないでよ！」

「前から言っているけどさ、あんたの話なんて誰だれも聞きたくないんだから、いいかげん喋るのやめたら？　行こ、美樹」

　乱暴な足取りで、ふたりは俺らから遠ざかる。

「なんだよ。せっかく詩織が間違いを指摘してくれたのに」

　そろそろ昼休みが終わる頃なので、俺は眉み間けんにしわを寄せてから立ち上がる。

「ったく、世の中、恩知らずが多いな。じゃあ詩し織おり、俺おれそろそろ行くわ」

　当初の目的通り、自販機でジュースの値段を確認してから教室に戻ろうと、俺は一歩を踏み出すが、右足が動かなかった。詩織の白い指先が、俺のズボンを申し訳程度に、ちょんとつまんでいる。

　俺は座り直すと、詩織の横顔を覗のぞかせてもらう。

　何を喋しやべるでもなく、詩織は無表情のままゲームボーイを再開した。

　詩織は常に無表情だけれど、声のはずみ具合はハッキリしていて、口調で機嫌がわかる子だ。でもいまは無口無表情。黙々とゲームをプレイする詩織の気持ちを推し量る材料はない。でも俺には、詩織がとても、さびしそうに見えた。

　詩織を抱きしめて、頭をなでまわしたい衝動に駆られるが我慢した。

　恋人でもない女子を抱き締め頭をなでまわすなど、文明人としての矜きよう持じが許さない。小こ里り洲すは女子だがハムスターだからなでてもよい。

　詩織は俺にどうしてほしいんだろう……とりあえず、なんか話したほうがいいかな。

「そういや、詩織はなにか美容法的なことはやっていないのか？」

　詩織は機械的な口調で告げる。

「私は元がいいのでそんなものはいりません」

「すごい自信だな……」

　さびしそうだけど、可哀かわいそうには見えない詩織だった。
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　放課後。やけに強引な小里洲の手で部室へ連行された俺は、喜き咲さき紗さ希き生徒会長の前で眉まゆ根ねを寄せていた。

　珍しいことに、今日は最初からＫＹ四天王がそろっている。部活発足時以来だな。

「ディベート、対決？」

「その通りだ諸君」

　俺、聖せい良ら、シェリー、詩織の四人の前で、生徒会長こと紗希姉は、王子様然とした態度で説明する。

「実はいま、教員たちの間でひとりの生徒が問題になっているんだ。小里洲君」

　紗希姉は爽さわやかな声で、自分のすぐ隣に立つ小里洲へ説明を促す。ていうか、紗希姉って学校だと本当にマトモなんだな。

　家ではダダ甘ブラコンお姉ちゃんとして生まれ持った溢あふれんばかりの変態性をほしいがままにしているのに、ここではそんな顔はおくびにも出さない。

　むしろ学校で溜たまりに溜まった変態性という名の本性を、家で存分に発散させているのかもしれない。

　つまり、紗希姉が警察の牛ぎゆう耳じる塀のなかにいないのは、その変態性を受け止めている俺のおかげと言える。全校生徒は俺おれを讃たたえてもいいと思う。

「一年の高たか橋はしさんていう生徒なんだけど、校則は守らないし、先生の注意も全然聞かないらしいの。すごい理屈屋で、正論を振りかざしていっつも先生たちを丸めこんじゃうんだって。校則違反なのに正論だからって先生たちも反論できないらしいの」

　高橋って、さっき詩し織おりと一緒に見かけたあいつか？

　確かに先生の言うことは聞いていなかった。

「このままだと他の生徒にも示しがつかないから、先生たちもなんとかしたいらしいの。そしたら生徒会長が、来週、生徒会主催でディベートっていう……えーっと……」

　難しい単語とともに小こ里り洲すが唸うなると、紗さ希き姉が説明を引き継いだ。

「早い話が論理的な議論バトルだ。ひとつの主題について、異なる立場の者同士が論理的に自らの正当性を示す。感情論は禁止だ。そして審判が、あくまでも論理的に説得力のある方を勝者に選ぶ。つまり、教師たちのいかなる注意も理屈をゴネて煙けむに巻く高橋を相手に、理屈で勝たなくてはならないというわけだ。それも生徒たちの前でね。しかし困ったことに、高橋との戦いを申し出る教師がいない」

　紗希姉は呆あきれたように肩をすくめて片目をつむった。

　そりゃまあ、教師が生徒の前で言い負かされたら恥ずかしいもんな。

　だとしてもうちの学校の教師たち、情けなさ過ぎるだろ。

「そこでＫＹ部に、生徒会長である私からの依頼だ。君らのなかの誰だれかひとりが代表となり、高橋を論破して欲しい」

　凛りんとした声で頼まれた俺らの視線は、自然と同じ方へ集まる。

「うちで頭のいい奴やつって言ったら……聖せい良らと詩織だよな？　特進コースだし」

「ふっ、どうやらこのときが来たようね」

　聖良は一歩前へ出ると、左手を胸に当て、紗希姉と向き合った。

「この依頼、女神たるこの来らい泉せん聖良が受けて立つわ！」

　窓から入ってきた風でロングヘアーが揺らめき、聖良は赤い輝きをまとう。その自信に満みち溢あふれた態度も手伝い、いまの聖良は太陽の女神のようだった。

「うふふ、公衆の面前でその正論愚民女をギタギタに叩たたきつぶしてあげるわ♪」

　聖良の瞳ひとみが、嗜し虐ぎやくの色に燃えている。

「うわぁ、お前こういうの好きそうだなぁ」

「王者は民衆の前で、定期的に獅し子しを殺す必要があるの。簡単な帝王学ね」

「高校生の口から帝王学とかはじめて聞いたぞ」

　聖良は実に、それはそれは実に楽しそうに笑っていた。

　しかし、そんな太陽の女神に待ったがかかる。

「いや、今回は君ではなく里り緒お式しき詩織君に依頼したい」

「何よそれ、生徒会長さんはワタシでは不服だとでも言うのかしら？」

　聖せい良らが目付きを鋭くすると、紗さ希き姉は濡れ羽色の髪をかきあげる。海のように深い青色がやわらかく波打って、紗希姉の美び貌ぼうを飾り立てた。

「君では強過ぎて勝負にならないんだ」

「ふむ、なら仕方ないわね」

　聖良は満足げに引き下がった。聖良、お前絶対だまされているぞ。まぁ、聖良が本気を出して高たか橋はしが再起不能になっても困るけどさ……。

「それでどうするの詩し織おり。貴女あなたこの依頼、受ける？」

　聖良に問われて、詩織は俺おれを見上げた。真紅の双そう眸ぼうが、宝石のように俺を映す。

「刀かたな彦ひこさんは、どう思いますか？」

　俺は先程、高橋が先生を論破しているところを見ている。

　詩織は第三者の客観的視点から、自分と高橋を比較して欲しいのだろう。

「そうだなぁ、確かに高橋はすげぇ理屈屋だったけど、詩織は博識だからな。高橋の奴やつがどんな理屈を言ってきても、詩織のスーパーな正論で倒せるんじゃないか？」

　俺の言葉で、ルビー色の瞳ひとみに温かい輝きが灯ともる。詩織の無表情がほんのりとやわらいだ。

「わかりました。ではこの勝負、受けさせて頂きます。ディベートの主題は何ですか？」

「まだ決まっていない。ディベート当日、いままで高橋が破った校則の中から、ひとつをクジで選び、その是非を問う。立場は当然、高橋が校則否定派、君が肯定派だ」

「つまり、校則の正当性を主張できれば、それで良いのですね？」

　詩織の瞳が、キラリと光ったような気がする。

　どうやらやる気らしい。

　知的で大人で冷静な詩織なら、こういう勝負事には興味がないかと思ったけど意外だな。

　俺がそう思っていると、詩織は無表情のまま、握り拳こぶしを作る。

「見ていてください刀彦さん。刀彦さんの期待にそえるよう全力を尽くしますので」

　ふんっ、と詩織は強く息を吐いた。

　あれ、もしかしなくても詩織がやる気を出しているのって、俺のせい？
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　翌週の月曜日。放課後の体育館には、多くの生徒が集まっていた。

　三〇〇人以上はいるだろう。うちの学校は生徒数が多いが、それでも凄すごいと思う。

　掲示板に張り出したポスターに『生徒会主催』と書いたのが効いたのかもしれない。紗希姉の人気と人望は、一高校生の枠を明らかに超えている気がする。

　小こ里り洲すたちには『生徒が集まるか見てくる』と言って体育館の角に突っ立っているが、俺の頭は詩織のことでいっぱいだった。

　俺が購買前で詩織と会った日、詩織から助言を貰もらった女子は言った。

『あんたの話なんて誰だれも聞きたくないんだから、いいかげん喋しやべるのやめたら？』

　あれはキツイ。あんなのはただの人格の否定だ。

　ああいう奴やつに限って、詩し織おりが有益な情報を喋らずにいることを知るや『あんた知っているなら教えなさいよ』とか言って怒るんだろう。ソースは小学生の頃の俺おれ。

『おい小こ日向ひなた。ゲームのバグ技教えてやろっか？』

『それ知ってる。先週やってセーブデータ消えちまった』

『はぁっ!?　お前知ってんの!?　じゃあなんで昨日教えてくんねーんだよ!?　俺ら昨日お前の横でバグ技の話してたよな!?　俺昨日の夜やってデータ消えたんだぞ！』

　知らねーよ。ていうかお前ら前に似た状況で俺が注意したら『勝手に話に入ってくんな』とか言っていただろ。

　喋っても喋らなくても相手を悪者に仕立て上げられる、なんて便利なシステムだろう。

　確かに、世の中には『余計なお世話』『ありがた迷惑』『恩の押し売り』という言葉がある。だから、詩織にお礼を言うべき、とは思わない。

　でも、詩織の立場になって考えるとツライだろう。

　詩織は詩織なりに、善意のつもりで有益な情報を提示したはずだ。なのに喜ばれるどころか恨まれて、詩織はどんな気分だったのだろう。

　俺と同じで、目安箱には苦情が一〇〇通以上も届いて、詩織はＫＹ四天王なんて言われている。きっと、詩織はいつもそうだったんだと思う。良かれと思ってみんなの誤解、間違った認識を正してあげて、そのたびに罵ば倒とうされて、傷ついてきたに違いない。

　聖せい良らと一緒に病院へ行ったとき、俺と聖良は言った。友達なんて必要ない、あんなものはただの嗜し好こう品ひん、ただの一コンテンツ、と。

　でも、詩織は欲しいのかもしれない。自分と仲良くおしゃべりができる友達が。

　だから、他人に話しかけるのをやめないのかもしれない。いつか、自分を受け入れてくれる人が現れると信じて……。

　詩織は、会って間もない俺のズボンをつまんで引きとめたり、俺の期待にそえるよう全力を尽くす、と言ったり、俺に気を許しているふしがある。

　シェリーのように明るい女の子ならともかく、詩織のように物静かな女の子には、珍しい行動だと思う。多分、何度も詩織に感謝したり、褒ほめたりする俺に期待しているのだろう。友情とか、絆きずなとか、そういう胡う散さん臭くさいアレを。

　半目になって、俺はゆっくりと重たい息を吐く。

　仮かりに俺の予想が当たっていたとして、俺はどうするべきなのだろうか？

　俺は友達が欲しいと思ったことはない。

　事実、友達がいなくても困ったことは一度もない。体育の授業だってあらゆるペア作業をひとりでこなすほどだ。美術の時間ではペアの顔ではなく窓に映った自分の顔を描いた。

　そもそも、友達の定義がわからない。

　親しい人のことを指すらしいが、何をしたら親しい間柄になるんだよ？

　もしも詩し織おりが友達を欲しがっていたとしても、まず何をすれば友達になれるのかわからないから、俺おれでは詩織の気持ちには応こたえられない。そう思うと、自分が情けなく思えた。

　詩織はただの同期生だ。俺には詩織の期待に応える義理はない。なのに、どうして何もしてあげられない自分が嫌になるのかわからなかった。

　胸のもやもやが取れないまま、体育館の時計が開始一分前を指した。俺は詩織たちのいる舞台裏へと向かった。舞台裏では、もう詩織たちがスタンバイしている。舞台裏から舞台袖に入れば、目の前はステージだ。紗さ希き姉がマイクを手にするのがよく見える。

「ではこれより、ディベートの説明をする」

　凛りんとした紗希姉の声に、生徒たちから歓声が湧わき上がる。

　紗希姉、あんた人気ありすぎだろ。

　高たか橋はしとの対決は、表向きはディベートの説明のための模擬戦という形になった。

　欧米ではポピュラーな『ディベート』とは何か。ただの議論とはどう違うのか、ディベート力を身に着けると大人になってからどう役立つのかを紗希姉が説明。そして、では試しにディベートがどんなものか見てみようと、そういうていで対決をする。

「というわけで、ディベートは冷静な判断力と思考力で、論理的に物事を進める力を育んでくれるものだ。では試しにやってみようか」

　紗希姉が言いきると、俺らとは反対側の舞台袖から高橋が姿を見せた。

　高橋は長めの茶髪を揺らして優雅に歩く。勝利する自分の姿でも想像しているのだろう、ニヤニヤと笑いながら体育館の生徒たちを見下ろしている。

　なんていうか、可愛かわいげのない女だな。うちの詩織とはえらい違いだ。

　俺が詩織を見下ろすと、詩織は自分もステージへ出ようと歩きだす。

　その背中を目にすると、俺は何な故ぜだか手元が寂しくなった。

　ありていに言えば、きもちいいことがしたくなった。

　いや、エロい意味でなくな。確かに詩織は巨乳で並のグラビアモデルより発育がいいし、お尻もなかなか、いや、けっこうな安産型だ。

　プロポーションなら俺の知る限り、女子のなかでは紗希姉、聖せい良らに次ぐ発育ぶりだ。

　でもそうでなくて、俺は詩織が寂しそうにするよりも、嬉うれしそうにするほうがきもちがいい。そこらの有象無象どもが心に致命傷を負っても、俺は毛程も気にしない。でも詩織のようないい子が傷付くのはなんか嫌だ。こう、胸がムカムカする。

　俺は友達とかよくわからないし欲しいとも思わない。反論はあるけど世間的には人の気持ちがわからないＫＹで、ＫＹ四天王で、キングオブＫＹで、ＫＹの星の下に生まれたのかもしれないが、いまは何故だか、詩織を喜ばせたいという衝動に駆られた。

　舞台袖から詩し織おりが一歩進んだとき、俺おれはその手を取っていた。

「どうかしましたか？」

　振り返る無表情少女に、俺は精いっぱい明るい声で言った。

「なぁ詩織、俺、最近ちょっと健康に気をつけようと思ってるんだわ。これが終わったら、色々教えてくれないか？　俺、お前の話が聞きたいんだ」

　言い終わってから、自分の失策に気づいた。俺はさっきまで先週のことを思い出していたが、詩織からすれば、俺が何を思い出していたかなんて知らないわけであって、結びつくわけがない。

　唐突に『お前の話が聞きたい』って、伝わるかよ俺。

　でも詩織の目は、僅わずかに丸みを帯びた。

「……うるさいとか、喋しやべるなって、言いませんか？」

　伝わった。すごい記憶力だな。いや、きっと違う。たぶん詩織は、いままでの人生で何度も言われているんだ。『喋るな』って。いつも胸に留め置いてしまうほど言われていて、いつも悩んでいるから、俺の言葉が伝わったんだ。

　俺は、詩織の耳元で囁ささやく。

「言うわけないだろ。お前の知識、ブチかましてこい」

　俺が顔を離すと、詩織は眉まゆひとつ動かさずに胸を張って、声をはずませる。

「お任せください」

　そう言って、詩織はライトの下に姿を現した。詩織と高たか橋はしを目にした生徒たちがざわつく。詩織はＫＹ四天王として有名だが、高橋もそれなりに有名らしかった。ただし、あまり好意的なざわめきは聞こえない。高橋は、生徒からも反感を買っているのだろう。

　そのとき、俺は聖せい良らの視線に気づいて振り返る。聖良は幸せそうな顔でほほ笑んでいる。

「どうかしたか？」

「んーん、なんでもないわよ。ふふ。さっ、可愛かわいい詩織の勇姿を見ましょ♪」

　聖良は、俺の手を握りながら隣に並んできた。手の平から伝わる聖良の体温が心地よくて気恥ずかしい。俺は聖良の行為を不思議に思いながらも、視線を舞台へと移した。

「それでは、主題を決めよう」

　紗さ希き姉のセリフに合わせて、小こ里り洲すがステージに上がり、紗希姉にクジの箱を渡した。

　紗希姉はクジの箱に手を入れると、一枚の紙を抜き出した。高々と掲げられた紙を開いて、マイクも使わずに読みあげる。

「主題は校則の第七条、黒髪以外禁止。つまり染髪を禁止する、の正当性についてだ！」

　良く通る紗希姉の声に、生徒たちがどよめいた。

『これで否定派が勝ったら校則変わるの？』と誰だれもが周りの生徒と囁き合っていた。

　生徒たちが状況をよく吞のみこめないまま、紗希姉は口にマイクを当てる。

「ではこれより、ディベートを開始する。なお、審判は生徒会長である私が行う。論理的正しさを証明できたほうを勝者とする。では、先攻は校則否定派、高たか橋はしさんからどうぞ！」

　生徒たちが息を吞のんで見守るなか、ディベートがはじまった。

「じゃ、まずあたしからですね。その前に言っておきますけど先輩、あたし、手加減しませんから」

　高橋は茶髪を手でなでつけ、人を小馬鹿にした口調で、詩し織おりを睨にらむ。

「先輩ってＫＹ四天王とか言われているんですよね。でも、あたしも結構ＫＹなんですよ。ただ先輩と違うのは、空気が読めないんじゃなくて、空気を読む気がないってとこです」

　無表情を貫く詩織を、高橋は鼻で笑う。

「だってよく目上の人に花を持たせるとか言いますけどー、それってただ年食ったじーさんばーさんたちのワガママじゃないですか。お前年下なんだからわざと負けろよって。なんで人間としての格が生まれた順なんですか？　理解できません」

　饒じよう舌ぜつに語ってから、高橋はニヤーっと悪い笑顔を作る。

「だからー、先輩が相手でも、あたし全力でいくんでよろしくお願いします」

　明らかな挑発。そこらの有象無象なら、猿のように喚わめいて悔しがるだろう。

　でも、うちの詩織はクールに一言。

「そうですか、では、はじめてください」

　ふっ、愚かなり高橋。うちのクール猫の無表情を崩したければ挑発ではなく褒ほめ殺せ。

　詩織の無反応が気に食わないのか、高橋は舌打ちをしてからマイクを手に取った。

「ではまず、この染髪禁止の校則には正当性がありません！　これまであたしは何人かの先生から、染髪禁止の理由を聞きました。まとめると、理由は全部で三つです」

　高橋は詩織ではなく、生徒たちに語りかけながら、左手の指を一本ずつ立てていく。

「一、高校生らしくないから。二、風紀が乱れるから。三、生徒の統一性が失われるから。でも、そもそも高校生らしいってなんですか？　こんなの法律で決まっているわけでもないし主観ですよね？　言ったもん勝ちですよね？　高校生はこうあるべきだっていう教師たちの理想を押しつけているだけじゃないですか！」

　一部の生徒たちが『そうだそうだ』と同調する。高橋は不人気だが、皆、自分に都合のいい主張には賛同するようだ。

「あと風紀が乱れるって、髪の色と風紀を結び付ける科学的根拠は？　染髪行為が人の精神に影響して犯罪性を助長させるなんていう研究データでもあるんですか？　あと統一性。髪まで統一しろっていうならじゃあ髪型は？　髪型は統一しないのに色は統一って結局それ、何をどこまで統一するかっていうのが教師たちの主観で決まっているだけですよね。ていうか、統一性は制服だけでことが足りているんですよ」

　高橋はテンションを上げながら、得意げにターン。詩織へ向き直る。

「生徒が制服っていう同じ服を着ているのは、その組織に属しているという自覚をもたせるため、周囲からどこの学校の生徒かわかりやすくするため、同じ服を着せることで連帯感を出すため。主にこの三つです。つーまーりー。制服さえ着ていれば統一性は十分なわけで、髪の色を統一する必要はないんですよ。第一、まずあんたのその白い髪、全然統一されていないじゃない。つまり地毛はＯＫ？　あっれー？　おかしーですよねー？　統一感を出すのが目的なら地毛が黒くない人も黒くしないとダメじゃないですかぁ？　どうですか先輩？　私の正論、論破できます？」

　高たか橋はしは勝ち誇った顔でマイクを下ろす。

　相変わらず一部の生徒は、というか派手めの格好をしている生徒は高橋に歓声を送る。

　マズイな。正直、高橋の理論が完かん璧ぺき過ぎる。

　そもそも『高校生らしいキチンとした格好』なんてものに正当性はない。

　マナーと同じで、一部の大人が『このほうが綺き麗れいに見える』『誠実な印象を与える』と言って勝手に決めたに過ぎない。

　主観をベースにして作られたものだから『論理的正当性』なんて主張できるはずもない。

　他の誰だれかが『茶髪のほうが綺麗で誠実な印象を受ける』と断言すればそれまでだ。

　唯一の正当性は『校則で決まっているから』なのに、いまはその校則の正当性を問うているわけだから『校則で決まっているから正しい』は通じない。

　知識が豊富な詩し織おりと言えど、これを論破することができるのか不安になってしまう。

　俺おれは歯を食いしばりながら息を吞のんだ。

　高橋に問い詰められる詩織は一切表情を崩さない。これからどんな理論を展開するのか、それとも、まさか何も言えずに終わってしまうのか。

　自分が何もできないことがもどかしくて、俺は激しくなる動機を抑えられなかった。

　すると、詩織は何も言わずマイクを取ると、可愛かわいらしい唇くちびるをすぼめ、ゆっくりと息を吸い込み、

「駄だ々だっ子こはやめてください」

　体育館を、耳が痛くなるほどの静寂が包み込む。

　静か過ぎて、漫画の効果音である『しぃーん』という幻聴が聞こえそうだ。

「…………え？」

　マイクを使わない高橋の感嘆詞が響くほどの静寂を、詩織は堂々と破る。

「貴女あなたのそれは正論ではありません。そもそも真の正論ならば正しいのだから問題ありません。染髪禁止の理由は単純明快、学校の名誉のためです」

「め、名誉？」

　首をかしげる高橋へ、詩織は冷静に語る。

「日本では他人や組織の名誉を傷つけた人は名誉棄損の罪に問われます。これは名誉を傷つけることは悪いことだという証明です。そして生徒が髪を染めると、学校の名誉を傷つけることになるのです」

　最初はなんの話かと思ったが、俺おれはだんだん、詩し織おりの言いたいことがわかってきた。

「高たか橋はしさんの言う通り、制服は周囲から、どこの学校の生徒かわかるようにするためのものです。つまり、この制服を着ている生徒が染髪していると、街の人たちは思うわけです『あー、銀ぎん鉢ぱち高校って平気で染髪する生徒がいる、風紀の乱れた学校なんだなぁ』と」

　黒衣を着ている詩織は、すぐ近くに立つ紗さ希き姉の制服を指してそう言った。すると、高橋の表情がゆるむ。

「あんた人の話きーてたー？　だから染髪すると風紀が乱れるっていう科学的根拠はないの。つまり染髪しているから風紀が乱れているなんていう思想そのものが間違いなの」

「主観による間違った思想も、数を束ねれば常識となります」

　高橋の表情は凍りついた。ハトが豆鉄砲を食らったような顔とはこういうものか。

　ディベートを見守る生徒たちも、相変わらず静まりかえっている。

「賭と博ばく禁止法が良い例です。国民がギャンブル中毒になって社会が崩壊するから禁止と言う一方で、競馬や競艇などの公営ギャンブルは存在し、でも社会は崩壊していません。なのに批判が少ないのは、ギャンブルは良くないこと、という主観が一般的だからでしょう。科学的根拠なんていらないんです。多くの人が同じ思想を共有し、その価値観に賛同すれば、思想は常識となり正義となる。多くの大人が染髪した高校生に風紀の乱れを感じるならば、それは銀鉢高校のイメージダウンを引き起こしたと言えます。つまり、染髪は迷惑行為に当たります。ようするに、私が何を言いたいかというとですね」

　詩織は無感動な、というよりも、いまにもため息をつきそうな、呆あきれた声を出した。

「もう子供じゃないんですから、人の迷惑になるようなことをしたらダメですよ……」

「──ッッ！」

　顔を耳まで赤くして、頰ほおを引きつらせながらプルプルと震える高橋へ、紗希姉が尋ねる。

「高橋さん。反論がなければジャッジに移りますが、構いませんか？」

　高橋は何か言おうとして、でも石のように硬い喉のどからは何も絞り出せないらしい。頭のなかで必死に反論を組み立てているのだろうが、間に合わないようだ。

「ではこれより、ジャッジに移る！」

　紗希姉へ伸ばした手を、高橋は力無く下ろす。

　額に汗を浮かべる高橋と、無口無表情無感動な詩織のあいだで、そして観戦する生徒たちの前で、紗希姉は美しく息を吸い込み、

「ジャッジ！　勝者は二年四組、里り緒お式しき詩織さんとする！」

「ヤッター♪　しおりんおめでとう♪」

「最高よ詩織。褒ほめてあげるわぁ♪」

　歓声も拍手も起こらないなかで、舞台袖のシェリーと聖せい良らだけが子供のように騒ぐ。舞台の小こ里り洲すは騒ぎこそしないが、スカートの横でちっちゃくガッツポーズをキメていた。

　俺おれも、言いようのない安あん堵どと嬉うれしさに、胸がかつてないほどスカッとした。

「里り緒お式しきさんは高たか橋はしさんの主張を全すべて論破していた。特に、主観による思想や価値観は常識に成りうるというのが良かった。これに高橋さんがしっかりとした反論ができていれば良かったのだが……とにかく、この勝負は里緒式さんの勝利だ」

　それから紗さ希き姉は、ディベートに関する補足説明。論理的な主張の展開の大切さについての弁論をはじめた。高橋は悔しそうに詩し織おりを一ひと睨にらみしてから、舞台袖に姿を消した。

　舞台袖にいる俺の隣に、詩織が戻って来ると、俺は小声でささやかな賛辞を送る。

「良かったぞ詩織。俺にはできない芸当だ」

「なんのことはありません。高橋さんの主張がただの屁へ理り屈くつやこじつけだっただけです」

　詩織はまばたきもせずにそう言った。そして、俺へ半歩にじりより、俺の腕に肩を触れさせてきた。なんだかそれが、なつきはじめた子猫みたいでべらぼうに可愛かわいいかった。

　こうして、我がＫＹ部は三つ目の仕事も見事果たしたのだった。


　　　◆



　その日の夜。今日はもう寝ようとリビングから自室に向かいながら、俺は紗希姉に報告する内容を考えていた。

　今回は俺になついている詩織のことを話すわけだが、俺の考えをわかってくれるシェリーに、俺みたいなことを言う聖良とか、紗希姉の集めた女の子って、妙に俺と気が合うよな？　いままでの人生で、紗希姉を除けば一度も会ったことのないタイプの女子ばかりだ。

　三人と一緒にいると楽しいけど、こんなに幸せでいいのだろうか。

　自問しながら部屋のドアを開けると、全裸の紗希姉がベッドインしていた。大事なことだからもう一度言おう。全裸の紗希姉がベッドインしていた。

　特大のマスクメロンをふたつ並べたようなバストとヒップ。みずみずしいフトモモ。引き締ったウエストを飾るセクシーなおへそ、その下の繊細な聖せい域いきが、俺の目を血走らせる。

「ぶはっ！　紗希姉、なんつー格好してんだよ」

　俺は急いでドアを閉めながら、家族に聞こえないよう声を抑えて抗議する。

「何を慌てている。いまでも御家族不在のときは、風ふ呂ろに入る仲ではないか」

「紗希姉が勝手に乱入してくるんだろッ、たく……」

　口では文句を言いつつ、俺は紗希姉の裸から目が離せなかった。特に、紗希姉のおっぱいは本当に大きくて、綺き麗れいな曲線を描いて、先端の桜色も俺を魅了してやまない。爆乳かつ美乳の、おっぱいを極めた極上のおっぱい。まさしく、極ごく乳にゆうと呼んでしかるべきだ。

「かーくん…………添い寝、してほしいな♥」

　急に甘い声音で囁ささやかれて、俺は何も言えずに従った。こんな状況でも、ただ一緒に寝るだけで何もしない俺おれはなんて聖人君子なんだろう。でも本当に、紗さ希き姉のおっぱいは凄すごすぎる。紗希姉のおかげで、俺は他のおっぱいに惑わされずに済んでいるほどだ。絶対に。


　　　◆



「里り緒お式しきさん、どうしたのその格好!?」

　次の日の放課後。部室に現れた詩し織おりを見て開口一番、小こ里り洲すはそう叫んだ。

　聖せい良らとシェリーは『おぉ』と感嘆の声を漏らしている。

　詩織の服装は、いつもと変わらなかった。制服の上に黒衣を着ていて、ただ今日はいつもと違って前のボタンを閉じていた。そして、その閉じ方が問題だった。

　黒衣は、詩織の巨乳の真下から下のボタンを閉じていた。

　黒衣の前合わせは詩織の横乳の付け根を通り下乳できゅっと閉じられて、不必要にバストを強調している。収縮色の黒のなかで、バスト部分が膨張色の白いブラウスなので、その効果は推して知るべしだろう。

　すげぇ、ブラウスがおっぱいの形に膨らんでいる。乳袋とか二次元以外で初めて見たぞ。

　大きなおっぱいなら紗希姉で見慣れている。けど、いままでにない新鮮さがあって、俺はつい魅了されてしまう。駄目だ。女の子のおっぱいをガン見など、文明人の恥晒さらしだ。

「これですか？　昨日のことをお母さんに報告すると、今日の部活からこの着方をするよう指示を受けまして。効果はふたつ『刀かたな彦ひこさんの視線誘導』と『刀彦さんが私のお願いを聞いてくれやすくなる』だそうです」

「じゃあ見たほうがいいな」

　できる限り他人の想おもいに応こたえる。それが文明人の思いやりであり、何よりの義務だ。

　たっぷり視線を誘導されるべく、俺は堂々と、詩織の巨乳を観察した。実に良いい眺めだ。

「って、何ガッチリ誘惑されているの！」

　小里洲が両手で俺の目を隠そうとするも、俺は素早くその細い手首を摑つかみとり阻止する。

「別にいいだろ誘惑されても」

「こ、小こ日向ひなたくんて女で身を滅ぼすタイプ!?」

「違ぇよ。詩織になら誘惑されてもいいってこと。詩織なら変なお願いごとしないだろ？」

　詩織は無表情のまま頷うなずく。

「はい、私はただ巨乳に誘惑されて正常な判断力を失った刀彦さんを実験に付き合わせたいだけです」

「危険な香りしかしないよ！」

「うるさいぞ小里洲。新発明の実験か？　楽しそうだな」

「こひなたくぅうううううん!!!!」

　叫び倒す小里洲を、聖良とシェリーが笑って眺めていた。

　そんな平和な光景に、ガサツな声が割り込んできたのは、そのときだった。

「里り緒お式しき！　もっかいあたしとディベートで勝負し──!?」

　来客の正体は、つい昨日、詩し織おりに負けたばかりの高たか橋はしだった。ずいぶんと勇んできたようだが、その顔は大きく口を開けたまま固まり、首筋から赤みがせりあがっていく。

「ッッ、バカアホ変態！　あんた何考えてんだよッ！　男子いんだぞ！」

　乙女のような声を絞り出しながら、高橋は両手を顔に当て、指の隙すき間まから詩織を見た。

「これですか？　これは刀かたな彦ひこさんへのセクシーアピールですが、何か？」

　詩織の返答に、高橋は身を揺すりながら身もだえる。昨日までとは随分と印象が違う。

「何かって！　女の子がそんなに胸を強調したらダメに決まってんじゃんバカァ！」

　論理も何もない、感情論を叫ぶ高橋へ、詩織はとことこと歩み寄る。そして『ちょっと失礼』と言うやいなや、詩織の右手が高橋の胸元、ブラウスの合わせに突っ込まれた。

　一秒後、パチン、という音と同時に、高橋の胸が倍にも膨張。ブラウスのボタンをはじき飛ばして、胸の谷間とブラが丸見えになった。

「あー、やっぱりサイズの合っていないブラしていますね。巨乳が型崩れしますよ？」

　高橋は、開いた唇くちびるをふるわせながら、視線を男子である俺おれへと移す。次の瞬間、高橋は胸を抱き隠しながら、声にならない悲鳴をあげて走り去った。

　乳袋もいいけど、圧迫から解放されたおっぱいも、躍動感があってよかった。

　でも文明人である俺は、誘惑許可の下りている詩織の乳袋に釘くぎ付づけだった。







　ディベート対決が終わってから十日。六月に入り、太陽がハイになる時期に突入だ。最近はＫＹ部の活動もなく平和だが、休み時間は聖せい良らたちと一緒にいることが多くなった。

　ある平日の朝。俺は明るい気持ちで学校へ向かう電車に乗り込む。

　これまで、俺にとって登校は、ただの義務だった。学校にもクラスメイトにも無関心で、淡々と学校生活を送っていた。

　でもいまは違う。学校へ行ったらまずは何をしようか。シェリーとくだらないおしゃべりをして、詩織を愛めでて、聖良の武勇伝を聞くのもいいだろう。

　クラス替えや進学で、俺のことを知らない生徒ばかりの時期は、俺も遊びに誘われて、複数人で遊ぶことはあった。けど、そんなときはいつも言い知れぬ息苦しさがあった。

　でも、俺ら四人はお互いに話が通じるし、聖良たちと遊ぶのは楽しい。ずっと一緒にいたくなる。これが、気の合う間柄、というやつなんだろうか。

「おはよう小こ日向ひなた君」

「あれ？　小こ里り洲すって同じ路線だったのか？」

　振り返り、俺がハムスターボディを確認すると、小里洲は苦笑いを浮かべる。

「やっぱり気づいていなかったんだ。去年から、ときどき同じ車両に乗っていたよ」

「そりゃ、ハムスターから人間は見えるけど、人間がハムスターを見つけるのは大変だろ」

「むぅ、そこまでちっちゃくないもん！　一四〇センチ超えているんだからね！」

　一五〇センチないのか……。

　俺おれより頭ひとつぶん以上も小さい小こ里り洲すの可愛かわいさに和んでいると、電車が学校の最寄り駅に到着。俺と小里洲は一緒に下車すると、駅のホームに見知った顔を見つけた。

「待っていたわ刀かたな彦ひこ、それに可愛いハムスター園児」

「わーい、刀彦だー♪」

　下車した人たちがホームから去るなか、左右にシェリーと詩し織おりを侍はべらせた聖せい良らが、胸を張って立っていた。ただし、シェリーはすぐ俺に駆け寄り、腕に抱きついてくる。

「聖良って電車通学なのか？　てっきり車で送り迎えされているもんかと思っていたぞ」

「前はね。でも凡民は電車通学なのでしょう？　これもＫＹ部の一環よ」

「庶民の感覚を勉強しようってことか。でも俺が乗ってるってよくわかったな」

　俺の問いには、詩織が無表情のままびしっと答える。

「刀彦さんの鞄かばんには発信機が付いているので、一目瞭りよう然ぜんなのです」

「んなのいつ付けたんだよ？」

「この前、刀彦さんが私の乳袋に夢中になっているときです」

「へぇ、じゃあ俺が鞄を失くしたら詩織に聞けばいいのか。便利じゃん」

「外さないの!?」

　小里洲がツッコむが、俺は特に気にしない。

　いまの流れには一切触れず、腕に抱きついているシェリーが俺に体重を預けてくる。

「えへへぇ。鎖くさり鎌がま彦ひこぉ、今日もいっぱい遊んでね♪」

「いや俺刀彦だから、射程を伸ばすなよ」

「弓ゆみ彦ひこ遊んでぇ♪」

「とうとう飛び道具に!?」

「フリスビー彦ひこ」

「もはや武器ですらねぇよ！　ったく、シェリーは、ほんと犬っぽいな」

　言いながら、俺がシェリー犬の頭をなでると、目を細めて喜んでくれた。そこへ、聖良がシェリーを抱きすくめる。

「ちょっと刀彦、シェリーをひとり占めするんじゃないわよ」

「お？　聖良はシェリーが好きなのか？」

　聖良は大きな瞳ひとみを輝かせて俺に語る。

「当たり前じゃない。金髪碧へき眼がんのクォーター美少女なんて超能力者並に貴重な人材を誰だれかに渡すものですか。シェリー、学校を卒業したら詩織と一緒にワタシの専属メイドになりなさい。うちは福利厚生が整っているわよぉ♪」

　猫なで声でシェリーを口説き落としにかかる聖せい良ら。シェリーも、聖良の豊乳に顔をうずめて甘えはじめる。

　なんていうか、本当に子犬とご主人様みたいだな。俺おれにそっちの趣味はないけど、女の子同士がじゃれあっているのって微笑ほほえましいよな。ただし美少女に限る。

「聖良なら本当に実現しちまいそうだな」

「当たり前じゃない！　金髪碧へき眼がんクォーター美少女メイドとアルビノ巨乳美少女メイドを侍はべらせずして何がセレブよ！　この程度、セレブなら当然の嗜たしなみだわ！」

「え？　セレブってそういう世界なの？　ねぇセレブに対する認識はそれでいいの？」

　問いかけには答えず、聖良は少し頰ほおを染めながら俺の様子をうかがってくる。

「そ、それと、ワタシは刀かたな彦ひこのこともブタと同率で五番目に好きな動物だから専属執事にしてあげてもいいわよ。学校を卒業したら三人ともワタシの家に来なさいな」

「おー、ブタと同じかぁ。俺も出世したなぁ」

　ブタと言えば鳴き声以外は全すべて食べられると言われるほど食用に適し、革製品としての価値もある。おまけにブタは犬よりも賢くて人に慣れやすく綺き麗れい好ずきだ。続けて詩し織おりも、

「しかも刀彦さん。ブタは内臓が人に近く、ｉＰＳ細胞を使えば人に臓器移植が可能と言われ、ブタの膀ぼう胱こうから作られる細胞外マトリックスは切断された指も生やす魔法の再生薬となります。ブタは最高です。なによりも、ピンク色のおしりがかわいいです……」

　詩織の頰が、ぽっと赤くなる。

　聖良とシェリーは詩織の頭をなでた。無表情の詩織から、ぽかぽかとした感情が伝わる。

　詩織はかわいいなぁ……。

　などと、俺らは癒いやされているのに、小こ里り洲すは若干引き気味だった。

「みんな、里り緒お式しきさんのこと大好きだね……」

「あら嫉しつ妬と？　心配しなくてもワタシは貴女あなたのことも好きよ。全てが小さくて可愛かわいいもの」

　全て、にアクセントを置いた聖良の言葉に、小里洲は胸を抱き隠して動揺する。

「ちち、ちぃちゃくないもん！　平均くらいはあるもん！」

　俺は慈しむように、優しく小里洲の肩に手を置いた。

「無理をしなくてもいいんだぞ小里洲。自分を飾らない、自然体が一番なんだからな」

「ッッそんなことないもん！　ちゃんとあるもん！　ほら！」

　歯を食いしばり悔しさに耐えるも、限界を超えた小里洲は俺の右手首をつかむと、自分の胸に当てた。制服とブラの下に眠る感触は、あまりにもささやかだった。

　数秒後。小里洲の首筋から耳まで、一気に赤みが駆け上がり、小里洲は小動物のような悲鳴を上げて駅のホームから走り去った。せめてもの救いは、もう、下車した人たちは消え、ホームには俺ら以外に誰だれもいなかったことだろうか。












「小こ里り洲すの奴やつ、いろいろと小さいことを気にしているんだな……」

「そこが可愛かわいいのに、わかっていないわね」

　聖せい良らは自分の豊乳に手を当てて、残念そうな声を出した。

　すると、ちょうどホームに電車が来て、次々制服姿の高校生たちが降りていく。そのなかに、俺おれはまた見知った顔を見つけた。

　程良く高めの身長に、スラリとした肢体とアイドル並の顔を持つ美形男子。取り巻き連中も男女問わず整った容姿だ。樹き村むら和かず也や、幼稚園の頃からずっと俺と同じクラスで、幼い頃はよく一緒に遊んでいた記憶がある。いまはと言うと、まぁ、いわずもがなだ。

「ほら刀かたな彦ひこ。早く行くわよ」

　不意に聖良が俺の腕を抱き寄せて、俺の思考回路は止まった。小里洲のソレとは天地以上の差がある豊乳が、腕の感覚を根こそぎ簒さん奪だつしていく。

　そのまま俺は、無力無抵抗のまま、聖良につき従って行った。


　　　◆



　同日の昼。夏の到来を告げる六月の日差しが、俺のメラニン色素を煽あおり続けている。

　俺ら二年一組は現在体育の授業中であり、俺たち男子は、四組の男子と共にグラウンドで準備体操をしていた。保健委員の声に合わせていつもと同じルーチンワークをこなすのはあまりにもヒマ過ぎて、そこにいて当たり前の太陽にすら興味が湧わいてくる。

　太陽よ、昼を明るくしてくれてありがとう。でも今日は働き過ぎだ。

　詩し織おりの話だと、若い頃に紫外線を浴び過ぎるとメラニン色素の貯蓄がされて、大人になってからシミ、そばかす、ホクロが増えてしまうらしい。

　だから暑い夏こそ、髪を切らずに伸ばして首や額を守るべきなんだそうだ。

　詩織というスーパーブレーンを手にした俺おれは、日に日に役立つ健康豆知識を蓄えている。

　この前、お礼として詩織にクレープを奢おごったら、かつおぶしを与えられた猫みたいに喜んでくれた。もちろん、無表情のままである。

　詩織は無表情なのに感情がダダ漏れで、最近ではとうとう漫画みたいな効果音や効果線が見えるようになってきた……気がする。

　あんまり可愛かわいいから頭をなでたくなったが、恋人でもないのに頭をなでるのも失礼であろうと思い我慢した。そこは文明人としての矜きよう持じである。

　小こ里り洲すはハムスターなのでなでても問題ない。むしろなでるのが礼儀だ。

「よし、じゃあ好きなやつとふたり一組みになってストレッチ」

　女体育教師の指示で、皆はペアを作るが、もちろん俺に声をかけてくる物好きはいない。

　先生はなんで生徒に好きな奴やつがいること前提なの？

　みんなもなんで打ち合わせなしでペアになれるの？

　ペアになろうとしたら『ごめん俺こいつと組むから』とかいう展開にはならないの？

　グラウンドの反対側。女子の方へ視線を投げると、小里洲は数人の女子たちで集まり、何かを話したのち、比較的体格の近い、小柄な女子とそつなくペアを組んでいる。

　そして一組と四組の男子は合わせて偶数だが、俺はいつもひとり余った。これはどうしたことか。計算が苦手な人のために、賢明な俺が教えてしんぜよう。

　無む理り矢や理り三人で組む奴らがいるんだよ。

　周囲はペアでストレッチをするなか、俺はいつも勝手にひとりでやっている。小学生の頃から変わらない、俺の習慣だ。どうして女体育教師が何も言わないのかは知らないが、もしかすると先生なりの優しさかもしれない。昔、無神経な熱血教師が大声で、

『おいお前ら！　小こ日向ひなたを仲間外れにするなんて可哀かわいそうじゃないか！　そこ、三人で組むな！　ひとりは小日向と組め！』

　そうやって他人とストレッチをした体育のあと、俺と組んだ奴は『刀かたな彦ひこ菌が移っちまった』とか言って、菌を移し合う鬼ごっこをしていた。

　生徒を仲良くさせるためにペアを組ませるのではなく、ペアを組んだという事実を作るためにペアを作る。手段と目的を取り違えた典型的な例だろう。

　そもそも、俺は昔から体育なんていらない授業だと思っている。

　授業中は終始、運動が得意な生徒による絶対王政が敷かれている。王が決めた厳密なカースト制度に従わねば人権などない。従っても人権はない。

　その最たる例が、小学校時代に行うドッジボールだろう。

　冠を被かぶった二匹のボス猿がそれぞれのチームリーダーとなりジャンケン。

　勝ったほうから順に好きな男子を自チームに入れるという謎なぞの王権も発動し放題だ。

『猿に烏え帽ぼ子し』という言葉は彼らのためにある。

　不思議と俺おれのクラスは毎年男子が奇数だったので、必然的に俺が余る。すると人材の取り合いをしていたボス猿は逆に俺の押し付け合いをする。就職氷河期の到来だ。

　ていうかなんでお前らが俺の所属を決めるんだよ。お前ら俺になんの権限があるんだよ。

　こうしてボス猿は自分好みの軍団をアゴで使い試合開始。家来が取ったボールは自身に献上させ、ミスした家来は先生に見えないラフプレーで粛清する。

　それでも、ボス猿に逆らう奴やつは誰だれもいない。

　小学生の頃からおしゃぶりのように権力をしゃぶり続けた生徒がまともな成長をするはずもない。彼らは中学高校と体が成長すればするほど脳のう味み噌そは幼児退行を起こし、周囲がママのように自らを甘やかしてくれるのが当然だと思いはじめる。なんという高度な天然赤ちゃんプレイか。

　しかし、それほどの変態性をほしいがままにしてもなお、彼らを責める者は誰もいない。むしろ、その変態に媚こびを売る変態親衛隊が生まれた。

　結果、体育の授業以外でも変態とその親衛隊がクラス内の最大勢力となり、俺のような無む辜この民を虐しいたげるようになる。

　俺が小学校時代に味わった苦痛の多くは、体育に原因があると言える。

　なんてことを考えながら、ひとりでストレッチの姿勢に入ると、誰かが俺の肩を叩たたいた。

　振り返ると、雪のように白い髪と肌で、瞳ひとみは真紅という幻想的な美少女──里り緒お式しき詩し織おりがそこにいた。女子の詩織が、どうしてここにいるのだろうか？

「どうした詩織。女子は向こうだろ？」

「それが私だけ余ってしまったので、よろしければ組んでいただけませんか？」

　男子たちがストレッチの手を休めて俺らに注目。女体育教師はプリントに何か書き込みながら『ストレッチはサボるなよー』と口にしている。

「詩織とか？　いいぞ。女子と男子ってストレッチの内容同じだよな？」

「はい、いまは背中合わせですね。では背中を拝借」

　淡々と喋しやべりながら、詩織は俺と背中合わせに両腕を組んだ。俺はぐいっと体が背後に傾いて、青い空に腹を向けさせられた。

「おっ、結構力あるなぁ」

「刀かたな彦ひこさんの重心を腰に乗せて、あとはテコの原理で持ち上がります。筋力はいりません」

　感心する俺へ、詩織はこともなげにそう言った。

　だがしかし、地面に下ろされた俺は詩織を背負おうとして、ためらった。

　待てよ。このストレッチをすると、詩し織おりは大きく胸を張った状態で仰あお向むけになって揺すられることになる。

　詩織のそんなあられもない姿を男子たちに提供するのは良くない気がする。

　事実、周囲の男子たちはストレッチをやめ、視線を熱く滾たぎらせながら、かぶりつきで俺おれらを包囲している。バカに明るい声がしたのはそのときだった。

「かたなひこぉー♪　しおりぃーん♪」

　体育館の掃き出し窓で、俺らに両手を振る金髪の美少女がぴょんぴょん跳ねている。

　同じＫＹ部の、入いり江えシェリーだ。銀ぎん鉢ぱち高校は体育館がふたつあり、格技室も完備されているので、体育の授業が被かぶるのは珍しくない。シェリーは上靴と靴下をするりと脱ぎ捨てると、セクシーな生足で土の上を無邪気に駆けて来る。その姿は飼い主にフリスビーを投げてもらった子犬と瓜うり二ふたつだ。おいおい、小石を踏まないよう気をつけるんだぞ。

「なになにー？　男女でも組んでいいのー♪」

「逆に男女で組んではいけないとは聞いていませんが。ねぇ？」

「そうだなぁ。男子と女子って、組んだらなんかあんのか？」

『おぉ！』とシェリーは手を叩たたく。

「なるほど♪　理にかなっているね♪　じゃーああたしも混ぜて混ぜてぇ♪」

　シェリーは甘えん坊パワー全開で、俺と詩織にまとめて抱きついてくる。

　いま二組は、五組と体育館で授業中のはずだが、どうやらシェリーも余ったらしい。

　そのとき、俺は閃ひらめくものがあった。

「わかった、じゃあちょっとこっちに来てくれ」

「なんですか？」

「どしたの薙刀なぎなた彦ひこ？」

「おいおい、だから勝手に俺の射程を伸ばすなよ」

　俺らは男子たちから離れ、グラウンドの端っこで詩織とシェリーが組んだ。俺はそのすぐ横に立って、男子たちからの死角を作ってからふたりにストレッチをしてもらう。シェリーは詩織を背負って揺らし、俺の目の前では、詩織の豊かな胸が元気に波打つ。

　うわぁ、やっぱ大きいとブラしていても揺れるんだな……。

　俺の背中には、男子たち全員の怒りと憎しみと恨みの視線が浴びせられるが関係ない。

　俺がＫＹだという意見には反論があるが、俺は昔から敵意を気にしない。小学生時代は、みんなが滑こつ稽けいな顔で俺を見ていると思い噴き出し、みんなの怒りのボルテージがうなぎのぼりどころかコイのぼりだったのを覚えている。いずれは竜となり天に昇るのだろう。

　続いて詩織がシェリーを背負うと、シェリーの胸もちゃんと揺れた。シェリーの胸は詩織のように特別大きくはないが、丸みのしっかりとした美乳だと思う。

　シェリーは揺れる自分の胸と、俺の背後に広がる悪鬼たちを交互に見てから地面に降りると、いたずらっぽく笑って胸を抱き隠す。

「えっ、槍やり彦ひこってば独占欲？　あたしたちに惚ほれちゃった？」

「お前はどこまで俺おれの射程を伸ばす気だ」

　俺が笑うと、詩し織おりも気づいたのだろう。自分の巨乳を見下ろして『あー』と声を漏らす。

　まったく、普段から紗さ希き姉の極ごく乳にゆうに慣れ親しんでいる俺を惑わすとは、なんて罪深い連中だ。美人でスタイル抜群、というだけで、思春期の男子なら恋に落ちるだろう。加えて、シェリーは子犬のように可愛かわいい性格で、詩織は子猫のように可愛い性格だ。

　これほど魅力的な美少女ふたりに、好意を持つなと言うほうが難しい。

　だが待つんだ俺。シェリーは、刀かたな彦ひこは変な気を起こさないから安心できる、と俺を信頼しているし、詩織は多分、俺に友情を求めている。そんなふたりに恋愛感情を持つのは、裏切りじゃないのか？　よし、俺は性欲に惑わされているだけで、恋はしていない！

「いやいや、知り合ったばかりで即落ちとかチョロ過ぎんだろ俺。ふたりともすげぇ可愛いから愛めでたくて仕方ないけど『恋愛感情』はないぞ」

「あたしはそんな冷静な刀彦がだいすきぃー♪」

「正しい判断です。私も刀彦さんのことは好ましいですが『恋愛感情』はまだありません」

　と言いながら、詩織は俺にぴっとりと寄り添ってくる。

「そうそう、いくらふたりがアイドル級の美少女でも簡単には落ちないぜ。じゃあ次な」

　開脚前屈をやろうと俺が座りこむと、詩織は表情を変えずに頰ほおを染めていた。顔の周りに『ポッ』という効果音の文字が見えそうだ。アイドル級の美少女、という表現が効いたらしい。詩織は子猫のように俺の背中へ跳びつくと、俺の首筋に赤面をうずめてくる。

　詩織の顔から熱と、やわらかくてみずみずしい感触が伝わってくる。まぁ、詩織の唇くちびるが押し当てられているのだから当然だろう。

　おまけに、さっきまで元気に跳ねはずんでいた巨乳が、薄いＴシャツ一枚をへだてて俺の背中を圧迫してくるものだから、きもちいいことこの上ない。

　これ、普通の男子なら絶対に勘違いしているだろう。

　余人には理解しがたいだろうが、この論理系無表情娘はかなりの甘えん坊だ。愛情表現がすり寄るとか、抱きつくといったボディタッチなのだ。そんな可愛いことをするものだから、だんだん詩織が小さな白猫に見えてくる。

　それにしても、おっぱいってきもちいいなぁ。なにこのやわらかくて程良い低反発力で自ら吸いついてくる物体は。唇とどっちがやわらかいのかなぁ。

　とか思っていると、シェリーが俺の前に座りこみ、胸板に背中を預けてきた。

　シャンプーではない、シェリー自身の香りが俺の鼻び腔こうをくすぐってきて顔が熱くなった。

　男子たちは地面に拳こぶしを叩たたきつけ、女子たちが歓声とも悲鳴ともつかない声をあげる。

「三人ならこうやっていっぺんに終わらせよ♪」

　肩越しにシェリーが見せる、無邪気な笑顔が眩まぶしい。でも、俺おれはシェリーに伝えねばならん。実はいま、シェリーのぷにっとしたお尻が俺の股こ間かんに押しつけられている。平らな日本人のそれとは違い、尻たぶが丸く、キュッと上向きのヒップは大変きもちよいのだが、このままではいろいろとマズイ、マズ過ぎる……ッ。

「ッ。ダメだ。離れてくれシェリー……でないと、俺の文明人が野生に返ってしまう」

　途端に、シェリーは身をくねらせながらキャーキャー騒ぎ出す。

「もう、棍こん棒ぼう彦ひこってばエッチなんだから♪」

「棍棒彦って何それ強そう。つうか詩し織おりの胸も当たっているし、さっきも男子たちのなかで背中合わせしようとするし、お前ら無防備過ぎないか？　本気で心配すんぞ？」

　俺の首筋に顔をうずめていた詩織が、冷静さを取り戻す。

「お気遣い感謝します。ですが刀かたな彦ひこさんは好ましい人なので構いません。むしろコーフンして頂ければ、私も女としての自信がつきます」

「それに刀彦にしかしないから大丈夫だよ♪」

　ふたりの甘えた言葉に、俺は口のなかで唇くちびるを嚙かみながらうつむいた。

「お前ら……男心読めすぎだろ。さっきから全部俺のハートにストライクなんだけど……」

「なんの話ですか？　それよりも三人同時はかえってやりにくいので、私はうしろから押してサポートしますね」

　俺の肩に手をつき中腰で立ち上がると、詩織は俺の背中に胸を押し当て……両足を大地に突き立て前傾姿勢になる。嫌な予感が、背筋をゾクリと駆け上がった。否、甘い感触が、背筋をむにゅりと滑りあがった。

「ちょっと待て詩織！」

　俺の制止も聞かず、詩織は全体重と脚力を以もって、俺の背中を手と、胸で押しこんだ。

　つぶれた。紗さ希き姉と聖せい良らに次ぐ豊満さで、乳袋を作れる程に大きな詩織のおっぱいが、完膚なきまでに押しつぶれて、俺の背中いっぱいに広がった。

　詩織とシェリーに挟まれ、ありていに言えば、詩織の巨乳と、シェリーのお尻にサンドイッチされた俺は、急速に理性が弱まるのを感じた。ふたりのことが愛いとしくて、自分だけのものにしたくなってくる。だが、本能は屈しても理性は屈しない。このままでいたい欲望を払い、次のストレッチに移るべく立ち上がると、ふと小こ里り洲すの姿が目にはいった。

　小里洲は女子たちのなかで立ちつくし、愕がく然ぜんとした表情で震えていた。しかし、同時に周囲を警戒していて、何か言おうとしているのを我慢しているようだ。

　そこへ、男子担当の女体育教師が俺らの前に走り込んできた。

「ちょっ、お前ら何やってんだ！　小こ日向ひなた、先生と組もう！」

　流石さすがは体育教師。三十代の女性といえどなかなかの俊敏さだった。

　だが、俺がいなくなったら、誰だれがシェリーと詩織を男子の視線から守るんだ！












「いや、俺おれら別に困っていないんで、気を遣ってくれなくても大丈夫ですよ？」

「はい。不純異性交遊でもありませんし。ただ男女でストレッチをしているだけです。それとも先生は体育教師なのにストレッチを猥わい褻せつ行為に含める気ですか？」

「いや、それは……」

　先生はギクリと肩を跳ねあげ、言葉に詰まってしまう。だが、

「ダメだよふたりとも！　ちゃんと先生の気持ちも考えてあげないと！」

　シェリーは先生の肩に手を置き、文字通り先生の肩を持つ。

「考えてもごらんよふたりとも！　先生は今年三八歳のアラフォーで結婚適齢期は過ぎ来年はとうとうスレスレ三十代の崖がけっぷち！　なのに結婚はおろか彼氏もいないんだよ！」

「な、何な故ぜそれを……!?」

　シェリーは目に涙を浮かべ、握り拳こぶしを震わせた。

「華も色気も未来もない三重苦の先生の目の前であたしたちがキャッキャウフフしていれば嫉しつ妬との炎に駆られて殺人事件のひとつも起こしてしかるべきだよ！　それを説得で済ませようとしているんだから、むしろ先生を褒ほめてあげなきゃ！」

　涙を散らしながら訴えてくるシェリーの熱弁に、俺と詩し織おりは強く心を打たれて猛省した。

「くっ、俺らはアラフォー独身女性の気持ちも考えずになんてことをしてしまったんだ！」

「先生にとって我々の行動は嫌らしく自慢げに幸せを見せびらかすも同じなのですね！」

「シェリー！　お前マジで空気読めるな！」

「当たり前だよ！　あたしは空気が読める、デキル女なんだから！」

　俺おれがシェリーの肩を鷲わし摑づかめば、シェリーは親指をぐっと立てる。

「では、みんなで先生に謝罪をしましょう」

「「「先生、すいま──」」」

「!!」

　俺らがそろって謝る途中で、先生は怨おん霊りようのような絶叫をあげながら遁とん走そうした。

　早く先生に相手が見つかることを祈ってあげよう。

　今日は、俺史に残る楽しい体育の授業だった。あと、残り時間は自習になった。


　　　◆



「というわけで、男性と女性の脳の機能はかなり違います。必然的に感性、価値感も異なり、男女は一生わかり合えないとか、男女の友情は有り得ないなどと言われます」

　放課後、俺、聖せい良ら、シェリー、詩し織おりは部室に集まり、ポケヒロで遊んでいた。

　プレイ時間の長い俺とシェリーは通信ケーブルを使い、育てたヒロイン同士で対戦。

　次にプレイ時間の長い詩織はストーリーをクリア済みなので、やり込み要素のヒロインコンプリートにいそしんでいる。

　最近はじめたばかりの聖良は、まだストーリーを進めている最中だ。

　その途中、詩織が『そういえば皆さん知っていますか？』と話題を振ってきて、俺らはゲームをやりながら詩織のスペシャル講義を受けていた。

　そこへ、我が部の部長様が遅れてやってくる。

「うわっ。今日はみんないるんだ、珍しい」

　小こ里り洲すは驚き、口に手を当てる。

「俺らだっていつもサボるわけじゃないんだぜ。まぁ俺らは俺らで用事あったしな」

　俺がゲームボーイを掲げると、小里洲が頭痛を押さえるように手をこめかみに当てる。

「け、ＫＹ部が室内ゲーム部になっている……」

「続けてくれ詩織」

　呆あきれる小里洲を無視して、俺は詩織に講義の続きを促した。

「はい。例えば会話ですが、男性は相談し答えを出すためなど、目的を果たす『手段』として会話をします。対して女性は会話をすることが『目的』になっています。なので女性は話題を変えながら長々と話しますが、男性からすると『結局何を伝えたいんだ』となり不快感を抱き、逆に女性からすると結論を求める男性に対し、嫌な気分になります」

　だから、男女間の友情はなかなか成立しないのです、と詩織は続けた。

「ん、ちょっと待ちなさいよ」

　聖良が横よこ槍やりをいれて、詩織は『どうしました？』と目で問う。

「ということは刀かたな彦ひこ、貴方あなたいままでワタシたちの話を我慢して聞いていたの？」

「そういえば刀彦っていつもあたしたちの話をうんうん、て最後まで聞くよね？」

　聖せい良らとシェリーが同時に俺おれの顔を覗のぞきこんできて、俺は美少女の顔に挟まれる。

「私が今日この話をしたのはそれが理由です。私はＫＹについて、科学的なアプローチを試みたのですが、刀彦さんはすでに空気を読み私たちに気遣った行動をしているのでは？」

　詩し織おりの問いに、俺は首を横に振った。

「我慢てのはしたことないな。相手は話したいことがあるから話しているんだろうし、自分に時間があるなら話を聞くのは普通だと思うぞ。話題がコロコロ変わるのも、話しているうちに別の話題を思い出したんだなぁ、て思うだけだ」

　普段話す女性が紗さ希き姉や母さんとか目上の人だから聞き役になることが多いせいかな？

「ふーむ、刀彦さんはいわゆる聞き上手なのでしょうか？」

「ははっ、だったらもっと好かれているし苦労もないわな。よし、俺の勝ち」

「むむっ、ここでクリティカルヒットとは残念」

　俺とのバトルに負けたシェリーが、残念そうにへの字口を作った。

「ていうか来らい泉せんさんもポケヒロはじめたんだ。わたしたちが生まれる前のゲームなのに」

　小こ里り洲すも鞄かばんをテーブルに下ろして席に着く。

「そうね。刀彦たちが面白そうにやっているんだもの。実際にやってみると、確かに面白いわ。凡民の遊戯にしてはやるわね」

「でもいまからはじめて小こ日向ひなた君に追いつけるの？」

　聖良は艶あでやかなロングヘアーを手でかきあげ、優美に笑った。

「ふっ、このワタシが並の方法で遊ぶわけないじゃない。天才はね、貴女あなたがた凡民の予想を常に超えているのよ！　あ、刀彦。このパーティーで苦戦するようになったわよ」

「じゃあステーションに向かってくれ。今度はレベル五〇のヒロイン五体そっちに送るよ」

「人任せじゃん！」

　小里洲のツッコミは、漫画なら『びしぃっ』と気持ち良い音が鳴りそうなほど鋭かった。

「あら人任せじゃないわよ。レベル上げの時間を短縮しつつ、攻略サイトのフローチャート通りに進めることで最効率、最適解、最短時間でゲームをクリアするだけなのだから」

「それ楽しいの？　ねぇ楽しいの？　テレビゲームは自分で解くから楽しいんだよ？」

「楽しいわ。圧倒的力で全すべてを蹴け散ちらしていくのって最高ね。特にボス戦なんて、会話イベントでさんざん偉そうなことを言っていた奴やつを一撃で倒すと胸がスッとするわ♪」

　聖良が素敵な笑顔で身をはずませると、美お味いしそうな豊乳も上下にはずんだ。

　ねぇそれ何が詰まっているの？　知っているけど気になっちゃうんだよ。男の子だもの。

「うわぁ……正統派のゲーマーが聞いたら怒りそう。そんなだと友達できないよ。ていうかみんなは友達いるの？」

　盛大にため息をつく小こ里り洲すに、俺おれは聞き返す。

「そういう小里洲はいるのか？」

「いるよ！　滅め茶ちや苦く茶ちやいるよ！　ていうか小こ日向ひなた君同じクラスだよね!?　いつもわたしが美み香か子ことか麻あさ美みとか小こ林ばやし坂ざか君とか樹き村むら君と一緒にいるの知っているよね!?」

　小里洲は鬼気迫る勢いでぐいぐいと俺に詰め寄り、自らの交友関係を訴える。

「え？　小里洲って和かず也やの友達なのか？」

「和也？　ああ樹村君ね。樹村君のことは知っているんだ？」

　知っているも何も、家が近いからなぁ。

「和也とは幼稚園の頃から十四年間ずっと同じクラスだからな。麻美や美香子は和也とセットで何度も見ているから知っているぞ」

「ならなんでわたしのことは覚えていないの!?」

「えー、お前いたかぁ？」

　頭をひねりながら記憶を掘り返せば、ぼんやりとハムスターのシルエットが浮かんだ。

「そういえば去年の秋ぐらいから小動物的な影が増えたような」

「それがわたしなの！」

　小里洲は声を張り上げて、目には涙までにじませていた。

「そんな必死にならなくてもいいだろ。期間短いし春休み挟んだら忘れるっての。お前は何に怯おびえているんだよ？」

「べ、別に怯えてなんかいないもん」

　幼い顔立ちを真っ赤にしてムキになりながら、小里洲は小さな手を腰に当て息をつく。

「それで、みんなは友達いるの？」

「「「「友達の定義は？」」」」

「……それ、友達いない人のセリフだよね？」

　小里洲はがっくりと肩を落とした。俺ら四人は顔を突き合わせ、眉み間けんにしわを寄せあう。

「辞書には、親しい間柄の人とありますが、どの程度親しければよいのでしょうか？」

「とりあえずワタシたちはメールのやり取りをするわけだからメル友ではあるわね」

「でもよ、小里洲が言っているのってメル友じゃなくて友達グループ的な意味だよな？」

「ていうかさ、家族や恋人も親しいよね？　先生と仲が良かったら先生も友達？」

　シェリーの問いに、俺らはさらに頭を悩ませ両腕を組んだ。

「そんなことで悩むのがＫＹのＫＹたる所以ゆえんなんだね……」

　小里洲は諦あきらめたように重い息を吐きだした。

「友達と遊んだこともないなんて、みんなの青春それでもいいの？」

「友達とじゃないけど、遊びになら俺ら四人で毎週土日に行っているぞ」

「────────────────え？」

　遥はるか彼方かなたから囁ささやかれたように小さな声だった。

「聞こえなかったか？　だから遊びになら休みの度に行っているぞ？」

　遊びに行ったときのことを思い出して、俺おれらは雑談に花を咲かせる。

「先週の遊園地は楽しかったよね♪　あたしまたジェットコースター乗りたい♪」

「私はカラオケがいいです。あの採点機械で満点を出す方法がわかりました」

「刀かたな彦ひこ。次はどこへ行くの？　男ならワタシをエスコートしてみせなさいな」

「水族館はどうだ？　イルカショーは……ガキっぽいかな？」

「あらいいじゃない。もちろん、水しぶきは全部貴方あなたが防いでくれるのでしょう？」

「でないとカッコつかねぇよ。一応男子だぞ？　って、ん？」

　小こ里り洲すは、呆ぼう然ぜんとした様子で立ち尽くしていた。

「おいどうした。あまりにも表情が似ていたからコケシにしか見えなかったぞ？」

「え……って、一瞬褒ほめられたかと思っちゃったよ！　コケシってよくよく見ると不気味だからね！　女の子に使っていい単語じゃないからね！」

「当たり前だろ？　あんな不気味で手足のない寸ずん胴どう人形に例えるとかただの悪口じゃん」

「十秒前の自分を振り返って！」

　いや、だから不気味なコケシっぽく見えるからその表情をやめたほうがいいぞって意味なのに、なんで怒るんだ？

「それよりも、え？　四人とも一緒に遊んでいるの？」

　小里洲はまるで、ドッキリカメラをしかけられたように挙動不審になる。

「おう。四人でてっとり早く空気を読めるようになる方法考えたんだよ。そしたらリア充みたいなことやっていれば鍛えられるんじゃないかって結論になってな」

「あ、あの、わたしは？」

　小里洲が仲間になりたそうな目で見つめてくるが、きっと俺の気のせいだろう。

「小里洲はもう空気読めるんだから訓練の必要ないだろ？　でもみんな楽しかったよな？」

「しおりんが効率のいいアトラクションの並び方を計算してくれたからね♪」

　シェリーに抱きしめられながら頰ほおずりをされると、詩し織おりは無表情のまま赤面する。

「それほどでもないですよ。どのみち待ち時間も刀彦さんと話せて楽しかったですし」

「みんな俺の知らないこと知っているから楽しかったぞ？　それより俺は列に割り込んできた迷惑カップルを聖せい良らがやっつけたのが印象に残っているな。胸がすくっていうかさ」

「愚民共を駆逐するのは高級国民なら当然の嗜たしなみよ。さぁ、ワタシに感謝して崇あがめなさい」

　大きな目を細め、聖良は両腕を広げてカモンと手を動かす。聖良みたいな正統派美人がそういう動きをするのがおもしろくて、つい笑みがこぼれる。

「崇めはしないけど、聖良はすげぇいい奴やつだなって思うよ。ああいうのってみんな見て見ぬフリをするのに。聖良のせいで俺の出る幕がなかったぜ。あ、小里洲、これ証拠の写真な」

　言って、俺おれはガラケーを取り出すと小こ里り洲すに写真を見せる。

　遊園地で撮ったのは、俺ら四人が肩を組み合いスリーピースをかざしている集合写真だ。ちなみに、シェリーが犬耳カチューシャを、詩し織おりが猫耳カチューシャを着けている。

「……小こ日向ひなた君たち、いつのまに友達になったの？」

　俺らは同時に首を傾かしげると、誰だれから言うでもなく四人で円陣を組んだ。

「おい、俺らって友達なのか？」

「メールのやり取りがあって休日に一緒に遊びには行くわね」

「しかしながら、我々は空気を読む訓練のために遊んでいるのでは？」

「じゃあさじゃあさ、クラスで一緒に勉強している人たちって友達なのかな？」

「やっぱ友達の定義がわかんねぇな」

「まったくね」

　聖せい良らも眉まゆ根ねを寄せて頷うなずいてくれた。

「む、おふたりとも、小里洲さんが」

　詩織の指摘で首を回すと、小里洲が壁に向かって何か呟つぶやいている。

「いいもんいいもん。どうせわたしバイトあったもん。どうせ行けないもん……」

　どんよりとした負のオーラを背負い、小里洲は壁に額をつけていじけていた。

「おかしいな。俺らは小里洲に迷惑がかからないよう、俺らだけで訓練していたのに。どうして小里洲はいじけているんだ？」

「あたしにはわかったよ刀かたな彦ひこ！」

　シェリーが両手で拳こぶしを作り、空手家のように『オス！』とわき腹で肘ひじを引いて構える。

「小里洲ちゃんは誘って欲しかったんだよ！　言われて仕方なく部長になったけど、それでも自分だけ誘われていないことに疎外感があるんだよ！　だからあたしたちは小里洲ちゃんが断るとわかっていても誘うべきだったんだよ！」

「そんなんじゃないもん！」

　元気になった小里洲が、シェリーに鋭くツッコむ。

「おぉ、小里洲が一瞬で元気に。やっぱりシェリーはデキル女だな」

「ふっ、もっとあたしを頼ってくれてもいいよ」

　シェリーが得意げに背を反らすと、小里洲は呆あきれ声で話をシメくくった。

「……これがＫＹ……」

　シェリーは小里洲の気持ちを察したのになんでＫＹ扱いなんだ？　と、そうだ。

「ところで話は変わるんだけど、今日の体育の時間中に思ったんだけどよ」

「本当に変わり過ぎ！　……それで今日の体育の時間がどうかしたの？」

　聞く姿勢を作った小里洲に、俺は頷く。

「ああ、お前、俺が詩織とシェリーの三人でストレッチしているときにこっち見ていたよな？　それで何か言おうとしていたけど、なんだったんだ？」

　小こ里り洲すは腰に拳こぶしをあてて、やれやれと説明してくれる。

「あれは三人を注意しようとしたの。男女でペアを組んだり体育館で授業中の入いり江えさんも交じってやるなんておかしいもん。でもみんな小こ日向ひなた君たちのことを見ているだけだし。女子のわたしがわざわざ男子の方まで走って注意するのも変かなって思ってやめたの」

　小里洲はちょっと目を釣り気味にして俺おれを見上げ『わかった？』と視線で訴えてくる。

　でも俺は、新しい疑問が出てくるだけだった。

「なぁ小里洲。お前さ、必要なことをやるんじゃなくて、みんながやることをやるのか？」

　小里洲は表情を硬くして、息を吞のんだ。

　部室に沈黙が流れると、詩し織おりが一言。

「小里洲さんて……もしかしてキョロ充ですか？」

「ふえッ!?」

　小里洲は目を丸くして固まり、一歩下がる。

「なにそれ？」

　シェリーが尋ねると、詩織は無表情無感動に、ただ淡々と説明する。

「一般的に、友達がたくさんいる人をリアルが充実している人、略してリア充と呼びます。対して私たちのように友達のいない人をひとりぼっちから取って、ボッチと呼びます。そしてキョロ充とは、自分が取り入るリア充を探してキョロキョロしている人のことです」

　表情を硬くする小里洲が息を吞む。詩織は俺らに説明を続ける。

「キョロ充はボッチを下等な人間、リア充を高等な人間と見ており、ボッチになることを恐れます。そのためリア充のグループに媚こびを売り、取り入り、その側にいようとします。リア充と一緒にいることで、自分は惨めなボッチじゃない、自分もリア充なんだ、と自身に言い聞かせ自己顕示欲を満たすのです。そこで小里洲さんに質問です」

　詩織の玲れい瓏ろうな真紅の瞳ひとみが、冷たく光った。

「小里洲さんは、そのオトモダチと一緒にいて楽しいのですか？」

　小里洲の顔が、サッと青くなる。

「な、何を言っているの？　楽しいに決まっているじゃない。媚を売るのと気遣うのは違うんだから。友達とか家族とか、親しい間柄でも気を遣うのは普通だよ。確かにわたしは麻あさ美みや樹き村むら君に合わせることが多いけど、みんなが好き勝手に行動していたら大変だよ」

　小里洲は努めて冷静を装っているけど、わずかな動揺を感じる。

　その様子が、なんだか無理をしているように見えた。

「なぁ小里洲……和かず也やってさ、昔からずっとみんなの中心だったんだよ。みんなから人気があって、みんな和也の側にいたがっていた」

「どうしたの急に？　でも……樹村君カッコイイし優しいもんね」

　やや気おくれした感じの小こ里り洲すに、俺おれは小中学校時代を思い出しながら説明を続けた。

「ただそのせいで、嫌な思いをする奴やつもいたんだよ。和かず也やだけじゃなくて、和也の親友を含めた『和也たち』には逆らっちゃいけない、みたいなルールができていてさ。俺も、和也たちとは違う意見を言っただけで随分と非難されたよ」

　決まり文句は『いま和也君これがいいって言ったじゃん、空気読めよ～』ってな。

　作り笑いを浮かべながら、嫌々従っている奴もたくさんいたっけ。

「だから小里洲も、連中に嫌々従わされていないか心配になったんだよ」

「……そんな、嫌々従わされているなんてことないよ」

　トーンの落ちた声で、小里洲は首を横に振った。

「あのね小こ日向ひなた君。空気を読むっていうのは、自分のしたいことをガマンして、みんなが笑顔になれることをするってことなの。スポーツだって、仲間にパスしてボールを譲ったり、キャプテンの作戦通りに動かないと、みんな笑顔になれないんだから」

　スポーツを例えに出されても、俺が思いだすのは、王様気どりのボス猿がみんなを脅すシーンだけだ。『ミスったら殴んぞ』『ボール取ったらすぐ俺に寄こせよ』は常じよう套とう句くだった。

「じゃ、じゃあ今日は依頼がないから、わたしは生徒会の仕事に行くね」

　不自然な饒じよう舌ぜつさを発揮してから、小里洲は逃げるように部室から出て行った。あとに残された俺たちは何な故ぜだか会話が弾まず、三十分もしないで帰ることにした。


　　　◆



　次の日の金曜日。昼休みになると俺は、おもむろに鞄かばんから弁当と水筒を取り出す。机に広げると誰だれと話すでもなく、黙々と弁当を食べはじめた。

　いまは食事の時間なわけで、他のことをする必要など微み塵じんもない。だが、ＫＹ部に入れられたこともあり、最近はクラスの様子を観察するようにしている。

　クラスの連中は机をつけ合ったり席替えをしたりして、仲の良い人同士で食べるのだが、そのグループを見れば、おのずとこのクラスの住み分けのようなものが見えてくる。

　グループは全部で七つ。

　アニメの話ばかりしているグループは、他の生徒が近寄ると静かになる不思議な連中だ。

　不良っぽいグループは別の場所で昼飯を食べるのか、昼休みはいつもいない。

　あとは、活発な運動部中心のグループ。おとなしい文化部のグループ。それと、帰宅部の男子グループと女子グループがある。ただ、最後の二グループはちょっと特殊だが……。

　そして、最大の派閥にして小里洲が所属するのが、樹き村むら和也率いるグループだった。

　男子はバスケ部サッカー部テニス部のイケメン三人組。女子はメイクやアクセサリー、染髪の目立つギャル系女子四人に小里洲を含めた五人の、計八人グループだ。

　容姿の整った生徒だけが所属するグループだから、可愛かわいらしいという点において容姿の優れた小里洲がいるのは不自然じゃない。

　また、その八人を取り囲むようにして、さっきの帰宅部グループが座っている。

　こいつらが喋しやべることはない。メインメンバーの八人の会話に合わせて相あい槌づちをうったり、同意したりするだけだ。まるでサラリーマンの接待である。

　その接待される連中の中心にいるのが、樹き村むら和かず也やだ。

　バスケ部の次期キャプテンと言われているイケメン王子。しかも成績も良いときている。

　俺おれとは幼稚園時代からずっと同じクラスだから、他人に興味のない俺でも自然と覚える。いや、厳密にはただ一緒のクラスだっただけではなく、それなりに『接点』があった。

　和也は幼い頃から人気者で、みんなの中心で、女の先生どころか同級生の親御さんまで虜とりこにし『和也くんかわいい』とチヤホヤされてきた。

　対する俺は幼い頃から見る者全すべてに攻撃される不人気者で、放射性物質のように嫌われた。女はおろか男にまで『キモッ』と蛇だ蝎かつのごとく嫌悪され続けている。

　それでもなお、何な故ぜか俺と和也の縁は不自然に切れなかった。

　もっと言うならば、何故か和也は常に俺のことを意識し続けていた。幼い頃から、クラスで何かを決めるときや、生徒が好きに何かを選ぶとき『刀かたな彦ひこはどうするんだ？』と聞いてきたり、夏休みや冬休みが明けると『休みのあいだ何してた？』と聞いてくるのだ。

　他にも、ときどき不自然に優しくしてきたり、逆にちょっかいをかけてきたりする。ツンデレなのか？

　俺は昼飯を早々に食い終わると本を読むフリをして、和也グループを観察してみる。

　いや、和也はどうでもいいんだけど、小こ里り洲すのことが気になった。

　昨日の話では、小里洲は和也グループの面々と友達のようだ。空気が読めるらしい常識人の小里洲が、グループのなかでどのように立ち回っているのか興味が湧わいたのだ。

　小里洲みたく振る舞えば、俺はＫＹ認定を取り消されてＫＹ部を退部できるかもしれん。

「でさぁ、その鎌かま瀬せって男子？　マジ、キョドッっててキモいのー、マジ死んでくんないって感じだよねー？　マジウザくなーい？」

　机の上に座り、ひとつの会話で三回も『マジ』と使ったマジ大好きマジ星人の名は清し水みず川かわ麻あさ美み。ゆるくパーマをかけた茶髪で耳にはピアス、校則無視も甚はなはだしい。顔はガッツリ化粧をしており、その口からは偏差値の低そうな言葉が垂れ流しという女子だ。

　女子のなかではリーダー格らしく、いつも和也の彼女ヅラをしている。ただし、和也が麻美の彼氏ヅラをしたことは一度もない。

「いやいやそれは酷ひどいやろ～、清水川さんマジキツイわ～」

　やや金髪に近い茶髪の男子は、サッカー部の小こ林ばやし坂ざか卓たく哉や。いつもテンションが高くて、和也とは小学校からの付き合いだ。同じスポーツ男子として、通ずるものがあるのだろう。

　卓哉も女子からの人気が高く、和也ほどではないが美系のようだ。

　麻美が和也の腕を取り、演技臭い猫なで声を出す。

「ね今日スタバ寄ろスタバ。あたし新味のやつ吞のみたい～」

「スタバかぁ、やっぱり麻あさ美みはオシャレだよねー」

　小こ里り洲すの感想に、麻美は機嫌よく舌を転がす。

「はっ、なーに言ってんのよ。子供じゃないんだからスタバぐらいふつーふつー。でもいいよね莉り子こは、インスタントで満足できるんだから。うらやましーなー」

「いやいやそんなことないよー。わたしこそ羨うらやましいことばっかだよ。麻美ってばオシャレだし美人だしスタイルいいし。同い年に見えないって」

　確かに同い年には見えないよなぁ。と俺おれは頭のなかで小里洲と聖せい良らを比べてみる。まぁ、小里洲が小さいというよりも、聖良が色々と発育し過ぎな気もするんだけどな。

「ね、行こ和かず也やぁ。今日部活休みでしょ？」

「そうだな。みんなも来るだろ？」

　和也が親しみやすい笑顔で尋ねると、卓たく哉やが合いの手を打つ。

「当たり前やろ。ふたりきりになんてさせまへんでぇ」

「なになに麻美のラブラブ作戦しっぱい？」

「なにいってんのよばーか、もとからみんなで行く気だったしぃ」

　友人、鈴すず木き下した美み香か子このツッコミに、麻美は手をひらひらさせながら笑っていた。

　これはコントなの？　台本あるの？　カメラどこ？　あといまんとこ小里洲ってヨイショと謙けん遜そんしかしていないんだが、空気を読むってのはへりくだって媚こびを売ることなのか？

「あーでもごめん。わたし今日ちょっと行けないかなぁ。バイトあるし」

　愛想笑いを浮かべ申し訳なさそうに言う小里洲に、麻美は上機嫌な笑顔を崩さず答える。

「あー平気平気。そんな時間取らないしぃ、バイトまでには余裕っしょ？」

「いや、今日、生徒会の仕事もあるし、長引いちゃったらみんなとの時間全然ないしさ」

　小里洲が恐る恐る進言すると、麻美の顔にヒビが入った。

「は？　…………ねぇあんたさぁ、ウチらあんたが今日バイトなの知ってて、そんな時間取らないって言ってんだよ？　あんたに気ぃ遣ってわざわざ誘ってやってんだよ？　え、それをなに、生徒会の仕事優先すんの？」

　ウチらでなくてお前単品な。あと誘ってやっているって、小里洲は頼んでいないからな。

　麻美は醜いシワを顔に広げながら、蛇へびのような目付きで小里洲を威嚇する。

　まぁ、小里洲の話だと友達らしいから、本気じゃないだろうけど。麻美ってＳなの？

「そんなんさぁ、ちょっと用事があるとか言ってフケちゃえばいいじゃん？　連絡事項あったらあとで聞いとけばいいし。それともあたしらの友情って生徒会以下なんだふーん」

　猿山の女王、もとい麻美は、デカイ態度で小里洲を責め立てる。

　対する小里洲は可愛かわいらしい体を縮めて、ますますハムスターへの進化を辿たどろうとする。

　小里洲の背後に、小さくまるまるハムスターの幻が見えて大層可愛い。なんていうか、雨の日に捨てられて濡れた子猫みたいな、誰だれかが拾って助けなくてはいけない感じがする。

　和かず也やグループという名の猿山が荒れると、その不穏な空気を感じ取ったのか、クラス全体が鎮まった。誰もかれもが女王を刺激しないよう、路傍の石になろうとする。

　これが和也グループなりのじゃれあいなのか？　ＫＹ部で例えると、聖せい良らがシェリーを可愛かわいがるような。でも、麻あさ美みのは見ててあんま楽しくないな。悪ノリし過ぎじゃないか？

　和也も卓たく哉やも、なんで麻美を止めないんだよ？

「ご、ごめん……」

「いやごめんじゃなくてさ。そういうのやめてくんない？　なんかあたしが謝らせているみたいじゃん？　別にあたし謝って欲しいわけじゃないんだよね」

　え、そうなの!?　いま明らかに小こ里り洲すのことを責めていたよな麻美の奴やつ！

　ていうか誰かひとりくらい小里洲の援護に回れよ。これじゃあ悪ふざけじゃなくて、本当にただ麻美が小里洲をイジメているみたいだろ。まるで吊つるしあげじゃんかよ。小学生時代の俺おれかっての。

「……ごめん」

「だーかーらー」

　小里洲はどうすればいいのかわからず、黙ってしまう。

　明らかに謝罪を求められているのに謝罪をすれば怒られる。これはどういうことだ？

　麻美は何を求めているんだ？　何をするのが正解なんだ？　だめだ、俺にはわからない。

　うつむいたまま動かない小里洲と、それを机の上に座って見下ろす猿山の女王。

　友達同士でも、悪ふざけが過ぎて相手を泣かせてしまう、なんてのは小学校時代からよくある光景だ。でも俺らはもう高校生だし、和也とかがストッパーになれよ。

　誰も話さない。誰も喋しやべらない。耳が痛いほどの静寂。そこで俺はある答えにいきついた。

　あれ？　これ会話終わってね？　小里洲にどこが空気読んでいたのか聞いてよくね？

　どうやらストッパーが登場するまでもなく、麻美の悪ふざけタイムは終わったらしい。

　俺は立ち上がると、スタコラサッサと猿山に近寄った。

「おーい小里洲ー。ちょい聞きたいことあんだけどよー」

　三六〇度全方位から、息を吞のむ冷たい音がした。

　小里洲は、野良猫に出会ったハムスターのような顔で固まり、冷や汗をかいている。

「はっ？　あんたなに？　いまあたしと莉り子こが喋ってんだけど？」

　眉み間けんにしわを寄せる麻美の言い分に、俺はハテナと首を傾げた。

「お前いま小里洲にフラれたじゃん。あとしつこいから無視されてたな」

　麻美の顔が、仏像が如ごとき無機質な表情で固まった。もう年寄りがお供え物をするレベル。

　教室のいたるところで物が落ちる音がする。

「へ、へぇ……あんたマジで空気読めないんだねぇ。マジ頭に障害あるんじゃない？」

　口角をずり上げ、麻あさ美みはひくひくと頰ほおを痙けい攣れんさせる。すごい不細工なツラだな。

「知能検査なら問題ないぞ？　あーそうだ、お前にも聞きたいことあったんだ」

「ちょっ、人のはなしッ」

　猿山の女王はすこぶる不機嫌で、メラメラと怒りのボルテージをあげていらっしゃる。

「お前いっつも偉そうだけどなんでだ？　お前どっかのお嬢様だっけ？」

　麻美以外の和かず也やグループ連中も顔をひきつらせた。変化がないのは、俺おれと和也だけだ。

　和也は冷静な顔で俺を見つめるだけで、話には入ってこない。和也が動かないと動けないのか、卓たく哉やなど他の奴やつもだんまりだ。よし、こいつらのことはポチと呼ぼう。

「そんなんあたしを見ればわかんでしょ？　ねェ？」

　麻美は机に座ったまま体にしなを作り、俺に演技臭い流し目を送ってくる。言われた通り、俺は麻美の顔をジィーッと観察した。そして、俺はとんでもないことに気づいた。小声で告げるため詰め寄ると、麻美は照れたように赤面し肩をすくませる。その耳元で俺は、

「おい、お前眉まゆ毛げないぞ。描いて誤ご魔ま化かしているみたいだけど、みんなにバレる前に早退しろ。みんなには、俺からうまく言っといてやるからさ」

　静寂が流れたが、一部の男子たちが急に噴き出して、口に手を当てながら肩を震わせる。

　麻美は赤鬼ばりの赤面で震え、喉のどが詰まっているように口を開閉させた。

「バッ、小こ日向ひなたそれ知んないの!?　常識なさすぎでしょ！」

「えぇえええ!?　常識ってお前ら知ってたのか!?　眉毛ないの気づいていながら黙っててあげてんの!?」

　鈴すず木き下した美み香か子このツッコミに、俺は素早く返す。

「そうじゃなくてそういうメイクなの！　眉毛剃そったり抜いたりした上に眉毛描くの！」

「俺がそんな噓うそに騙だまされると思ったか！　眉毛は毛なんだぞ毛！　じゃあお前ハゲ頭に墨塗ったら五分刈りか!?　つうか化粧は本来の顔の上に描き足すものなんだから、その説明だと麻美は本来の顔をわざと眉なしトカゲにしたことになるんだぞ！」

「何言っちゃってんのよ。麻美みたいに可愛かわいい子なかなかいないわよ！　ねぇみんな！」

　美香子の問いに、他の連中はそうだそうだと騒ぐ。なんて教育の行き届いた親衛隊だ。

「え？　麻美って可愛い部類に入るのか？」

「麻美がどんだけ可愛いと思ってんの！　顔もスタイルもマジ神っちゃってるでしょ！」

「いや、普段、麻美より可愛い女子しか見ていないから（紗さ希き姉とか聖せい良らとか）」

「はんっ、麻美より可愛い子がそうそういるわけないじゃん」

　美香子は俺を鼻で笑い肩をすくめた。やれやれ、これは口で言っても無駄だな。

　現実を伝えるべく、俺は教室の窓からひょいと頭を出して、二組の教室に向かって叫ぶ。

「シェリーいるかー！　うちの麻美って女子より可愛い子が必要だから来てくれ！」

　二組の教室から、美しい金髪頭がひょっこり飛び出す。

「ＯＫ♪　可愛かわいい女の子が必要なんだね♪　じゃああたしの出番だね♪」

　笑顔のシェリーが頭を引っ込めると、即座に教室のドアが開く。妙に早いなと思って振り返ると、そこには詩し織おりと、モデルポーズをした聖せい良らが立っていた。

「あれ？　まだ呼んでいないぞ？」

　聖良は目をつむり、艶あでやかなロングヘアーをかきあげる。

「ふっ、貴方あなたの大きな声はワタシの三組にも届いていたわ。美少女が必要ならば、このワタシは必須よね？　一緒に休日の予定を立てていた詩織も連れて来たわ」

「どうもです」

　無表情のまま、ちょこんと頭を下げる詩織が可愛かった。

　その背後に、我が部が誇る金髪美少女シェリーも駆けつける。

「ちゃっほーい♪　来たよ刀かたな彦ひこー♪」

　そうして、聖良、詩織、シェリーの三人がぞろぞろと俺おれらの教室に入ってくる（聖良はモデル歩きで）。教室の誰だれもが青ざめ、逃げる体勢に入っていた。ただし……。

「やべぇ……四天王そろっちまったぞ……」

「グラウンド・ゼロって感じだな……巻き込まれる前に逃げるか？」

「いや、でもさ……いざそろうと凄すごいな……ごくり」

　男子たちは、前まえ屈かがみになりながら聖良たちに釘くぎ付づけだった。その視線は、麻あさ美みを見るときの比ではない。聖良たちは、ただそこにいるだけで、この空間の領有権を手にしていた。

「来てくれてありがとうな。いやさー、それが眉まゆもないクセして麻美が美少女とか、美み香か子こがわけのわからないことを言うんだよ。あ、麻美はこっちな」

　俺が麻美に視線を投げると、聖良は腰に手を当てて、声を荒らげる。

「刀彦、貴方失礼だとは思わないの？」

　小こ里り洲すの瞳ひとみに、僅わずかな希望が宿る。

「誰かさんよりも可愛い女子が必要とか言うからどれほどのものかと思ったら、そもそも麻美なんて可愛くもなんともないじゃないの」

　ガタリと机を鳴らして、麻美は立ち上がる。

「あわわわわ……」

　小里洲は、蛇へびに出会ったハムスターのような顔で凍りつき、白目を剝むいている。

　俺らを尻目に、詩織は腰のパソコンを操作しはじめる。

「聖良、あんた急に出てきて何様のつもりよ！」

　麻美のこの口ぶり、ふたりは知り合いか？　まぁ互いに有名人ぽいしこれが普通かな？

　麻美が俺らに近寄ると、聖良は素早く俺の背中に隠れる。

「近寄らないでくれる？　ワタシの手の届く範囲にいてもいいのは凡民以上だけ。愚民に近寄られたら汚れるじゃない、ワタシの空間が」

　麻あさ美みは近くの机を叩たたき、ヒステリーを起こす。

「はぁあ!?　マジ意味わかんないんだけど！　マジ調子のらないでよ！」

　猿山の女王は、いよいよ火を噴かんばかりに声を荒らげる。グループの王様である和かず也やは、じっと俺おれの顔を見つめるばかりで、女王には関心がないようだ。そこへ、仲間の劣勢に耐えきれなくなったのか、サッカー部の小こ林ばやし坂ざか卓たく哉やが作り笑いで割りこんだ。

「まぁまぁ清し水みず川かわさん抑えて抑えて。せっかくの美人が台無しやないですのー。清水川さんは俺ら男子のオアシス♪　いつも笑顔でいてもらいまへんとなぁ♪」

　卓哉のヨイショで、麻美は肩で大きく息をしながら、呼吸を整えようとする。

　その卓哉のことが、いまさらながら気になった。

「……なぁ卓哉」

「はいはいなんですの小こ日向ひなたくん？」

「お前東北出身なのになんで関西弁なんだ？」

　周囲の視線が、一斉に卓哉に集まった。みんな『え、マジで？』『卓哉君噓うそついてたの？』と囁ささやき合っている。

　小こ里り洲すは目に涙を溜ためながら、ぽむっと俺に体当たりをしてくる。

　可愛かわいいバンザイポーズで、小里洲は俺の顔をぺちぺちと叩いてくる。

　その様子が、甘あま嚙かみをしてくる小動物のようで、べらぼうに愛らしい。

「どうした小里洲。シェリーみたいに甘えたくなっちゃったか？」

　卓哉は二度、三度と笑顔を痙けい攣れんさせてから、無理にテンションを上げる。

「なな、何を言うてますの小日向くん。ワイはもとから関西の出ぇでっしゃろ？」

「お前小学校のときに東北地方から転校してきただろ？　叔お父じさんが大阪に住んでいるから夏休みは大阪に行っていて大阪に詳しいんだっけか？」

「いややわぁ小日向くん、ジョーダンは顔だけにしといておくんなはれぇ♪　あは、あは」

　張り付いた笑顔のまま、卓哉はだらだらと汗をかきながら和也のもとへ引き下がる。

　すぐ近くから温かい眼まな差ざしを感じて振り向くと、聖せい良らが素敵な笑顔で俺を見つめている。

　卓哉が青ざめているのと何か関係あるのかな？

「そういえば刀かたな彦ひこ、今日は部活はあるのかしら？」

「え？　どうだろう。おい部長。今日は仕事あるのか？」

　俺が尋ねると小里洲は硬直。死にそうな顔を左右に振る。麻美の目が、嗜し虐ぎやく的に光る。

「なに莉り子こ。あんたこいつらと同じ部活やってんの？」

「へ……いや、あの……ね……」

　小里洲は涙目で上う手まく説明できていないので、俺が助け船を出してやる。

「俺ら五人はボランティア部で小里洲が部長なんだよ」

「へー、そうなんだ……莉子とあんたらがねぇ……」

　小こ里り洲すは、変質者から逃げ隠れる幼女のような顔で戦々恐々として、生気を感じない。

「あ、できましたよ」

　詩し織おりがごく薄のノートパソコンを机に置き、外側に取り付けたレンズを黒板に向けた。

「以前、顔のパーツや配置バランス、肌の状態から美人度を測定するアプリを作ったことがあるんです。測定によると聖せい良らさんの美人力は五三万、シェリーさんの美人力は十八万、私の美人力は十二万なのですが、いま、麻あさ美みさんの解析が終わりました」

　詩織のアプリはみんなの興味を引いたらしく、教室中の視線が詩織に集まる。

　自分の美人力に自信があるのだろう。麻美は勝ち誇った顔で、溜りゆう飲いんを下げた。

　小里洲は涙をこぼす寸前で踏みとどまり、胸をなでおろす。だが、次の瞬間。

「解析には時間がかかりました。麻美さんは化粧が厚くて本来の顔がわからなかったので」

「へ？」

　それは誰だれの声だったのか。麻美か小里洲か、もしかするとクラス全員の声かもしれない。

　そして詩織のパソコンから黒板に、プロジェクターのように、ひとりの顔が投影された。

　それは眉まゆがなくて、なんだか地味な顔の女子だった。

　右下には『美人力５』『顔のパーツが足りていない』と表示されている。

　次の瞬間、麻美が狂戦士バーサーカーのような剣けん幕まくで詩織に詰め寄ろうとして、金色の聖騎士パラデインに討ち取られた。ありていに言えば、シェリーに両肩を抑えられて無力化されている。

　シェリーのほうがスラリと腕が長いので、麻美はシェリーに手が届かない。

　手足をバタつかせる麻美、もとい猿山の女王に、聖良がそっと歩み寄る。

「あら麻美、貴女あなた…………鼻毛出ているわよ」

「ッッッッッッッ!!!!!!!!!!」

　麻美は手で鼻を隠すと、自分の鞄かばんをつかんで風のように教室から出て行った。あとに残されたクラスの連中が変な顔をしている。そして、小里洲が涙を流しながら手で胃を押さえている。麻美はみんなの前で恥をかいたようで、小里洲をイジメた天罰だと思う反面、ちょいと気になることがある。俺おれは聖良に『麻美って鼻毛出ていたっけ？』と視線で問う。

　聖良は『さぁどうかしら』という感じの笑顔を浮かべた。

　素敵過ぎる聖良の笑顔に、俺はちょっと胸が高鳴った。やはり、美人はこうでなくちゃ。


　　　◆



「どぉおおおおしてくれるのぉおおおおおおおおおおお！」

　放課後、部室で小里洲は叫び頭を抱えていた。俺ら四人はテーブルに着いて、聖良の持ってきたお菓子を食べながら、土日の過ごし方について話し合っている途中だった。

「うぅ……来週からどんな顔で学校にくればいいのさぁ……せっかくこの一年間空気を読んで麻美たちと仲良くなれたのに……これじゃあわたし、完全にアウェイだよぉ……」

　小里洲は両手を顔に当てて、メソメソと涙をちょちょぎれさせる。

「そうなのか？　でも小こ里り洲す、麻あさ美みにイジメられていたよな？　仲がいいようには見えないぞ。小里洲も無理しているっていうか、キョロ充にしか見えなかったし、本当に友達か？」

　一瞬、小里洲は図星を突かれたように息を吞のんだが、

「いい加減にして！」

　小里洲の鋭い声に、俺おれらは思わず口をつぐんだ。

　それはただの怒鳴り声ではなく、小里洲の強い、悲痛な感情がこもった声だった。

　見れば、小里洲は目に涙を溜ためたまま握り拳こぶしを震わせ、真っ赤な顔で俺らを睨にらんでいる。

　理由はわからないが、小里洲は俺らに本気で怒っている。それだけはわかった。

「なんでそんなに空気読めないの!?　なんでそんなに人の気持ちがわからないの!?」

　小里洲は涙を散らしながら、嗚咽おえつ混じりに叫び続けた。

「普通の人はああいう状況で会話に割り込まないの！　女の子のメイクに文句つけないの！　可愛かわいくないとかどっちが可愛いとか言っちゃいけないの！　小こ林ばやし坂ざか君は出身隠しているに決まっているし、あの状況でわたしがみんなと同じ部活とか言っちゃだめなの！　女の子のすっぴん顔をみんなの前で晒さらしちゃだめなの！」

　熱く濡れた言葉は終わらず、小里洲は最後の一絞りまで俺らに訴える。

「こんなの全部普通の人なら言わなくてもわかるの！　なのになんでみんなはできないの！　本当はわかっていてわざと周りをひっかきまわして遊んでいるんじゃないの!?」

　最後に、小里洲は大きく息を吸い込んだ。

「わたしはみんなと違って一生懸命空気読んで必死に学校での居場所を作ってきたの！　それをみんなが滅め茶ちや苦く茶ちやにしたの！　まともな人ならすぐ謝るよ。なのにみんなは謝るどころか何が悪いかもわからないなんて。頭おかしいんじゃないの!?」

　全すべてを吐き出すと、小里洲は涙を散らしながら部室から出て行った。

『頭おかしいんじゃないの』

　小里洲の背中が見えなくなると、その言葉が俺のなかで、いろいろな声で再生される。心臓から冷水が湧わき上がり、温かい血液の代わりに全身をめぐる感覚に襲われる。

　こんなことはいままでいくらでもあったし、慣れているはずだった。なのに、なぜか小里洲の泣き顔を見ると、暗い気持ちになった。その気持ちは、みんなから否定され、落ち込む詩し織おりを目にしたときの感情に似ていた。

　多分、俺は知らない間に、小里洲に愛着が湧いていたんだと思う。小里洲が和かず也やたちの言いなりになっていないかどうか、他人に興味のない俺が心配したのがその証拠だ。

　聖せい良らたちと違って、小里洲は俺を理解してくれるわけじゃない。それでも、小里洲はやっぱり他の連中とは違った。だって小里洲は……俺を嫌わないから。

　いまにして思いだせばずっとそうだった。いつも俺の言動に怒ってばかりの小里洲だけど、ことが済んだら普通に接してくれるし、小里洲のほうから俺の嫌がることはしない。

　そんな小こ里り洲すを傷つけたことに、俺おれは罪悪感を覚えてしまう。

　みんなも似たような気持ちになったのか、少し顔が暗かった。


　　　◆



　重たい空気を引きずる俺らは学校を出ると、街のコーヒーショップで適当に時間をつぶしてから、四人で連れだって駅を目指した。

　その途中、俺はソレを見た。車道の向こう側、その喫茶店内で、ウェイトレス姿の小里洲が働いていた。

　小里洲を目にして思いだすのは、部室で見せた彼女の泣き顔だ。

　小里洲は涙を流しながら、俺らに感情をぶつけてきた。麻あさ美みのようにヒステリーを起こす馬鹿はいくらでも知っているが、小里洲のアレは違う。

　俺には小里洲が涙を流す理由を理解できない。それでもわかることがある。ものごころついたときからそうであるように、また俺の言動が他人を傷つけたのだろう。

　とは言っても、多くの他人こそ俺を傷つけたが、誰だれひとりとして俺に謝らなかった。

　だから麻美のときもだが、俺は誰かが俺に文句をつけても謝ったりしない。世間の連中にとって都合の悪いことを俺がしたからといって、そんなのは向こうの勝手だ。

　だけど、小里洲の泣き顔を思いだすと、なんだか釈然としない。何かが俺の胸のなかでとぐろを巻いて、出口を求めてぐるぐる回っている。

　このままは嫌だ。小里洲に、辛い想おもいをさせたまま放ほうってなんておけない。

　やっぱり、小里洲には笑っていてほしいから。

　そう思ったとき、俺は自分のすべきことを決めた。そのほうが、きっと俺も小里洲も、きもちいい気分になれるから。

「……なぁ、みんな」

　俺は、聖せい良らたちの足を止めさせた。


　　　◆



　入店一番に、小里洲が女子にあるまじき素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「こ、小こ日向ひなた君!?」

「よぉ小里洲。お前ここでバイトしていたのか？　制服可愛かわいいな」

「スカートみじかーい♪」

　シェリーがかがみこむと、小里洲は恥ずかしそうにスカートを抑える。

「ど、どうしてみんなここに？」

「小里洲の姿が見えたからちょっと寄ってみたんだよ。コーヒーもらうぞ」

　俺は小里洲を警戒させないよう、極力親しげに話しかける。

　小里洲は視線を逸そらしてから、ちらりと俺を見上げた。

「じゃ、じゃあ席に案内するね」

　俺おれらは小こ里り洲すのうしろについて、ぞろぞろと店の奥へといざなわれる。

　店内はどこにでもあるありふれた喫茶店で、無特徴の一言に尽きた。

　客はそれなりに入っていて、他にもウェイトレスの女の子が何人かいた。

　小里洲はやや戸惑った表情で、俺らを窓際の席へ通すとお決まりのセリフを一言。

「注文が決まりましたら、こちらのボタンを押してください」

「おう、あと小里洲、さっきはごめんな」

「え？」

　意外だったのだろう。小里洲はきょとんとしたまま、俺を見つめて固まった。

「俺の言動が、小里洲を傷つけたんだろ？　俺には何が悪かったのかわからないし、わからないまま形だけ謝られても嫌だと思う。でも、それでもごめん。どうやったって俺には普通の価値観ってやつが理解できない。だからＫＹ部に入部させられたんだけどな。でも、俺の言動が小里洲に迷惑をかけて傷つけたってのはわかる。だからごめん」

　これが、俺にできる精一杯のことだ。何が悪いのかはわからなくても、あのときのことは俺に非があると思っている。そのことだけでも伝えたかった。

　しばらくすると、小里洲は金縛りが解けたように喋しやべり出す。

「……っ、でも、それは……そ、そうだよ小こ日向ひなた君。なんで悪いのかわからないのに謝られても許せないよ……でも、わたしもごめん……頭おかしい、なんて言って……」












　何な故ぜか小こ里り洲すが肩を落として、そして俺おれらに軽く頭を下げる。

「どうして小里洲が謝るんだ？」

「だって『頭おかしい』なんて、人に言っていい言葉じゃないと思うから……」

　俺が沈黙を作ると、小里洲は恐る恐る顔を上げた。

「……小こ日向ひなた君、怒っている？」

　俺は表情を変えず、少し唸うなる。

「ん～、そもそも人から謝られた経験がないから、わかんないな。まぁ気にすんなよ。言われ慣れているし」

『頭おかしい』なんて、幼いころからずっと言われてきた。言われない教室なんてなかった。教室中を敵に回した俺を助ける奴やつなんて誰だれひとりいなかった。

　あまりに言われるもんだから、ある日、辞書を引いた。すると、辞書にはこうあった。

　正常：変わったものがなく、普通であること。

　普通：他と同じこと。ありふれていること。

　ああそうか。みんなが普通で、いまの教室が正常なんだ。子供の俺は、そう学習した。

「え？　言われ慣れているって……」

「それより、小里洲はなんでバイトしているんだ？」

　急に話を振られたせいか、小里洲はちょっと戸惑いながら答える。

「えっと、学費のためかな。わたしの頭だと、どうしても私立大学になるだろうし、だからいまのうちから少しでも稼いで、家に負担をかけないようにと思って……ダサいかな？」

　少し恥ずかしそうに、小里洲は弱々しい声でそう説明する。

「ダサい？　立派じゃねぇか。俺は偉いと思うぞ？　なぁ？」

　俺が聖せい良らたちに同意を求めると、みんなもそれぞれ肯定して小里洲を褒ほめる。すると、小里洲は表情をやわらかくして小さく『ありがとう』と言ってくれる。

　やっぱり、小里洲が笑ってくれているほうが、俺はきもちがよかった。

「じゃあ注文頼むわ小里洲。俺はコーヒーミルクな」

「ワタシはダージリンで」

「アールグレイをお願いします」

「ハンバーグセット♪」

「ハンバー、て入いり江えさんご飯食べるの？」

　小里洲がショックを受けながら聞き返すと、シェリーは頭上に疑問符を浮かべる。

「うん、今日家に人いないから、ちょっと早いけど、ここで晩御飯済ませようと思って」

「で、でもみんなはちょっとお茶飲むぐらいのつもりなんだよね？　なのに食事の注文なんてしたら時間かかるし、みんなを待たせるから悪いよ。ね、みんな？」

　俺、聖良、詩し織おりは同時に首を捻ひねる。

「え？　別にいいけど？」

「シェリーが食べたいなら食べればいいのではなくて？」

「問題があれば注文したときに言いますし、注文すること自体に問題はありません。ただし、私に急ぐ理由があればシェリーさんが食べ終わるのを待たずに帰らせてもらいます」

「うん♪　あたしの晩御飯にみんなを付き合わせるのは悪いし、門限が危ないならみんなは先に帰ってもいいよ♪」

「こ……これがＫＹ同士の会話……」

　小こ里り洲すは、カルチャーショックを受ける留学生のような顔で青ざめていた。
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「聖せい良らさん、今日もごちそうさまでした」

「ありがとうせいらん♪」

「また、奢おごられちまったな……」

　会計を済ませて喫茶店を出ると、開口一番に俺おれはそう言った。

「別にいいじゃない。ワタシが好きでしているのだから」

「いや、聖良が金かね持もちなのは知っているけど、なんか奢ってもらうの目当てで一緒にいるみたいで気が引けるんだよな」

　俺が気後れすると、聖良は優雅に髪をかきあげ、上から目線で告げる。

「フッ、バカなことを言わないでくれるかしら？　それはつまり、このワタシに凡民とワリカンしろということ？　圧倒的！な経済格差があるのにワリカンなんて恥よ恥」

「言わんとしていることはわかるんだけど……な」

　俺が声を濁らせると、聖良はすねた声で饒じよう舌ぜつにまくしたてる。

「何よ刀かたな彦ひこ。それとも貴方あなたは自分が奢られたという後ろめたさを感じたくないという保身のためにワタシの顔に泥を塗る気？　自身の名誉のためにワタシのメンツを犠牲にするなんて、刀彦はそういう人だったの？」

　俺は聖良の理論を頭のなかで反はん芻すうして、目を見開いた。

「なるほど！　ごめんな聖良、俺が間違っていたよ」

「うふふ。刀彦はステキね。流石さすがはワタシが乳牛と並んで四番目に好きな動物ね」

　あれ？　順位がひとつ上がっているぞ。

　俺が理由を聞く前に、聖良はイイ笑顔を浮かべる。

「でもそうね。貴方たちがどうしても恩に感じるというのなら、シェリーと詩し織おりは学校を卒業したらワタシの専属メイドになりなさい」

　聖良は僅わずかに呼吸を乱し、頰ほおを上気させる。

「そしておはようからおやすみまでワタシに侍るのよ！　だいじょうぶワタシの天てん蓋がい付きベッドは広いから！　刀彦、もちろん貴方もワタシのものよ！　そうね！　貴方たちがワタシの誘いを断れないよういまのうちからどっさり恩を売るのも悪くないわ！」

　徐々にテンションをあげていく聖せい良らの姿に、俺おれは思わず噴き出した。いつも余裕の笑みを浮かべて上から目線の聖良だけに、こうして年とし甲が斐いもなくハシャぐ姿はほほ笑ましい。

「でも聖良、俺みたいにキモメンが執事で、セレブのアクセサリーになるのか？」

　俺の問いに、聖良が呆あきれた顔になる。

「なにそれ、クラスの女子から言われたの？」

「ま、まぁ……」

「あのねぇ刀かたな彦ひこ。言っておくけれど、女子の『キモい』は『嫌い』という意味よ。仮かりに絶世の美少年でも、性格最悪の愚民にはキモいって言うわ。ワタシは貴方あなたの顔、結構好きよ」

　聖良は眉まゆ根ねを寄せてから、優しく俺に教え諭してくれる。温和な表情に、俺は癒いやされた。

「あ、みんな待って！」

　うしろの声に振り返ると、学校の制服姿の小こ里り洲すが小走りで駆け寄ってくるのが見えた。

「バイトあがりか？」

「ちょうどさっき終わったの。せっかくだから一緒に帰ろ」

「うん♪　帰ろ帰ろ♪」

「いいけど、まっすぐ帰るだけでいいのか？　俺はまたどこかに寄ってもいいぞ？」

　俺は親に、帰りの時刻を遅めに申告していた。けれど、小里洲は首を横に振った。

「ううん、いいの。早く帰って妹にご飯作らないと」

「小里洲は妹がいるのか？」

「いるよ。うち、親が仕事で帰ってくるの遅いの。だからバイトが終わったら真まっ直すぐ家に帰って妹に晩ご飯作ってあげなきゃなの」

「他のバイト連中は一緒じゃないのか？」

「うん。みんなはバイトが終わってもしばらく休憩室でお喋しやべりしたりしているみたいだけど、わたしはすぐ帰らなきゃだから」

　俺は、ジィーっと小里洲を見下ろした。

「な、なに？」

　いや、後ろに下がんなよ。取って食ったりゃしねぇし。

「もしかしなくても小里洲ってすげぇいい奴やつなのか？　家のためにバイトしたり、バイトが終わったらすぐ帰って妹の面倒看みたり」

「いやいや、これぐらい、お姉さんならふつうふつう」

　などと謙けん遜そんしつつも、小里洲は少し得意げな顔だった。

　普段通りの小里洲に戻ってくれて良かった。やっぱり小里洲には、可愛かわいい表情が似合う。

「そうだ、俺ら、明日水族館に行く予定なんだけど、よかったら小里洲もどうだ？」

「ごめん、明日もバイトなの。でも、誘ってくれてありがとう」

　そう言って、小こ里り洲すは俺おれにほほ笑んでくれた。俺は、それが無性に嬉うれしく感じた。

　にしても、小里洲がこんなに偉い奴やつだとはついぞ知らなかった。聖せい良らといいシェリーといい詩し織おりといい、最近はいい奴に会うことが多いな。

　初めて五人が揃った帰り道。楽しそうに笑ってくれる小里洲の姿が、心に焼きついた。
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　次の日の土曜日。俺、聖良、シェリー、詩織の四人は水族館でたっぷり遊んだ。シェリーは子供っぽくハシャいで、俺らとたくさん写真を撮ったし、詩織は魚の動きを観察して、尾びれの動きがどうとか推進力の効率がどうとかぶつぶつ言っていた。イルカショーでは、聖良の希望通り最前列を陣取った。予想通りイルカの跳ねあげた水しぶきが俺らに何度も襲いかかってきて、俺はあらかじめ用意しておいた折りたたみ傘で三人を守った。

　でも、聖良は嬉しそうにしながらも物足りない顔をしていた。もしかしてと思った俺は傘をシェリーに手渡して、最後の水しぶきは俺自身の背中で防いで聖良を守った。

　すると聖良は一〇〇パーセントの笑顔を見せてくれる。むしろ魅みせてくれる。

　普段は大人びた聖良だが、なんだかそのギャップがたいそう可愛かわいかった。

　そうして俺らが水族館を後にしたのは夕方。と言っても六月のことだから、まだ外はぜんぜん明るかった。みんなは水族館がお気に召したようで、駅に向かって街なかを歩いていると、楽しそうに今日の出来事を振り返っている。詩織は白い日傘の下で上機嫌に語る。

「ペンギンさんが可愛かったです」

「よちよち歩いているのがいいよね♪」

　そう思いだす詩織とシェリーのほうが可愛い、と思うのは俺だけだろうか？

　そしてふたりを見つめる聖良の瞳ひとみが肉食獣のように光って見えるのは俺だけだろうか？

　そんな三人の様子がほほ笑ましくておかしくて、俺はずっとこうしていたい気分になる。

　はっきり言って、聖良もシェリーも詩織も、すごくいい奴だと思う。一緒に遊んでいると楽しくて、空気を読む訓練のことをつい忘れてしまいそうになる。

　……というか、本当にただ遊んでいるだけなのでは……？

「なぁ、この訓練だけど、本当にこれで協調性なんて身につくのか？」

　俺の問いに、詩織が答える。

「それはわかりませんが、少なくとも私は皆さんと一緒に遊んでいてちゃんと楽しいですよ。皆さんに空気が読めないとか失礼とか思ったことはありません」

「あたしも楽しいよ♪　気遣いなんてゼロだし、むしろ空気を読む気もないんだけどね♪」

　シェリーは笑顔で訓練の意義を否定した。君はなんのためにここにいるのかな？

「フッ、そもそも女神であるワタシには凡民の価値観を理解する必要がないのだから、このような訓練は無意味よ」

「すげぇキメ顔で自信満々に言っているけどじゃあなんで聖良はここにいるんだよ？」

「え？　合法的にシェリーと詩し織おりを愛めでるためではないの？」

「なんで同意を求めた？　一応俺おれは真面目まじめにやっているからな」

　でないと紗さ希き姉に悪いしな。ＫＹ部は、俺らに協調性を身につけさせようと紗希姉が作った部活だ。不本意だが、弟としてその気持ちには応こたえるべきだろう。

「でも聖せい良らって自己紹介のときに彼氏募集中とか言う割には、女子ばっか可愛かわいがるよな」

　男を探すそぶりとかゼロだろお前。

「美少女を愛でる気持ちと恋人が欲しい気持ちはまったくの別ものよ。それに、ワタシのように優秀な人間が子孫を残さないなんて世界的損失だもの。それと、女神であるワタシに相応ふさわしいのは、同調圧力や社会の風潮に流されない、ワタシと同じ人種よ」

　豊かな胸を張り、聖良は高飛車にややのけぞった。その姿が様になっていて、俺は『聖良らしいな』と温かい気持ちになる。

「それより刀かたな彦ひこ、これからどうするの？」

　聖良に問われて、俺はちょいと悩む。もう夕方なんで帰ってもいいけど……待てよ。

「なら、また小こ里り洲すの働いている喫茶店に行こうぜ」

　小里洲は家のために働いて、妹のために早く家に帰っている。そんなに偉くて大変な小里洲を励ましたい気分になって、俺はそう提案した。すると、聖良は目を輝かせる。

「つまりワタシのハーレムにハムスターを加えるということね。流石さすがは刀彦。ワタシのツボを熟知しているわね！」

「え？　いや別にそういうつもりじゃあ……」

「さぁいくわよみんな！　ハムスターを我が手に！」

「我が手にぃ♪」

　聖良は俺の手を取ると、スキップでもしそうなほど軽い足取りで喫茶店を目指した。その尻馬に乗ったシェリーも俺の手を取って歩き出す。乗り遅れた詩織は、俺の背中を押した。詩織なりに空気を読み、この流れに乗ったつもりなのだろう。
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　俺らが入店すると、出迎えてくれたのはウェイトレス姿の麻あさ美みだった。

「げっ、小こ日向ひなた！　あんた昨日はよくもやってくれたわねぇ」

　声音は荒いが、仕事中だからだろう、麻美はやや声のボリュームを抑えている。

「おう、麻美じゃん。ここで働いてんのか？」

「名前で呼ぶなキモチ悪い！」

「あー悪い、清し水みず川かわもここでバイトしてんのか？」

　俺があっさり名字呼びに変えると、麻美は肩透かしを食らったように姿勢を崩した。

「……土曜だけね。ほら、さっさと席に着け」

　そう言って麻美が乱暴に案内したのは、トイレのすぐ近くの席だった。

　それを無視して、聖せい良らとシェリーと詩し織おりは窓際のいい席へ向かったので俺おれもそれに続く。

「って、だからちょい待てやお前ら」

　麻あさ美みは近くにいた聖良の服をつかむ。

「店員があの席っつってんだから、座りなさいよ」

「は？　何よ貴女あなた。ワタシに指図する気？」

　聖良と麻美は、これでもかというほど嫌悪を込めた眼まな差ざしで火花を散らし合う。

　そんなふたりの小競り合いに、俺はため息をついた。

「おいみんな、なんかこの店はそういうシステムらしいし、あっちに座ろうぜ」

「刀かたな彦ひこの頼みなら仕方ないわね」

「あたし刀彦のとなりー♪」

「刀彦さん。コーヒーは焙ばい煎せんすると一部の栄養が飛んでしまうので、前回同様コーヒーを吞のむのなら焙煎の浅いアメリカンコーヒーをすすめます」

「お、そうか。じゃあ今日はアメリカンにしよう」

　俺の一言で三人がくるりと方向転換すると、麻美は柳りゆう眉びを逆立て歯を食いしばり、息を荒くして厨ちゆう房ぼうへ引っ込んでしまった。

「莉り子こ、あいつらの注文あんた取んなさい」

　そんな声が聞こえた後、ウェイトレス姿の小こ里り洲すが重そうな足でちょこまか歩いてきた。

「あ、みんな今日も来てくれたんだ」

　俺たちの姿を見ると、小里洲はちょっと表情を明るくしてくれる。小里洲の話だと、昨日のことで麻美とはこじれているようなので、職場では針のむしろだったのだろう。

「おう。もうすぐあがりなら一緒に帰ろうぜ」

「うん。じゃああと四〇分であがりだから。待ってて」

　そんなやり取りをしてから俺らが注文を頼むと、先ほどとはうってかわり、麻美のバカっぽい猫なで声が聞こえてきた。

「あ、和かず也やおーそーいー♪」

　入店してきたのは、クラスの中心人物であり和也グループリーダーの、樹き村むら和也だった。

　いつも和也の彼女ヅラをしている麻美は、店員であるにもかかわらず、和也の腕に抱きついて飲食物ではなく媚こびを売りはじめた。

「たまには喫茶店で宿題をするっていうのも、高校生らしくていいかと思ってさ。一時間もかからないから、麻美のあがりには間に合わせるよ」

　相変わらずのイケメンボイス。加えて、和也の声音は親しみやすい。

　この声に、どれだけの女子が恋に落とされてきたことか。

「やぁん、だいじょうぶ和也の宿題が終わるまであたしもまってるしぃ♪」

　芝居がかった口調に俺が吐き気をもよおすと、シェリーと詩織が俺をみつめる。

「仲いいね。あのふたりって友達？」

「親友でしょうか？」

　聖せい良らがニヤリと笑う。

「下僕と主人……フッ」

「違うぞ。あれは彼女ヅラしている女子と返事はせずとりあえずキープしている男子だぞ」

　そこへ小こ里り洲すがツッコミをひとつ。

「もお、みんなへそ曲がりなんだから。あれは普通に恋人同士に決まっているでしょ？」

　じゃあ待ってて、と注文を取り終わった小里洲は、俺おれらのテーブルを後にした。

　それから、俺らは小里洲のあがりの時間までてきとうに雑談をして時間を潰つぶした。

　だがおかしい。俺らが入店してから四〇分ほどで新しいウェイトレスが二人、三人と現れる一方、小里洲や麻あさ美みは奥へと引っ込んでから一向に姿を見せなかった。

「ねぇ刀かたな彦ひこぉ、小里洲ちゃん遅いね」

　俺の膝に倒れ込みながら、シェリーはそう言った。

「そういえばそうね」

　俺の向かい側の席で、詩し織おりの頭をなでくり回していた聖良は、周囲を見回した。

　小里洲だけではなく、麻美の姿もない。まさかな……でも、俺の嫌な予感はよく当たる。自分のすべきことを知って、俺は実行する。

「みんな、ちょっと悪い」

　聖良たちに断りを入れてから、俺は席を立った。

　俺らの席はトイレのすぐ近くだ。トイレの横には通路があって、その奥は『ＳＴＡＦＦＯＮＬＹ』と書かれた、西部劇の酒場みたいなスイングドアで塞ふさがれている。

　その向こう側から、麻美の不機嫌な声が聞こえた。他にも、不快な声がぼそぼそと聞こえる。俺は、迷わずスイングドアをくぐった。

　通路の左手には『男子更衣室』『女子更衣室』に続いて『休憩室』と書かれた部屋があった。ドアは半開きで、麻美たちが扇状に並んで小里洲を囲む下衆な光景が見える。

　麻美たち女子のなかには、同じ和かず也やグループの女子、鈴すず木き下した美み香か子この姿もあった。

　何か良くないことが起こっている気がして、ドアノブに手をかけて俺は止まった。教室で小里洲が、麻美に責められているとき、俺らが割って入ったことでその場は収まった。でも、結果として小里洲を傷つけることになってしまった。今回も同じじゃないのか？

「だからさぁ、普通はバイト終わったら、少し残って喋しやべったりするでしょ？　なのに莉り子こ、いつもバイト終わったらすぐ帰っちゃうじゃん？　そういうの感じ悪いんだよねぇ」

「莉子もさ、バイト終わったらしばらくあたしらがここでダベってんの知ってんじゃん？」

「なに？　あたしらとは一緒にいたくないの？　一秒でも早く帰りたいってこと？」

　俺がためらっている間にも、小里洲は責められ、青い顔を横に振る。

「違うよ。わたし、親の帰りが遅いから、妹のご飯作ってあげなきゃいけないの」

　麻あさ美みは、小こ里り洲すの弁明を鼻で笑い飛ばす。

「なにそのとってつけたような言い訳。そんなん通じると思ってんの？」

　美み香か子こたちも麻美に続いた。

「だったらなんで前からそう言わないのさ。散々ひとりで逃げるように帰ってさ」

「それでこうやって問い詰められてから、しかも妹のご飯て、漫画じゃないんだよ？」

「それともなに？　苦労人なあたしカッコイイとか思ってんの？」

「みんな残ってんのにひとりだけ帰るとかマジＫＹだよねぇ」

　支離滅裂な暴論を浴びせられて、小里洲は耐えるようにスカートの端をきゅっと握る。こんなものは魔女裁判だ。麻美たちには、小里洲から事情を聞く気なんてない。

　判決は最初から決まっていて、最初から小里洲を糾きゆう弾だんし攻撃するのが目的。だから事実はどうでもいい。重要なのはみんながどう認識しているか。麻美たちが『小里洲はみんなを嫌って早く帰る』と認識している以上、それが麻美たちにとっての真実であり、事実は一切関係ない。どのような事実を突きつけられても認めない。この裁判は、裁判官も検事も弁護士も証人も全すべてがグルなのだから。

　休憩室には、他にも人がいるのに誰だれも小里洲を助けようとしない。関かかわりたくないのだ。

　麻美たちは、なおも小里洲を責め立てた。小里洲は軽いパニックを起こしながら半泣きになって『ごめんなさい』とか『違うの』と繰り返しながらうつむいてしまう。

　麻美たちの言動で、全身を蛆うじが這はうような悪寒がわき上がって俺おれは吐き気がした。目の前で起こっている光景をメタメタに引き裂いて、記憶もろとも焼却炉に叩たたき込みたかった。

　小里洲は家のために働いて、妹のために早く帰ってご飯を作る、善良な女の子だ。

　このＫＹテロリストである俺を責めたあと、言い過ぎたとちゃんと謝れるいい子だ。褒ほめられることはあっても、あんなボロボロにされる道理なんてどこにもない。

　そして、こんないい子が俺のように『誰も助けてくれないのが普通なんだ』なんて、そう学習するのは絶対に嫌だ。

　こういうとき、空気の読める普通の人は、見て見ぬフリをするんだと思う。

　自分と関係のないことに首を突っ込んで、余計な恨みを買いたくないって考えるだろう。

　だけどよ……ＫＹ部を作ってくれた紗さ希き姉には悪いけど……俺、やっぱＫＹなんだよ。

　感情が心臓を焦がす。頰ほおから首筋にかけて熱が広がる。その熱が背中にまで達したとき、俺は半開きになったドアを開けていた。

「帰るぞ小里洲」

「小こ日向ひなた君？」

　涙をこぼしながら呆あつ気けに取られる小里洲の手を取ると、そのまま連れて帰ろうとする。

「ちょっと待ちなさいよ小日向！」

「いまあたしら莉り子こと話してんだけどぉ！　空気読みなさいよね！」

「勝手に連れて行こうとすんなよなぁ！」

「つかここ部外者お断りなんだからでてってよ！」

　俺おれは足を止めると振り返り、麻あさ美みたちを睨にらんだ。俺の目を見るなり、麻美たちは息を吞のんで肩を強こわ張ばらせる。急に威勢の削そがれた猿山軍団に、俺は憎しみを隠さず言い捨てる。

「話す？　お前らがよってたかって小こ里り洲すをイビっていただけだろ？　自分たちの都合のいいように事実を捻ねじ曲まげんなよ」

　麻美は醜いシワを顔に広げてから、負け犬のように吠ほえる。

「はぁあ!?　マジわっけわかんないんだけど！　なんであたしらが莉子をいじめたことになんのよ！　莉子のせいで不愉快なのあたしらのほうなんですけどぉ！」

「そうよ！　莉子が悪いんだから！」

「仕事終わったらすぐ帰るとかマジありえないでしょ！」

「人バカにした態度してんの莉子なんだから、謝んなさいよ！」

　虎とらの威を借る狐きつねのつもりか、ボスの麻美が口を開けば腰こし巾ぎん着ちやくたちも騒がしい。もっとも、猿山の女王の威なんて俺には通じない。だから、俺は目の前の類人猿たちへも容赦しない。

「謝るのはお前らだろ」

　俺が語気を強めると、麻美たちは青ざめる。俺に特別威厳があるとは思わないが、元からこういう人種の自信は虚きよ飾しよくの空威張りと相場が決まっている。ようはビビリなのだ。相手が弱よわ味みを見せているときは悪の限りを尽くすが、強気に出られると途端に逃げ腰になる。

「話は廊下まで筒抜けだったけど、ようは全部お前らの妄想じゃねぇか。小里洲が仕事終わったらすぐ帰るのは事実だ。でもなぁ、その理由をなんでお前らが勝手に決めんだよ」

　俺は怒りのままに、声を荒らげた。

「別のバイトがある。門限が厳しい。他人と約束がある。国立大目指していて早く家で勉強がしたい。早く帰る理由なんざいくらでもあるんだよ。でもお前らは小里洲が早く帰る理由を知らないんだろ？　じゃあ『なんで小里洲はいつも早いんだろう』って疑問に思っとけばいいだろ。そんでどうしても気になったら理由を聞けばいいだろ？　なのに何でお前らはそこでわざわざ『自分たちとは口も聞きたくなくて逃げるようにして帰る』っていう最悪の、小里洲を悪者に仕立て上げるような解釈をこじつけて小里洲を責めるんだよ！」

　ああそうだよ。そうなんだよ紗さ希き姉。紗希姉がＫＹ部を作るのも当然だ。

　俺は空気が読めない。反論はない！

　俺には社会一般の常識が欠如していて、常識人とは基本的な価値観を共有できない。

　頭がまともな奴やつなら言わなくても理解できることを俺は理解できない。だって……。

「わざわざ他人の言動に悪い解釈こじつけて悪人に仕立て上げて吊つるし上げて、そんで自分で作り上げた悪人を自ら裁いて善良な市民ヅラ。そんな常識俺は認めねぇ。そんなもんが普通であってたまるかよ。俺おれはお前らの価値観なんか一生理解できねぇ自信がある！」

　麻あさ美みは一度怯ひるんで、それでも紙きれのように安いプライドを振りかざす。

「うっさい！　ほんとあんたマジムカつく！　男のクセに言い訳すんなよ！　莉り子このせいであたしらは嫌な思いさせられてんの！　それがあたしらの誤解だって言うなら誤解されるようなことする莉子のせいじゃん！　そーゆーのを身から出た錆さびっていうんですー！」

　人を馬鹿にしきった態度で、ヘラヘラと馬鹿ヅラを晒さらす麻美に、一瞬殺意が湧わきかけた。

　小こ里り洲すの手を握る手に、力が入る。

「お前ら自分たちのしていることがわかっているのか？　お前らは小里洲を、何の根拠もなく『お前は嫌な奴やつだ』って罵ば倒とうしたんだぞ！　蔑さげすんだんだぞ！　それで小里洲がどれだけ傷つくかわかんねぇのか！　お前らが俺のことをなんて呼んでいるのか知っているけどなぁ。何がＫＹ四天王だ！　他人の気持ちがわからなきゃ、他人に優しくもできないテメェらのほうがよっぽどＫＹなんだよ！」

　俺が感情のままに怒鳴ると、麻美たちは悔しそうに身を引いて、言葉に詰まっている。

「行くぞ小里洲。もうこいつらには構うな」

「え、あの……」

　俺が戸惑う小里洲の手を引いて出口に向かうと、背後からはまたギャーギャーと野や次じが飛んだ。まだ話は終わっていないとか、謝れとか、終しまいには、

「莉子、あんた明日から気をつけなさいよ。あたしの彼氏、マジ喧けん嘩か強いから」

　中学時代から聞き慣れた馬鹿ゼリフをありがとう。こいつの言葉からは、偏差値二〇程度の知性しか感じない。俺は一度立ち止まると肩越しに、

「お前の彼氏ってあれだろ？　口癖みたいに殺すとか言うくせして実際は喧嘩のひとつもしたことのない口先藁わら人形だろ？　お前らみたいな人種の手口は知っているんだよ」

　彼氏発言をした女子が口を閉ざす。きっと、実際に自分の彼氏が喧嘩をするところは見たことがないのだろう。

　小里洲を連れだって廊下に出ると、聖せい良らたち三人が並んでいた。聖良たちの席は通路のすぐ横だから、俺らの声が聞こえて、心配になってきてくれたんだと思う。

「えへへー、カッコ良かったよ刀かたな彦ひこ♪」

「おつかれさまですよ、刀彦さん」

　嬉うれしそうに俺を労ねぎらうシェリーと詩し織おりに続いて、聖良が優しい笑顔を見せてくれる。

「ありがとう、刀彦」

　その穏やかな表情に、俺は顔から緊張が抜けて、聖良の手に触れた。

「どういたしまして、聖良」

　そのまま俺らが上機嫌に席へ戻ろうとすると、廊下の出入り口に和かず也やの姿があった。

「「あっ」」

　俺おれと和かず也やは視線がかちあい、同時に声を上げる。そのまま俺と和也はお互いに見つめ合ったまま、しばし無言になる。いつも教室で見せる気さくな表情はそこにない。和也は少し冷たい表情で俺を眺めていたかと思えば、不意に口を開いた。

「友達……できたのか？」

「……どうだろうな」

　聖せい良らたちのことを言っているなら、本人たちに友達かどうかの確認はしていないので、俺は言葉を濁した。すると和也は『そうか』とだけ言うと、あとは何を話すでもなく、何をするでもない。スッと踵きびすを返すと、自分の席に戻ってしまった。

　聖良たちは『どうしたの？』と聞いてくるが、俺は『なんでもない』と言って、席に置いた荷物を手に取った。お会計は、またも聖良が払ってしまった。


　　　◆



　そうして俺らが店を出て少し歩くと、俺は背後から小こ里り洲すに呼びとめられる。

「小こ日向ひなた君」

　ちょっと強めの声に、どうしたのだろうと思いながら振り返った。小里洲は不安げな表情で目を泳がせ、スカートの端を強く握ってから、それでもまっすぐ俺の目を見上げる。

「どうして、助けてくれたの？」

　意味がわからず、俺は聞き返す。

「……どういうことだ？」

「だ、だってあの状況でわたしに加勢なんてしたら、小日向君の立場だって悪くなるし。そうだよ、あの二人うちのクラスの女子なんだよ。麻あさ美みのことは覚えているんでしょ？」

　小里洲の言いたいことがわからず、しばらくのあいだ熟考し、それからハッと気づく。

「悪い小里洲。もしかしてまた俺よくないことしちまったか？」

「え？　小日向君？」

「いや、その、なんだ……そうだよな。小里洲は俺に一言も助けてくれなんて言っていないよな。俺が勝手にでしゃばって迷惑だよな。ごめん、俺やっぱＫＹだからさ、えーっと、とにかくごめんな小里洲」

　俺は反省しながら頭を下げると『でも』と言い訳がましく続けてしまった。

「もしも、あの状況でお前を見捨てるのが空気を読むってことなら、俺は一生ＫＹでいいって、そう思ったんだ」

　俺が本音を伝えると沈黙が流れて、小里洲の目にうっすらと涙が浮かんだ。

　まずい、また泣かせちまったか。

　昨日の部室での出来事を思い出して、俺は頭が重たくなった。なのに、小里洲はスカートから手を離すと、両目から涙をこぼしながら頰ほおを紅こう潮ちようさせ、幸せそうに笑ってくれる。

「ううん。うれしいよ、小日向君」

　その表情が反則的に可愛かわいくて、俺おれはたまらなく嬉うれしくなった。

「でもさぁ小こ里り洲すちゃん。みんなと喧けん嘩かしちゃったなら働きにくくない？」

　シェリーの問いで、小里洲の笑顔は崩壊した。頭を抱えながら、小里洲は唸うなる。

「あう～、そういえばそうだった。どうしよう……」

　聖せい良らの眼光が妖あやしく光り、小里洲の両肩をわしづかんだ。

「なら小里洲。あそこは辞めて来月からうちの系列のレストランで働きなさい」

「え、いいの？」

「もちろんよ。ワタシが貴女あなたのピンチを助けないわけがないじゃない」

「来らい泉せんさん……そこまでわたしのことを……」

　感動に震える小里洲。聖良の背中からは『ここで恩を売っておいて学校卒業後にハムスターメイドげっとぉ！』という思惑がダダ漏れだった。いまの聖良には、悪魔のコスプレが凄すごく似合いそうだった。

　でも、俺はどうして小里洲を助けたんだろう？　一生ＫＹでいいから小里洲を助けたい。その強い想おもいはどこから来たのか自問してみて、俺は答えに気づく。

「なぁ小里洲。こんなときになんだけどよ、この前の話の続きいいか？」

「この前の話？」

　問い返す小里洲に、俺は頷うなずいた。

「ああ。ずっと友達の定義を考えていたんだけどよ。小里洲は、友達とか親しい間柄でも気遣うのは普通って言っただろ？　でも、俺は気を遣わないといけない相手は友達じゃないと思う。気を遣うっていうのは、他人のために我慢することだ。我慢しないと続かない関係なんてニセモノだ。けど、いま小里洲を助けて気づいたよ」

　俺は自然と笑っていた。

「一緒にいると楽しくて、その人のために、無条件で何かをしたくなる。それが、友達の定義なんじゃないか？」

　小里洲の目に、俺が大きく映る。俺と視線を交える小里洲に、俺は語り続ける。

「俺は昨日、小里洲のことを知った。家のためにバイトしているとか、妹のために早く帰って飯作っているとか。それを聞いて思ったんだよ。小里洲っていい奴やつなんだなぁって。いままで俺のまわりに小里洲みたいな奴っていなかったなぁって。きっと、俺はそんな小里洲と仲良くなりたいんだよ。だからさっきも、無条件で小里洲を助けたんだと思う」

　どうかな？　と俺が尋ねると、小里洲の表情に、温かい安らぎが広がるのがわかった。

　小里洲の瞳ひとみから、さっきよりも大きな、宝石のように綺き麗れいな涙がこぼれる。空気が読めない俺の言葉を否定せず、満開の優しい笑顔で、小里洲は俺の価値観を受け止めてくれた。

「うん、わたしも、刀かたな彦ひこ君と仲良くなりたい」

　やっぱり、小里洲の笑顔は筆舌尽くしがたいほどに魅力的だった。














　二日後の昼休み。莉り子こがお弁当を取り出すと、麻あさ美みたちが莉子の机に菓子パンを置いた。

「あたし麻美と一緒に食べるからぁ、あんたの席借りるねぇ～」

　莉子の返事を待たず、美み香か子こは小柄な莉子を椅い子すから押しのけ、自分が座った。

　けれど莉子は動じることなく、笑顔を返す。

「うんいいよ。わたし、あっちでみんなと食べるから」

　麻美たちは怪け訝げんな目を莉子に向けた。そのとき教室のドアが開き、明るい声が聞こえた。

「来たわよ刀かたな彦ひこ」

「ちゃっほーい♪」

「こんにちは。約束通り、来ましたよ」

　聖せい良ら、シェリー、詩し織おりがお弁当箱を手に登場。聖良は俺おれに『ちょっとどいて』と言うと、当然の如ごとく俺の席に座った。席順は男女交互であることを踏まえた上で聖良は、

「フッ、ワタシの未来の専属メイドが男子の席に座るなんて許さないわ。さぁ詩織、シェリー、莉子。ワタシの前後と左隣の席に座りなさい」

　なんという潔癖配慮だろう。世の中には、自分の彼氏が他の女と口をきくのも耐えられないという女がいるらしい。でも、聖せい良らはその遥はるか上のステージに立っていた。

　俺おれの席に座る聖良を中心にして、聖良の前に莉り子こ、うしろに詩し織おり、左にシェリー、シェリーのうしろの席に俺が座ると、俺らは机を向い合わせにして、お弁当を広げた。

「あ、みなさん。お弁当を食べるまえに確認することがあります。実は喋しやべると結構な唾液が飛んでいまして、対面で食事をするとウィルスの感染率が一気に上がるのです。皆さんはなにかの病気の潜伏期間中である疑いはありますか？　ちなみに、私は他人との接触は最小限ですしなんでも殺菌しますし処女なので唾液感染をする性病の心配もありません」

「ちょっ、だめだよ詩織そんなこと言っちゃ！」

　真っ赤な顔で莉子が慌てふためくなか、シェリーはあっけらかんと、

「あたしは健康だし未経験だよ♪」

「シェリーもそんな明るく!?」

「ワタシは未婚だもの。ヴァージンに決まっているじゃない。結婚まえに子作りをするような愚民と一緒にしないでくれるかしら？」

　動揺が、波紋のように教室中へ広がった。特に男子たちが『来らい泉せんて……なんだ』と異常に色めき立っている。みんなどうしたんだろう？

「せ、聖良ってそういうところ真面目まじめなんだね……」

「何を言っているのよハムスター園児。十八歳未満の性行為は条例違反で懲役刑なのよ」

　懲役刑という単語に、数人の女子が頰ほおを硬くした。

「刀かたな彦ひこも童貞だから問題ないわね、さぁ食べましょう」

「おう」

「ツッコミなし!?」

「十八歳未満の俺が童貞なのは当然のことじゃないか」

「あうー、あうー、その、わた、わたしは……」

　俺、聖良、シェリー、詩織は同時に『いただきます』と言って弁当を食べはじめた。

「…………わ、わたしはスルーなんだ……」

　肩を落とす莉子に、聖良と詩織が当然とばかりに胸を張る。

「ハムスター園児には全然欠片かけらも心配していないわ。安心信頼実績の小こ里り洲す莉子だもの」

「女子高生の処女が一〇万人にひとりだとしてもそれは莉子さんだと信じています」

「なんの信頼!?」

　そこへシェリーがすかさずフォロー。

「だめだよふたりとも、そんな言い方じゃまるでりこりんがモテないみたいじゃない！　確かにりこりんは童顔で胸もお尻も貧しい幼児体型でおよそ男性の性的興奮を誘発できる特徴を何ひとつとして持ち合わせていないよ！　けど、世の中にはそういうのが好きな異常性愛者もいるんだから。りこりんが将来異常性愛者と結ばれるよう祈るべきだよ！」

「祈らないで！」

　莉り子こがこぎみよくツッコむと、俺おれらのあいだで笑いが起きた。

「もう、みんなってば本当にＫＹなんだから」

　莉子はちょっとすねた顔になるが、すぐに呆あきれたように笑って弁当を食べはじめる。

「莉子さんのお弁当はタンパク質が足りないですね。私のからあげをおひとつどうぞ」

「あ、ありがとう。じゃあわたしはアスパラのベーコン巻きあげるね」

「ねぇねぇ、あたしとも交換してぇ♪」

「うんいいよ」

「刀かたな彦ひこ、貴方あなたこの前サーモンが好きって言っていたわね、はい、あーん」

「聖せい良らの弁当は寿す司しかよ。でもあんがとな」ぱくり「うん、うまい」

「ふ、ふたりとも教室であーんはエッチだよッ」

「あら、じゃあハムスター園児もする？　はいあーん」

「って、それは俺のクリームコロッケだろ」

　笑いながら、じゃれあいながら、俺ら五人は互いの弁当のおかずを交換しあったり食べさせあったりして、昼休みを過ごした。その様子を、麻あさ美みたちが悔しそうに眺めている。

　俺は空気が読めないＫＹ野郎だけど、莉子も聖良もシェリーも詩し織おりもとても楽しそうに見える。友達の定義を『何かしてあげたい相手』としては忠臣と区別がつかない。だから『一緒にいて楽しい』も必要だ。もしもそうならば、俺らはもう友達なのかもしれない。

　俺は、そんな風に思うのだ。

　聖良たちと会ったときの違和感。それは仲間のいる安心感だ。同じＫＹでフィーリングの合う他人と初めて会ったことへの喜び。そして友達なんていらないと思っていた俺が、みんなといると楽しくて、一緒に遊びたいと思っている。それはきっと、俺がみんなと友達になりたいからに他ならない。俺はずっと、気の合う仲間が欲しかったんだと思う。

　ただ、友達になる前に、はっきりさせておきたいことがある。実は、そのことがずっと気になっていた。なので弁当を食べ終わり、机を片付けている途中、俺は聖良に尋ねた。

「そういえば、聖良って俺のこと好きなの？」

　莉子の表情が凍りついた。対照的に、聖良は耳と手まで赤くして動揺の極地に立った。

　俺が聖良の気持ちに気づいたのは、莉子を助けた後、聖良に感謝されたときだ。

　聖良はいつだって、俺が聖良と通じる部分を見せると、幸せそうな表情を見せてくれる。

　そして、友達なんていらないと言っておきながら、恋人は欲しい聖良は言った。

『ワタシに相応ふさわしいのは、同調圧力や社会の風潮に流されない、ワタシと同じ人種よ』

　聖良にとって俺は、同じ価値観を共有する初めての男なんだろう。莉子を助けた後も、そしていまの聖良の瞳ひとみからも、あまりに初々しい恋心が伝わってくる。

「ッッ、そ、そうなの!!　ワタシは詩織もシェリーも莉子も刀彦もみんな大好きよ!!」

「どこの鈍感主人公だよそれ。そうじゃなくて男としてだよ。聖せい良らって優しいから、違うなら違うって言ってくれないと俺おれ、勘違いしちゃうぞ」

「ッッ、ばば、バッカじゃないの！　ちょっと優しくしてあげたからって調子にのってんじゃないわよ！　刀かたな彦ひこなんて大ッキライ！」

　子供っぽく取り乱しながら、聖良は腕を組み、そっぽを向いてしまう。

　その顔は不機嫌極まりないが、横目でもじもじと俺の様子をうかがってくるので、

「えーっと、それは好きってことでいいの？」

　俺が問い尋ねると、聖良は頰ほおをひきつらせて歯を食いしばり、肩を震わせながら呟つぶやく。

「あ、貴方あなたがワタシの彼氏？　はは、ふざけないでよ。あなたなんか、あなたなんか……」

　聖良の顔が、いよいよマグマのように赤くなって、

「一生ワタシのドレイなんだからぁあああああああああああ！」

　女子にあるまじき大声をあげながら、聖良は走り去った。

「せいらん……隠しているつもりだったんだ……」

「バレバレ……ですよね……」

　教室中がざわついて、シェリーと詩し織おりが顔を見合わせる。莉り子こも渋い顔で一言。

「刀彦君……空気、読もうね」

　やっぱり、どうにもこうにも、俺は空気が読めない。
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　皆さま初めまして、鏡かがみ銀ぎん鉢ぱちです。前作の『独立学園国家の召喚術科生ヒロイツク・スレイヤー』や前々作の『忘ぼう却きやくの軍か神みと装甲戦姫ブリユンヒルデ』を読まれた方は久しぶりです。

　本作の発売はハロウィン頃ですが、原稿を執筆しているときは夏真っ盛りです。太陽がサンバのリズムでメラニン色素を煽あおりまくっている時期です。

　北海道は夏でも涼しいだろうとお思いの皆さま、それは大きな間違いです。ネットで調べれば札さつ幌ぽろの気温はすぐ出てくるでしょうが体感気温は各家庭それぞれ。

　我が家はパソコンが熱暴走を起こして強制終了する暑さです。本当です。

　冷房設備などという文明の利器のない銀鉢家で、短パンランニングシャツ姿で汗を拭ふきながら作業中のこと。パソコンの排熱に目をまわし、キーボードに触るだけで手が熱くて仕方ない中『キュイ』と可愛かわいい声を上げて画面が暗黒面に落ちます。

　最初は『バグか!?　ウィルスか!?　ハッキングされたか!?』と慌てつつ再起動。しかし何度再起動してもうちのパソコンは『キュイ』っと鳴いてすねるのです。

　まさかと思い、保冷剤を乗せながら再起動させると、普通に使えました。

　では、本作が皆様に愛されると信じて、またお会いましょう。






















特別付録　書き下ろし短編








本編後日談　馬子にも衣装　貧乳にもマイクロビキニ






　とある日曜日、俺らＫＹ部の面々は学校に、それもプールに集まっていた。

　先生からの依頼で、夏が本格化するまえにプール掃除を頼まれたのだが、

「それでみんな、どの水着にするぅ？」

　プールサイドでは、聖良が色とりどりのセクシーなビキニを広げていた。サイズも特大、大、中、小……いや、貧かな？　が揃っている。

　けっこうきわどいデザインのもあるけど、シェリーと詩織は自分の体に当てて水着選びをはじめた。ただ、当然ながら莉子が、女子にあるまじき声を張り上げる。

「ダ、ダメだよこんなエッチなの！　ここは学校なんだからスクール水着！　スクール水着じゃないとダメなんだからね！」

「そんな堅いこと言わないでよ。せっかく貴女の分も用意したのだから」

　そう言って聖良が持ち上げたのは、布部分がほとんどない、超マイクロビキニだった。

　頭から蒸気を噴き出して、莉子は声にならない悲鳴をあげた。

「スクール水着は体のラインを出さずかつ動きやすい、計算され尽くしたデザインなんだから。スク水最高！　みんなスク水に着替えるよ！」

　莉子は体育バッグを抱えると、一目散に更衣室へと走ってしまう。

　あとに残された俺らも、しぶしぶ更衣室へと向かった。

　十分後。水を抜いたプールの床をデッキブラシで磨きつつ、俺は隣の莉子に問いかける。

「なぁ、莉子。確かスクール水着は、女子生徒が性的対象で見られないよう、体のラインを出さない、計算し尽くされたデザインなんだよな？」

「うん……そうなんだけど……ね……」

　ずん、と重たい声で答える莉子の先には、とても素敵な光景が広がっている。

　日本人離れした豊乳の持ち主である聖良はもとより、詩織のスクール水着も、胸とお尻の布が悲鳴をあげ、いまにも張り裂けそうだった。大きく膨らんだ胸元に、ぐっとくびれた腰、安産型の量感溢れるヒップがエロい、エロ過ぎる。シェリーは特別巨乳というほどのワガママボディじゃないけど、丸く形の整った絶世の美乳とヒップラインが、驚くほど細いウエストのせいで実際以上のサイズに見えて刺激的だった。

「うぅ……さすがに、あんな体が着ることは想定されていないよぉ……」

「それに比べて、莉子は設計者に優しいなぁ。よしよし」

「むーっ、どういう意味なのぉ！」

　スクール水着が似合いすぎている莉子の頭をなでまわすと、莉子はハムスターのようにほっぺを膨らませて抗議をしてくる。本当に、なんて可愛いハムスターだろう。

　自分の胸を手で隠しながら、莉子は『わたしだって』と呟いた。

　夕方、依頼が終わった俺らは帰ろうとするも、校門のところで聖良が、

「あ、ビキニを詰めたバッグ、更衣室に置いてきちゃったわ」

「じゃあわたし取ってくるから、みんな待ってて」

　聖良の返事も聞かず、莉子は走り出してしまう。でも、それからいくら待っても莉子は戻らない。俺は心配になって、更衣室へ行ってみる。

「おい莉子、一体どうした……ん？」

　更衣室の中では、莉子が、あの超マイクロビキニを着ていた。

　ブラの紐を縛っている最中なのが、気まずさを際立たせている。莉子の顔が、いや、全身が赤く染まっていく。

「いやぁああああん！　見ちゃだめぇえええええええ！」

　莉子のマイクロビキニ姿は……背伸びしている感が凄く可愛くて和んだ。
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